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			エルフ転生からのチート建国記②

			月夜 涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・サトモトアイ（ＲＥＶＯｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　火狐

			第１話　新たな民

			第２話　クウ

			第３話　火狐の村へ

			第４話　父が残したもの

			第５話　親睦会

			第６話　火狐の伝統料理

			第７話　努力の成果

			第８話　奏でて、歌って、舞って

			第９話　交渉

			第10話　交渉（物理）

			第11話　ルシエとクウ

			第12話　商業都市エリン

			第13話　脅威

			第14話　勇者

			エピローグ　誓い

			番外編　妹ができた日

		

	
		
			プロローグ　火狐

			　

			　あの戦いから数日たった。

			　戦いの翌日には、捕らえた貴族に自分の適正価格をつけていただき、自筆で家族向けの手紙を書いてもらった。

			　手紙は、俺が自ら基地まで送り届けた。俺一人なら、一日で奴らの基地まで到達できる。紙は奴らの積み荷にあったものを使わせてもらった。

			　また、正直になってもらうために、一番身分の低い一人を見せしめとしてダメにした。

			　身代金はもったいなかったが、手紙を送る時にも、その悲(ひ)惨(さん)な死体は活用できたのでトータル的にはプラスだと割り切る。

			　帝国の伯爵様の二男や、子爵様の長男というＶＩＰも居て、収入には期待できそうだ。俺たちの国……エルシエには外貨がいくらあっても足りないので、非常に助かる。

			　まだ帝国からの返事はないが、二週間という期限を切っているので、そろそろ動きもあるだろう。

			　無視するようなら、身分の低い貴族から一人ずつ殺して首を届けるか、向こうが一番大事だと思っている伯爵様の二男の指でも届けよう。そうすれば、こちらが本気だと気がついてくれるはずだ。

			「シリル、なんか怖い顔しているよ」

			「ごめん、ちょっと考え事をね」

			　今日は、ルシエと二人で、村の外れにあるガラスハウスに来ていた。

			　二人で丹念に育てたジャガイモは、病気にかかることも、害虫が大量発生することもなく、すくすく育っていた。

			　今年の食料は例年に比べて若(じやつ)干(かん)余裕がある。帝国から奪った穀(こく)物(もつ)に加えて、クロスボウが出来たおかげで狩りの成果もあがった。

			　狩りの成果があがることは、村にとって非常に大きな意味を持つ。

			　このジャガイモがなくても冬は越せるが、もしもの備えになるだろう。

			「ルシエ、ありがとう。ルシエが居なかったら、ここまでうまくいかなかったよ」

			　お世辞ではなく、本気でそう思う。

			　どれだけ丁寧に育てても、雑草や虫は発生し、それを魔術でお手軽に取り除くことはできない。毎日根気よく、手作業で世話をしないといけない。

			　種芋の数の制限で、三畝(うね)しかジャガイモは植えられなかったが、それでも俺一人では手に余った。

			　それをルシエは他の仕事をしながら、献身的に手助けしてくれたのだ。

			「ううん、お礼なんていらないよ。シリルが頑張っていたから私も頑張ろうって思ったの。それにね、ジャガイモが美味(おい)しかったから、また食べたくて余計に力が入っちゃった」

			　ルシエは少し冗談めかして言った。

			　でも、きっとそれは照れ隠しだ。彼女は、少しでもエルシエのために何かがしたいと本心から思っている。そして、それを実行に移せる人だ。

			　当たり前だと思うだろうが、実際にそれができる人は少ない。

			「ルシエのそういう謙虚なところは好きだよ。ルシエが自分を褒(ほ)めない分、俺がいっぱい褒(ほ)めてあげよう。えらいえらい」

			　ルシエの頭を撫(な)でると、ルシエは赤くなりながら頬を膨(ふく)らませる。

			　うれしさ半分、恥ずかしさ半分と言ったところか。

			「またそうやって私を子ども扱いして。そういうのやめてよ」

			「ごめんごめん、でもルシエの髪の感触が好きでついやっちゃうんだ。さらさらしてふんわりして。すごく気持ちいい」

			「シリルは、それが楽しいの？」

			「うん、すごく」

			「なら、許してあげる」

			　そう言うと、少しだけ体重を俺に預けてきた。

			　こうしていると、荒んだ心が癒(いや)される。

			　よし、今日も仕事を頑張ろう。

			「ジャガイモだけど、茎が黄色くなってきたから、もう収穫できるよ。なんとか間に合ったな」

			　風の動きをみると、あと二週間もしないうちに雪が降って来るだろう。

			　そうなったら収穫は絶望的だ。

			「今から収穫する？」

			「うーん、さすがに収穫は人手が要るから、明日人を集めてやろう。ここまで来たら、がっかりさせることもないだろうし。みんなで一気に収穫して、ジャガイモ祭りでもするかな。世界で一番美味(おい)しい芋の食べ方を披(ひ)露(ろう)するよ」

			「世界一？　すっごく楽しみ！」

			「期待してくれ。俺も大好物の料理なんだ」

			　何せ、地球で一番消費されているジャガイモの使用法だ。きっと世界一美味(おい)しいのだろう。

			「ただ、塩をいっぱい使わないと美味(おい)しくないのが問題だ」

			「塩は大事だよ。でも、エルシエだと塩をいっぱい使う料理は難しくない？」

			「近いうちに、火狐の村にいくよ。あそこは岩塩が取れる土地を押さえているから、うまくいけば塩の問題は解決する。交換用にシカやイノシシの毛皮で作った防寒着があるから、快く応じてくれると思うよ」

			　畑仕事には向かない奥さんや老人、女の子を集めて、何度も講習会を開き、根気よく針仕事を教えた。

			　これは村の労働力を無駄にしないための措(そ)置(ち)だ。

			　元々、村では似たようなものを作っていたが、作り方があまりにも雑で、見た目も機能性も悪かったので指導する必要があった。

			　おかげで、毛布やコートと言った冬の必須アイテムを、村では消費できないほど作ることができた。

			　……もっとも、裁縫関連で近所の奥様方にアドバイスを求められるようにはなってしまったが。

			　防寒具は東にある多種族が共生するコリーネ王国の商業都市エリンに行けば高値で売れ、火狐との交換にも使える。

			　村単体で自給自足が出来ない以上、金貨を得る術が必要なので、これはその一環だ。

			　他にも本当の意味でエルシエの特産となるものも、少しずつだが用意していた。

			「火狐の村に行くのは、本当にそれだけの理由？」

			　どことなく引っかかるもの言い。何か気になることでもあるのだろうか？

			「理由か……他にもあるよ。火狐の村とは帝国の支配前から親交があるし、彼らは強い。火の魔石目当てに狙われているのに、いまだに帝国の支配に抗(あらが)っている。協力して戦うように提案したい」

			　火狐はその名の通り、火の魔術に長(た)けた種族だ。風の魔術と違い、直接的な攻撃力に優れるため、少数民族でありながら帝国と互角に戦っている。

			　この世界では、属性の相性値が90を超えた種族のみが体内に魔石を宿す。該当する種族は四種族しか確認されていない。そして、そのいずれの種族も帝国に狙われている。

			　エルフ→風の魔石　＊　帝国に支配されていた。

			　火狐→火の魔石　＊　帝国に対抗できている。

			　ノーム→土の魔石　＊　地中に住んでいるため帝国が手出しできない。ただし、地上に出たノームが攫(さら)われることはある。

			　水精→水の魔石　＊　水の中というところ以外、ノームに同じ。

			　帝国が魔石を狙う理由は、魔石を触(しよく)媒(ばい)にすれば、人間でも、強力な属性魔術を使えるようになるからだ。

			　人間の相性値はいいところ40だが、魔石を利用すれば相性値が20～30上乗せされる。相性値50からが実用的な属性魔術を使えるラインと言われており、そこに届くのだ。

			　逆に言えば、触(しよく)媒(ばい)さえ用意すれば、全ての属性魔術を使えると言うのが人間の強みだ。他の種族は、特定のマナに愛されすぎているせいで、強く干(かん)渉(しよう)されてしまい触(しよく)媒(ばい)を使った強化ができない。

			「火狐も帝国にしつこく狙われているから、前向きに考えてくれるだろう。この戦い、エルフだけでも火狐だけでも、いつかは負ける。早く協力態勢を取らないとね」

			　特に近年、鉄を作るために大量の木材を消費した帝国周囲では、いくつも禿山ができており、これ以上木の消費を増やさないために、火の魔石の確保に力を入れているという噂があった。

			「シリルはいっぱい考えているみたいだけど、本当は許嫁のクウが居るからじゃないよね」

			　ルシエが面白くなさそうに口に出した。

			　クウは俺とルシエの共通の友達だ。火狐の女の子だが、まだ村同士の親交があった時代に、村長である父親について、よくこの村に来てくれた。特に俺は火狐の村に行く機会も多かったので、仲がいい。

			「あれはエルフと火狐の交流があったときの話だよ。エルフが帝国に支配されて、今ではなかったことになってる。大丈夫、俺の一番はルシエだよ」

			「でも、クウは可愛(かわい)いし」

			「俺はルシエのほうが可愛(かわい)いと思うよ」

			　俺は苦笑しながらルシエに声をかける。

			　たしかに、火狐の村長の娘であるクウと、そういう話はあった。

			　この世界だと、他種族間で子供を産んだ場合、生まれてくるのは母親と同じ種族になる。

			　そのため、血が濃くなりすぎるのを避ける目的もかね、少数民族には他種族の優秀な男を婿(むこ)にして、血を取り入れる習慣がある。

			　俺は火狐の村長と、娘のクウに気に入られていた。

			　俺の父は、弟がどんな手段をもってしても次の村長の座を奪おうとしていると気付いており、火狐の村に行くほうが俺の幸せに繋がると考えていた節もあった。

			　もっとも、当時の俺とクウはまだ幼く、恋なんて感情はない。お互いを友達だと思っていた。

			「クウだって、当時九歳だよ？　そんなときに親が勝手に決めつけた許嫁のことなんて忘れてるいるさ、五年も会ってないし」

			　いや、利発なクウなら覚えていても不思議じゃない。実際、俺はきちんと覚えている。クウと交わした約束も。だとしても、再会してすぐに結婚という話にはならないだろう。

			「でも、私はもっと前から、シリルにはそういう気持ちを持ってたし、クウも一緒かもしれないよ」

			　さりげなく、告白の返事になりかねない言葉をルシエがくれたが、今はまだ帝国との問題が解決していない。そこを掘り下げるのは野暮だと考えて話題を変える。

			「心配しすぎだよ。それより今はジャガイモだ。本格的な収穫は明日だけど、ためしに一つだけ収穫してみようか」

			　俺はそう言うと、一番近くにあったジャガイモの茎を掴(つか)み、土を掘り返しながら引き抜いた。

			　そんな俺を見て、一瞬淡く微(ほほ)笑(え)んでから、ルシエもジャガイモに意識を切り替えてくれた。幼(おさな)馴(な)染(じみ)だと、こういう時に気持ちを察してくれるから楽だ。

			「うわぁ、いっぱい実がついてる。あんな小さく切ったジャガイモのかけらから、こんなにたくさんの実がとれるんだね！」

			　ルシエが感嘆の声を上げる。

			　俺が引き抜いた茎には、11個の芋がついていた。大きさも１５０グラム～３００グラムでほどよい。

			「うん、豊作だ。他の茎も、いい感じに太いし、これくらい芋がついているだろう」

			　このあたりの土は質がいいし、かなり気を使った追(つい)肥(ひ)もばっちり決まっている。

			　一つの種芋から一つ～二つの芽が出ている。細い茎は芽かきでその数を減らしたが、それでも茎の数は五百ほどある。

			　俺の見立てでは、一つの茎につき２００グラムの芋が９個はついているので、概算だが９００キロのジャガイモの収穫が見込まれる。40キロのジャガイモがここまで増えることに感動すら覚えた。

			　ガラスハウスの中いっぱいに植える種芋用として１００キロ確保しても、一人につき４キロものジャガイモを配れる計算だ。

			　もともと、ジャガイモは冬を越すための食料として計算していないが、これだけあれば、もしものときも安心だ。

			「長！　大変です。その、大変だから来てください！」

			　そんなふうに安(あん)堵(ど)していると、エルフの村から、一つ年下の女の子、コンナが駆け寄って来た。尋常じゃない慌て方だ。

			「まさか、帝国が攻めてきたのか!?」

			　俺は、少し焦る。

			　あれだけの兵を失い、補(ほ)填(てん)に忙しく、あと二週間で雪が降るような今のタイミングで、襲(しゆう)撃(げき)はあり得ないと思っていた。現に帝国がある方面は交代で警戒させていたが、今までそんな報告はまったく上がって来ていない。

			「違います。その、火狐の村の人たちが来たんです」

			　なんだ、そういうことか。俺は緊張をゆるめた。

			　丁度こちらから向かいたいと思っていたところだ。あちらから来てくれたのは、ありがたい。

			「なんだ。慌てて来たから、なにごとかと思ったよ。すぐに村に戻る。丁重に扱わないとね。俺の家……村長の家のほうに通してくれ」

			　今でも、俺はルシエと一緒に昔から住んでいる家で生活しているが、村長用の豪華な家も一応俺の持ち物になっていた。

			　ルシエと二人でそっちに移り住もうかとも考えたが、やはり思い出が詰まった家を離れたくなかった。なので村長の家は、村の寄合いと来客用と割り切ることにした。

			「無理です」

			　しかし、コンナは首を振る。

			「無理ってなんだ？　村長の家に通せない理由があるのか？」

			「それが、その、入らないんです」

			「入らない？　何を言ってるんだ？」

			　俺の質問を聞いて、どんどんコンナの動揺が強くなる。

			「コンナ、落ち着いて。まずは深呼吸して。ほら、シリルは怒ってるわけじゃないから、ただ、ありのままを言って」

			　ルシエが助け船を出してくれた。

			　どうやら、俺がプレッシャーをかけすぎてしまったようだ。

			「ひゃっ、はっ、はい、しっ、深呼吸ですね。……ばっちりです。落ち着きました。えっとですね。その来られた火狐さんが、人数がとても多くて村長宅に入りきらないんです」

			「入りきらない？　あの家なら、二十人ぐらい入れる部屋があるだろう？」

			「五十三人です」

			「えっ？」

			　そのあまりに多い人数に、思わず聞き返してしまう。

			「火狐の女性ばかり、五十三人が村に来て、その、助けてくださいって言って来たんですぅ」

			　コンナが顔を興奮で真っ赤にしてそう言ってきた。

			　女ばかり五十人が助けて欲しい。その言葉で、だいたいの想像はついた。

			「そうか、わかった。すぐ行く。ルシエ、コンナと二人でゆっくり村に戻って、俺は先に急いで戻るから」

			　まずいことになった。

			　俺はエルシエの皆が、理性的であることを祈りながら全力で走りだした。

		

	
		
			第１話　新たな民

			　

			「無理だ！　帰れ、こんな時期に五十人も受け入れる余裕があるわけないだろう！」

			「そうよ。ここはエルフの村よ！」

			　村に戻るなり、村の皆が火狐族を取り囲んでいる場面に出くわした。

			　火狐たちは女性ばかりで、上は三十代、下は十代前半のようだ。皆一様に疲れた顔をしており、服装もくたびれている。

			「話を聞いてください。私たちは、この村しか頼るところがないんです！」

			　そんな中、一人の女の子と言ってもいいような歳の若い火狐が声をあげる。

			　身長は１６０センチほどで俺より少しだけ低いぐらい。すらっとして胸も大きく、女性らしい体つきだ。

			　顔つき自体は穏やかだが、その目に宿る知性の光と強い意志が顔の弱々しい印象を消し去り、とても力強く映る。

			　そして、尻尾(しつぽ)の毛並みが他の火狐と比べ段違いに良かった。

			　よく知っている顔。俺の元許嫁、火狐の村長の娘であるクウだ。懐かしさと再会の嬉しさで、胸の中が熱くなる。

			「知るか！　この村には五十人も養う余裕なんてないんだよ！」

			　さきほどから声を張り上げているのは、村一番の力持ち、ロレウだ。俺が居ないときは、彼が長の代理になる。

			　腕っぷしが強いし、なんだかんだ言ってずっと街の自衛団と狩人のリーダーをしていたので、人望がある。

			　それに、親も村でいい立場だったので、文字の読み書きができる。

			　正直に言えば、人望と読み書きだけを条件にするなら、巫(み)女(こ)であり、人気と教養を兼ね備えたルシエを選ぶ。だが、ルシエを選ぶと俺は確実に私情を挟む。

			　彼女がどんなミスをしても許してしまうし、厳しくなれない。だから、ルシエには明確な役職は与えなかった。それが、俺の長としての責任だ。

			「ただで養ってもらおうとは我々も思っていません。ちゃんと働きますし、手土産も持って来ています。贅(ぜい)沢(たく)は言いません。ただ、飢(う)えない程度の食事と、寒さを凌げる場所を用意してほしいのです」

			「ダメだ、ダメだ。今すぐ出て行け、そもそもお前たちは、帝国に負けて逃げてきたんだろ！　そんな奴らを匿えるか！」

			　その言葉に反応し、クウの後ろに隠れて居たまだ幼く可愛(かわい)らしい火狐が、ロレウを睨(にら)み付け口を開いた。

			「エルフさえ帝国に支配されなければ、こんな！」

			　そのあまりの剣幕にロレウが一瞬怯(ひる)む。

			「黙りなさい。ケミン」

			「でも、クウ様！　エルフのせいで」

			「私は黙れと言いました」

			　有無を言わせない口調で言い放ち、ケミンと呼ばれた少女が黙る。そうなると、ロレウは先ほどまでの勢いを取り戻す。

			「何を言っても絶対に追い払うからな！」

			　ロレウが彼女らを突き放すのも無理はない。

			　まず、時期が最悪だ。もうすぐ雪が降り始める。そうすれば食料を手に入れることが難しくなる。

			　もし冬までに時間があれば、火狐たちに仕事を割り振り、食料の生産量をあげることもできたが、冬になれば、エルフたちですら仕事がなくなる。この時期に人員が増えるのは、ただの足かせだ。

			　食料には多少の余裕があるものの、村の人口の四分の一にあたる五十人を養えるほどの量はない。

			　つい先日、各家庭に冬の間の食料を配給し終えたばかりで、火狐を受け入れるということは、その食料を分け与えることにつながる。

			　そうなれば、村人たちに十分な量の食料は残らないだろう。

			　さらに、火狐たちの境遇も問題だ。このように若い女だけが逃げ出すような状況は、一つしかない。

			　それは、帝国との戦いで負けが確定した状況だ。

			　帝国が欲しがるのは、エルフや火狐の魔石。

			　それらを長期的に確保するためには、その種族の数を増やし続けないといけない。そのためには女だけ残しておけばいい。母体と同じ種族が生まれるので、帝国に攫(さら)われた女性はそれこそ家畜以下の扱いを受ける。

			　それを避けるために、最悪の状況になれば女たちだけでも逃がそうとする。

			　そう、今の火狐たちのように。

			　彼女たちは、ここで俺たちに見捨てられれば、行くところなんてどこにもないだろう。

			　火狐を殺して魔石を帝国に売れば、大金が手に入る。魔石を宿す種族以外には、恰好の餌(え)食(じき)だ。同じ境遇の俺たち以外は、火狐族にとって敵と考えたほうがいい。

			　感情的にも、エルシエの利益のためにも、これ以上は放っておけない。

			「ロレウ、エルシエの今後に関わることは、独断で決めずに俺が戻ってくるまで保留にしておけと言ったはずだ。ここから先は、俺が話す」

			「だけど、長！」

			「俺を信じて、任せてくれ」

			「まあ、おまえがそう言うなら」

			　俺は、深呼吸して笑みを浮かべる。火狐と、エルフ。その両方の視線が俺に集まる。

			「よく来てくれた。火狐の民よ。二度手間になってすまないが、君たちがなんのためにこの村に来たのかを教えてくれないか？」

			「シリルくん？」

			　クウが俺の顔を見て、少しだけ驚いた顔をした。

			「クウ、久しぶりだな」

			　そう言うと、クウが少しだけ表情を柔らかくした。だが一瞬で元に戻す。

			　クウの表情には責任感と悲壮感が溢れていた。俺がエルフの民の命を背負っているように、クウも火狐たちの命を背負っていることが伝わって来た。

			「あなたが、交渉するんですか？」

			「見ての通り、今はこの村……いや、この国、エルシエの長は俺だ」

			「国ですか？」

			「そうだ。帝国に喧(けん)嘩(か)を売ったんだ。少なくとも俺たちは自分達の居るこの村を帝国に属する村ではなく、一つの独立した国だと思っている」

			　とは言っても、まだ自称に過ぎない。本当の意味で国となるには、帝国以外の国に認められる必要がある。他の国から見たら、ここは帝国内の【暴動を起こした村】でしかない。

			「わかりました。では、お願いがあります。火狐族の五十三名をこの国に住まわせてください。最低限の食料と、暖かい寝床。それだけ頂ければ十分です。対価も用意しました」

			「対価？　その前に確認するが、クウ、おまえはどういった立場で俺と話をしている。この国の代表として、それを聞かないうちに交渉はできない」

			「シリルくん……いえ、シリル様。私は、クウは、火狐の族長です。私の言葉は火狐族の総意と受け取ってください」

			　声に覚悟と強い意志を込めて、クウは自身を族長だと言い切った。

			「そうか。了解した。代理ではなく、クウが族長ということは、族長は死に……火狐族は負けたんだな」

			　そう問いかけると、クウをはじめとした火狐族の面々が沈痛な面持ちになった。

			「その通りです。戦える男は最後まで抵抗し私たちが逃げる時間を稼(かせ)ぎ、戦えず、旅に耐えることができないものは、魔石として利用される前に我らの手で永遠の眠りを与えました。その魂(たましい)である魔石を持ち出しています。それがエルシエに差し出す対価の一つです」

			　クウの絞り出すような声。

			　火狐族にとって苦渋の選択だっただろう。

			　まず、子供を産める女は逃がして、男は戦う。そこまではいい。だけど、そこに含まれない幼すぎる子供や、老人たちが居る。

			　エルフの村までは80キロほどの距離がある上に、途中でけわしい山や森を越えなければならない。食料も少ないなか、帝国の追手から逃げるため、お荷物を抱えることはできない。

			　だとすれば、村に残って帝国兵に捕まり心臓を抉(えぐ)られて利用されるか、そうなる前に死ぬかの二択になる。きっと、少しでも仲間の力になるために後者を選んだのだろう。

			「そうか、すまなかった」

			「どうして、シリル様が謝るんですか？」

			「もし、帝国が火狐族を一方的に潰せるとすれば、圧倒的な兵数か、風の魔石を使った戦術以外に考えられない。先日、この村に五百人の兵士の襲(しゆう)撃(げき)があった。あの補給基地の人員数を考えると、五百人を失っておいて、火狐族を数で圧倒できる兵力を集める時間はなかったはずだ。なら、必然的に後者になる。それなら、風の魔石を奪われたエルフにも責任がある」

			「シリル様、もう少し詳しく話してもらえますか？」

			　声を硬くしながら、クウが聞いてくる。

			「もし俺が帝国の兵を指揮するとすれば、火狐とは、徹底的なアウトレンジで戦う。エルシエを攻めるときには不要な弓兵と魔術師を残らずつぎ込むだろうな。

			　帝国の弓兵のロングボウは有効射程が１００メートル、狙いを付けられるのは50メートルほどだろうが、それでも火狐相手なら十分だ。炎は気難しくて、相性がよくてもせいぜい30～40メートルが制御できる限界だから、一方的に外から攻撃できる。しかも森を焼くのが嫌な火狐族は見晴しのいいところで戦おうとするだろうから、より弓が生きるな」

			　クウは拳を強く握りしめる。

			「それでも火狐族は、数十メートルも距離を詰めれば、帝国兵を炎の餌(え)食(じき)にできる。犠(ぎ)牲(せい)を覚悟すれば、攻撃は届くだろう。だが、ならば帝国側はその対策として弓兵の隣に魔術師を配置すればいい。風の魔石で強化すれば、それなりに強い風を操れる。炎は保有するエネルギーはすごいが、質量がない。風で簡単に吹き飛ばせる。あとは炎を剥(は)がされ、無防備となった火狐をゆっくり弓で狙いうてば終わりだ」

			　火は風との相性が悪い。

			　それでも、複雑な術式を組んで、爆発に力を変えたり、いっそのこと、プラズマ化現象を引き起こすところまで熱量を上げれば、風を無視できるが、それを火狐たちに求めるのは酷(こく)だろう。

			「シリル様。その通りです。帝国は風の魔石と弓で私たちを圧倒しました。ですが、どうしてそのようなことを口に出されたのですか？　交渉の場でエルフの過失を自ら切り出す必要はなかったのでは？」

			「その通りだ。でも、クウがさっき、エルフのせいだと言った女の子を止めただろ？　だから、フェアに行こうと決めただけだ」

			　それは表向きの理由だ。

			　俺はなんとしてでも火狐族をこの村に迎え入れたい。そのために、村の皆にも罪悪感をもって欲しいのだ。

			「前置きはこれぐらいにして、交渉に入ろうか。要求は聞いた。なら対価として、何を差し出す」

			「一つは、死んだ仲間が残した火の魔石です。火狐もエルフも、人間と違って属性魔術の相性を水増しすることはできませんが、いざというときの力にはなるはずです。帝国に一矢報いることができれば、死んだ仲間も浮かばれます」

			　魔石には使い方が二つある。

			　代表的なのは、人間のような属性相性の低い種族が、触(しよく)媒(ばい)にして相性を高める用途。

			　もう一つは、魔石にこめられた魔力を一気に解放し、使い捨ての強力な魔術を発動させるというものだ。有効に使えば、火狐たちが帝国に勝てたかもしれないほどの威力を持つ。

			「もう一つは、塩の採掘権です。持てるだけの塩はもって来ました。ですが、そんな申し訳程度の量ではなく、火狐族が先祖代々守ってきた岩塩の採掘地の場所を教え、そこでの採掘を許します」

			　エルシエにとって、非常に魅(み)力(りよく)的な提案だ。

			　塩は生活の必需品だが、この村では手に入れることができない。それを安定して、しかもただで手に入れられるのならば、大変素晴らしい話だ。

			「最後に、私たちの命です。この国の民になれば、労働しますし、戦場にも出ます。ただし、あくまで私たちを人道的に扱っていただけるなら、という条件ですが」

			　炎の属性魔術を使える火狐の戦闘力、そして俺が考えているこの村の特産品には、火の魔術を使える人材が必須である点、そして、新しいことをはじめるのに人手が足りていないことを考えると渡りに船だ。

			「いいだろう。それだけの対価があるのなら、受け入れよう」

			「待てよ、長！」

			「どうしたロレウ？　何が不満だ」

			「エルシエには、余分な食い物も住むところもないんだ。俺たちは嫌だぜ、火狐の連中を家に入れるのも、食料を分けるのも。

			　それにあいつらが出した条件だって、魔石なんていらねえし、塩は欲しいが、帝国が攻め落とした村の近くなんてアブないったらありゃしねえ。何より、どうしても必要なら、勝手に奴らの村の周りを探せばいい。労働力なんて、俺たちだけで事足りるからいらねえし、戦力だってこの前の戦いではエルフだけで勝てた。俺たちだけでいいじゃねえか」

			　ロレウが必死に言い募(つの)る。

			　エルフだけで暮らしてきたこの村だ。今さら他種族を受けいれたくないという気持ちがあるのだろう。たしかに正論ではある。

			　こう見えて頭がいいので色々と考えているようだ。だけど、その申し出を受けるわけにはいかない。

			「住む場所は村の郊外にある俺の工房に一時的にまとまって住んでもらうから、皆には迷惑をかけない」

			　工房は半径30メートルほどと大きく、しかも煉(れん)瓦(が)づくりなので暖かい。プライバシーの問題に目をつむれば、上等な住処だろう。

			　そこならば、火狐たちとの交換用に作った防寒着を持ち込めば寒さを凌げる。

			　人数分はないが、二、三人で一つを使ってもらえば十分足りるだろう。

			「食料だって、みんなに配った分を返せなんて言わない。俺がなんとかする」

			　もう既に、冬の食料の分配は終わっている。それを回収しなければ、とりあえずエルフたちから不満は出ないだろう。

			「なんとかって、どうするんだよ！」

			「一か月分の食料は、今から山でイノシシを狩るのと、ルシエと二人で作っていた作物があるから大丈夫だ。その一か月の間に、商業都市エリンで追加分を買うさ」

			　９００キロのジャガイモ、それにイノシシの肉があれば、なんとか一か月はしのげる。俺が本気を出せば、雪が降るまでにかなりのイノシシを捕りだめ出来る。

			「火狐のために、エルシエの金を使うのか！」

			「そうだ。だけど、冬の終わりには作れるようになる新たなエルシエの特産品。それを作るには火の魔術がいる。火狐のみんなには、その仕事についてもらう。そうすれば、使った金の何十倍も稼(かせ)ぐから、元は取れるさ。確かに、今は冬に仕事がない。だけど、これから俺がエルシエを豊かにするための仕事を作る」

			　強く言い切る。

			　火狐が居なければ、一人で特産品の製造までやり遂げるつもりだったが、それでは作る量がたかが知れていた。だが五十人の火狐が居れば、かなりの量を用意できるし、金に出来る。

			「もともと商業都市で俺はヤギを買ってくるつもりだった。食料を購入しに行くのは、そのついでだよ。ヤギの世話を火狐たちに一任する。特産品の製作もヤギの世話も、俺たちだけじゃ手が回らないだろう」

			　手持ちの金貨五十枚と身代金が手に入れば、ヤギを買っても食料を買う金は残るだろう。

			「わかった、でもなんでそんなに火狐どもをエルシエにいれたがるんだ？　おかしいぞ長は」

			　一応渋々ながら頷(うなず)きつつも、ロレウの声には不満が残っていた。

			「確かに、俺は火狐族をこの村にいれたがってるよ。ロレウ、エルフの皆、俺たちはこの前の戦いで、五百人の兵士に勝った」

			　唐突にはじまった俺の話に、皆が目を白黒させる。

			「相手が千人でも、問題なく勝てるだろう」

			　俺は言葉を続ける。

			「そして相手が二千人になれば、死傷者を出しながら、かろうじて勝てる」

			　そう、それが【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使わないで戦った場合の予測だ。

			「だが、三千人が来た瞬間、なす術もなく蹂(じゆう)躪(りん)される。帝国が本気になれば、一万の兵を集められる。エルフだけだと未来がないんだ」

			　俺の言葉に、エルフたちが顔を歪(ゆが)める。

			　俺がはじめて言ったネガティブな言葉。

			「でも、エルフだけで戦う必要はどこにもない。見てほしいものがある」

			　俺はそう言いながら、クウの隣に立つ。

			　そして、クウにだけ聞こえるよう、小さな声でひそひそと呟(つぶや)いた。

			「昔やった遊び、覚えてるだろ？　あれをやろう。ただ全力で右手から火を出してくれ」

			「……シリルくん。はい、わかりました。あれですね」

			　クウがほんの少しだけ、子どもの頃の無邪気な笑顔を見せてくれた。

			　クウは目を閉じ、集中して周囲の火のマナに呼びかける。

			　すると、凄まじい勢いでマナが集まってきた。

			　火狐の火の相性値は１００で、最高の相性を誇(ほこ)る。

			「【狐火】」

			　その言葉と同時にクウの右手から火柱が上がる。

			　それをゆっくりと、帝国に続く道の方角に向けた。そこには誰もおらず、燃えるものもない。

			　炎は40メートル先まで届く。

			　俺はそっと左手を前に突出し、風のマナを集める。

			　そして、クウの【狐火】を包み込むように風を発生させた。

			「【突風】」

			　空気に包まれた炎はよりいっそう燃え上がり、風に乗り倍の80メートルほどまで届いた。

			　もし、これが戦場であれば、帝国兵を一気に焼き払えるほどの苛(か)烈(れつ)な炎が唸りをあげる。

			「これが、炎と風が一つになった力だ。俺たちエルフの弱点は、距離を詰められること。そして、火狐族の弱点は射程が短いこと。これをお互いに補うことができるんだ。エルフと火狐が協力すれば、風で敵の長距離攻撃を無効にして、３００メートル先からクロスボウで一方的に攻撃、距離をつめられても、８０メートル先から一気に焼き払える。帝国兵が風の魔術で妨害しようと、俺たちならそんな付け焼刃の風、どうにでもできる」

			　そこまで言い終えると、クウに視線を送って炎を止めさせる。

			　エルフの代表である俺と、火狐の代表であるクウの二人の魔術は、その場の全員を唸らせるだけの価値があった。

			「エルフの皆、俺たちは強くなった。だけど俺たちだけじゃダメなんだ。それに、感情的なことを言うと、俺は帝国に苦しめられている仲間を見捨てたくない。俺たちがここで手を差し伸べなければ、火狐たちはいずれ死ぬか、帝国に捕まる。みんな、考えてほしい。俺たちが本当に困ったとき、もしここで火狐を見捨てたら、そんな連中を誰が助けてくれる、誰が手を差し伸べてくれる」

			　俺は、いずれ帝国に苦しめられている他の村にも声をかけ、戦力を充実させるつもりだった。

			　そのためにも、困った仲間を助けた実績が欲しい。

			「火狐の皆。俺は君たちを受け入れよう。だけど、勘違いしないでほしい。俺たちは君たちを客人としてもてなすわけじゃない。仲間として受け入れるんだ。この国のルールは受け入れてもらうし、ちゃんと指示は守ってもらう」

			　それは受け入れてもらわないといけない。

			　火狐たちにも、独自の習慣やルールはあるだろう。だが、あくまでこの国のルールに従ってもらう。そうしないと秩序が守れない。

			「受け入れて頂けるなら、火狐族の族長であるクウは、エルシエのルールを順守することを承認します」

			「わかった。エルフの皆もそれでいいな？」

			　最後に確認する。

			　力押しでもきちんと、みんなの合意という形にしておかないといけない。

			「配給された食料が減らないなら……」

			「そうね、住む場所もシリル様が用意するんだし――」

			「シリル様がきっちりと監視するなら、構わない」

			　エルフたちは皆、消極的な賛成と言ったところだった。

			　十分だ。今は、これで良い。だが、将来的には火狐族にもちゃんとこの村に溶け込んで欲しい。

			　無理に推(お)し進めると反発を招くので、しばらくは村の外の工房を中心に生活させ、あまりエルフたちと接触しないようにして、少しずつ慣らしていこう。

			「みんな、ありがとう。それじゃ、この場は解散だ。それぞれの仕事に戻ってくれ」

			　そうして手を叩くと、エルフたちはそれぞれの持ち場に戻っていった。

			「それで、火狐の皆。まず、やることがある」

			　その言葉で火狐たちが体を硬くする。

			　俺のことを警戒しているようだ。

			「長い旅で疲れてるし、何よりお腹が空いてるだろ？　君たちの家に案内して、温かい食事を用意するよ」

			　俺はそう言って、微(ほほ)笑(え)みかけた。

		

	
		
			第２話　クウ

			　

			「リック。何人か人手を集めて、干(ほ)し肉を作ったあとの余りと、塩との交換用に作っていた防寒具を全部、村はずれの工房に持って来てくれ」

			　俺は、幼(おさな)馴(な)染(じみ)のリックに干(ほ)し肉を作ったときに余ったイノシシの骨と背油、そして防寒具を運んでくるように指示してから、火狐たちを引き連れて村の外に出る。

			　火狐たちは、いきなり村を出たことに対して、追い出されるのではないかと不安に思っているのか、ふさふさの尻尾(しつぽ)の毛が若(じやつ)干(かん)逆立っている。

			　俺は黙(もく)々(もく)と歩き、目的の場所に出た。

			「ここが今日から君たちの家になる。悪いけど、一人一人に個別の家を用意する余裕はないから、みんな一緒に住んでもらうことになる。どうしても嫌なら、あまりお勧めはしないけど、エルフの仲間で、一緒に住んでも問題ないって言う人を探して、数人なら村の中に住めるように手配することもできるよ。どうする？」

			「皆でここに住むほうがいいです」

			　クウが代表して俺に返事をした。

			「それは良かった」

			　火狐たちは目を丸くして工房を見上げていた。

			　エルフの村も火狐の村も建築技術が進んでいないので、木と石と土で出来た家だ。煉(れん)瓦(が)で出来ている上に、半径30メートルの巨大な俺の工房は衝撃的に映ったのだろう。

			　広さも申し分ない。五十人程度なら、余裕で暮らすことができる大きさだ。

			「隣の建物には絶対に入っちゃだめだよ。色々と危ないものが入っているから」

			　巨大な工房は二つ並んで建てられている。

			　先日倒した兵士五百人の装備を格納したり、その他色々と製作したものを溜めこんだりしているうちに、収容しきれなくなったので工房を追加したのだ。

			　二つ目の工房は前回の反省を活かして、居住性まで考えて作ってあり、自分で使いたい気持ちはかなりあるのだが、一つ目を片付けて居住可能な状態にもっていくのに一週間はかかるので、諦めて新しい方を火狐たちに差し出す。

			「あの、シリル様、これ、本当に使ってもいいんですか？　こんな立派な建物、初めて見ました」

			　クウがおずおずと問いかけてくる。

			「もちろん。本当は村の中に住む場所を用意してあげたいんだけど、今それをすると、エルフも火狐も、気疲れするだろ？　ある程度、距離が近づいて仲良くなるまでは、なるべくここで生活してほしいんだ」

			　火狐たちには火狐たちの習慣やルールがあるし、それはエルフたちも一緒だ。

			　これだけの人数をいきなり村の中に入れると様々な問題が噴(ふん)出(しゆつ)するだろう。

			　当面は、物理的にも距離を置きつつ、火狐たちに適切に仕事を割り振り、目に見えてわかりやすい成果を出させ、それをエルフたちにアピールすることで、火狐の有用性を認識させる。

			　そうしてから、ゆっくりと村の連中と距離を詰めてもらうほうがよいだろう。

			「シリル様、いったいエルフの村……いえ、エルシエに何があったんですか？　エルフだけでこんな立派な建物を作れるはずがありません。もしかして、コリーネ王国の後ろ盾があって、支援を受けていませんか？」

			　クウは若(じやつ)干(かん)の期待を声に込めている。

			　彼女の推測はもっともだ。煉(れん)瓦(が)造りの家も、純度の高いガラスも、エルフの技術では到底作れるものではない。なら、それは外からもたらされたはずだと。

			　その場合、それができる可能性があるのはコリーネ王国しかない。

			　もし、エルフがコリーネ王国の援助を受けているなら、安全性が増す。そこまでクウは考えているのだろう。

			「残念ながら、コリーネ王国とも、商業都市エリンとも付き合いがないよ。俺が頑張って魔術で作ったんだ」

			「そんなわけ……いえ、ありがとうございます。感謝して使わせて頂きます、シリル様」

			　クウが恭(うやうや)しく頭を下げる。

			　クウは俺の言葉を信じてはいないが、俺が理由を隠していて、それを暴くことで機嫌を悪くすることを恐れている。

			　昔はもっと遠慮がなかったのに、その立場からか、今はかなり他人行儀になっていた。

			　もっとも、この場で友達だからと馴れ馴れしく接するような愚(おろ)か者なら、族長の娘とはいえ、代表にはならなかっただろう。

			「気に入ってくれてなによりだ。皆、荷物も多いし、まずは家に入って荷物を整理して……と言いたいところだけど、正直匂いが酷(ひど)いし、汚れすぎだ。まずは体を洗おう。工房のとなりに井戸があるだろう？」

			　俺が指さすそこには、煉(れん)瓦(が)の壁と屋根に囲まれた井戸があった。

			　工房で長時間過ごすことが多く、すぐ隣に井戸を作ったのだ。

			　わざわざ屋根と壁を作ったのも酔狂からではない、金属製の汲み上げポンプを作っているので、それを雨(あま)晒(ざら)しにさせないための配慮だ。

			　エルフのときの俺だと水魔術で簡単に汲み上げられるのだが、ドワーフであるクイーロのときだとそれが使えないため、作っておいた。

			「こうやって、この金属の取っ手を上下すると、水が勢いよく流れる」

			　設置してあるのは、手押しポンプだ。ハンドルを人力で上下すると大気圧で水が吸い上げられ、シリンダー内部に水が入り、勢いよく飛び出る仕組みだ。

			　その水が桶の中に注がれる。

			「俺は、工房の中に入って食事の準備をしておくから、体と服を洗ったら中に入ってくれ。今のまま入られると掃除がめんどくさい。それに、みんな女の子だろ？　綺(き)麗(れい)にしたほうがいいと思うんだ」

			「何から何まで、ありがとうございます。火狐一同、感謝の気持ちで胸がいっぱいです」

			　今度はクウだけではなく、周りの火狐族も一斉に頭を下げた。

			　山や森を抜けてきただけあって、服は泥だらけで、体も垢(あか)と汗まみれでひどい状態だった。

			　彼女たちもこんな状態だと気が休まらないはずだ。

			　表情がみんなどんよりしているのは、肉体、精神両方の疲れもあるだろうが、今のひどい体の状態も影響しているのだろう。

			　どっちみち食事の用意に時間はかかるので、その時間をうまく使ってほしい。

			「今は扉があいているけど、閉めれば外から見えないから安心してくれ、俺は行くけど、何かあったら声をかけてほしい」

			　そう言って、まだ頭を下げっ放しの火狐たちを尻目に、工房に向かって歩き出す。

			「あの、シリル様」

			　そんな俺をクウが呼び止めた。

			「どうしたんだい？」

			「その、少ないですけど、これ使ってください。あと、綺(き)麗(れい)になったら私たちも手伝いますから」

			　そう言うなり、背中に背負ったバッグから、塊(かたまり)のままの岩塩や、干(ほ)し肉、それにチーズなどを出してきた。

			「保存が利くものはとっておきたいから、岩塩だけもらうよ。あと、今日の料理は俺に任せてくれ。火狐の皆は疲れているし、簡単なものしか作らないから人手はいらないんだ」

			「そうなんですか？」

			「ああ。だから、気にせずにゆっくり体を洗って来てくれ」

			「わかりました。でも、すぐに戻って来て手伝いますから！」

			　そう言い残すと、クウが井戸のほうに走って行った。

			　これなら、すぐに戻ってきそうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　火狐たちに譲り渡すことになった工房に入ろうとすると、ルシエが突然現れた。

			　どうやら、工房の陰に隠れて居たようだ。

			「火狐族が来たけど、どうしたの？」

			「ルシエか、村に戻るんじゃなかったのか？」

			「そのつもりだったけど、火狐族を引き連れたシリルを見て、戻って来たんだよ。声をかけづらくて、後をつけていたの」

			　バツが悪そうにルシエが言う。

			　さすがに天性の狩人であるエルフだけあって、気配を消すのは得意のようだ。気が付かなかった。

			「火狐の村が帝国に滅ぼされて、逃げてきたみたいだ。色々と細かい話はあるけど、彼女たちも疲れているし、お腹をすかせているから、とりあえずご飯を用意したいんだ。ルシエ、悪いがジャガイモを十株ほど収穫してきてくれないかな？　今から作る昼食には使わないんだけど、夕食に必要なんだ。それと、せっかくルシエと二人で作ったジャガイモだけど、エルフの皆の前に、火狐に振る舞うことになってしまって、ごめん」

			　ルシエに頭を下げる。

			　ルシエは、エルフの皆のために必死に頑張ってジャガイモを育ててくれた。その成果を勝手に火狐のために使うことに対しては罪悪感があった。

			「ねえ、シリル。シリルは、逃げてきた火狐の皆をエルシエに受け入れるつもり？」

			　ルシエが、怒るでもなく、普通の口調で聞いてきた。

			「そのつもりだよ。俺は彼女たちを見捨てない。エルシエに迎え入れる」

			「うん、ならいい。すぐにとって来るね」

			「怒らないのか？」

			「うん。だって私はエルシエの皆のために頑張ったんだもん。シリルが、火狐さんをエルシエの仲間って決めたんでしょ。エルシエの仲間が喜んでくれるなら、私も嬉しい」

			「ルシエ」

			　俺は我慢できずにルシエをぎゅっと抱きしめた。

			「うわっ、なにシリル」

			　ルシエが顔を赤くして慌てふためいている。
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			「愛してる」

			　俺がそう言うとルシエは苦笑して、力を抜いた。

			「私も、シリルのこと好きだよ。ほら、いつまでもそうしてないで、火狐さんたちがお腹すかせているんでしょ」

			　名残を惜しみながら、ルシエを解放する。

			　照れくささがまだあるのか、ルシエは慌てて芋の収穫に行ってしまった。

			「さて、充電出来たし、頑張ろうか」

			　俺はそう言って、部屋に設置してある水瓶からズンドウの中に水を流し込み、石で出来た炉(ろ)に火を入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　炉(ろ)に入れた炭が真っ赤になった頃、村から荷物が届いた。

			　一つ目は干(ほ)し肉を作ったときに余ったイノシシの残骸。

			　皮は防寒具に、肉は干(ほ)し肉に使えるのだが、どうしても骨周りにこびりついた肉は取れないし、無理にとっても干(ほ)し肉にしづらいのでかなりの量が残っていた。

			　それに、背脂も余っていた。脂の塊(かたまり)である上に筋が入っていて、まともに食べられない。

			　両方とも工夫すれば食べられるので、骨周りの肉は昼食に、背脂は後日加工しようと思ってとってあった。

			　俺が水を注いだズンドウは、深さが60センチもあり、容量が１００リットルもある完全な業務用サイズだ。貴重な鉄を大量に使い職権濫用で作った素晴らしい逸品だ。

			「水が沸(わ)いてきた。ここに骨を入れてっと」

			　そして、貴重な鉄でつくった中華包丁を取り出す。

			　もちろんこれも職権濫用かつ、もてる技術を全て使った自慢の逸品だ。まず材質からして奮発した。手持ちの材料から最高品質の合金を作り、さらにそれを三十もの多層構造……ダマスカス構造にしてある。これと同じ加工をした剣を売れば、この世界なら下手をしなくても家一つと同じ値段がつく。

			　包丁の背を使って豪快にイノシシの骨を叩き折る。

			　中華包丁は万能だ。その重量を利用して背を叩きつければ、大抵のものは砕ける。刃の根元は厚く作ってあるので、肉や皮は重みを使ってたちどころに叩き斬れる。さらに先端に行くにつれて、薄く鋭くなっていくので細かい作業まで可能だ。

			「色んな世界の調理器具を見てきたが、中華包丁ほど万能な刃物はないな」

			　そして鍋に入るサイズに砕いた骨の中で、肉が多くこびりついている部分から沸(ふつ)騰(とう)した鍋に放り込んでいく。

			　半分ほどだった水のかさが、三分の二ほどになっていた。

			　肉のついた骨を放り終えると、残った骨を片付け、そして岩塩を中華包丁で砕いて、ズンドウに放り込む。

			　そして適当に工房にあった山菜やキノコを追加して、蓋(ふた)をすると同時に魔術を起動する。

			「【加圧】」

			　風のマナに働きかけ、ズンドウ内の気圧を高める。

			　これにより、ただのズンドウが圧力鍋と同等の性能になる。初めから圧力鍋を作ることも考えたが、それはそれで不便なのでやめた。

			　そうしていると、数人の火狐たちが体や服を綺(き)麗(れい)にして戻ってきた。

			　頬が上気して、湯気が出ている。さきほどまで死んだような目をしていたが、少しだけ生気が戻っている。やはり、身なりは重要だ。

			　火の魔術が得意な火狐たちは、水をお湯に変えて体を洗ったのだろう。もう、だいぶ気温が下がっており、体感では一桁だ。水をそのままかぶると凍えてしまう。

			　あついお湯で体を洗うと、心も洗われて楽になる。

			　服もきっちりと洗った後に火の魔術で乾かしたのだろう、とても清潔になっていた。

			「シリル様、手伝います」

			　そんな火狐の中でも、真っ先に戻ってきたクウが駆け寄って来た。

			「今は煮込みの最中だから、手伝ってもらうことはないよ。いや、火狐の皆って、お皿ってある？　スープを作っているんだけど、食器が足りないんだ」

			「深皿はありませんが、コップならみんな持っています」

			「なら、みんなに自分のコップを持ってくるように指示を出してもらえるかな？」

			「はい、わかりました！」

			　クウが仲間たちのほうにすっ飛んでいく。

			　それを見ながら、鍋のほうがいい感じになってきたので蓋(ふた)をあける。

			　すると、イノシシの持つ野趣あふれる香りが部屋いっぱいに広がり食欲をそそった。

			　視線を感じて後ろを向くと、火狐たちが、よだれを垂らしていた。お腹の音まで聞こえてくる。

			　まともな食事なんてとれていなかったのだろう、温かいスープはすごく魅(み)力(りよく)的にうつるはずだ。

			「スープの出来は、どうかな」

			　俺は底に沈んだ肉がびっしりとついた骨を一つ、レードルで掬(すく)いあげ、包丁で撫(な)でた。

			　すると、ほとんど抵抗なく肉が剥(は)がれ落ちた。圧力鍋を使った出来のいい煮込み料理だと、骨周りの肉は今みたいに綺(き)麗(れい)に取れる。

			　その作業を繰り返し、コップに入りきらないであろう大きな骨を取り出しては、その表面を包丁で撫(な)で肉を鍋の中に落としていった。

			　やがて、作業がほとんど終わったので、申し訳程度に表面に浮かんでいるアクを取って、かき回してスープが完成した。

			　コップに入るサイズの小さな骨はそのままにして鍋の底に沈めているが、それはいいだろう。

			　そちらはちゃんと取り分けられるし、しゃぶりついて食べるとうまい。

			「うわぁっ」

			　完成したと火狐たちに声をかけようとして振り向くと、思っていたよりずっと近くに火狐たちが居てびっくりした。

			　みんな、目を爛々とさせながら鍋の様子を見ていた。いい匂いがしていたので気になって仕方がなかったのだろう。

			「みんな、えっと、スープが出来たから、一列に並んでくれ。持ってきたコップに注ぐから」

			　俺がそう言うと、火狐たちは自分のコップを持って我先にと並び始めた。

			　ちゃんと秩序ある列が出来ているのは、クウがきちんと統制しているおかげだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はい、どうぞ」

			「ありがとう、エルフのお兄ちゃん！」

			「どういたしまして、熱いから気を付けてね」

			　鍋の前に立ち、一人一人にスープを注いでいく。

			　俺が微(ほほ)笑(え)みかけると、火狐の幼い少女は微(ほほ)笑(え)みを返してくれた。その少女の目には、若(じやつ)干(かん)の憧れと崇拝が混じっていた。

			　ぶっちゃけた話をすれば、俺がこうするより、レードルを三つぐらい渡して勝手に注げと言ったほうが早い。

			　だが、そうはしない。

			　ここは、俺が良い人だと認識させる場なのだから。

			　火狐たちはこの工房に来るまで、全身汚れ、汗だくに垢まみれで、寒さに凍え、飢(う)えていた。

			　そんな中、お湯で体と服を洗う機会を与え、立派な住む場所、そして温かい食べ物を用意し手渡せば、まるで俺が神様のように見えるだろう。

			　人は追い詰められている状況であればあるほど、救われたときの感謝の気持ちが大きくなる。

			　きっと、火狐たちは、今日のスープの味を一生忘れないだろう。こうしておけば、大抵のことに耐えてくれるようになる。

			　しばらくして、全ての火狐たちにスープが行き渡った。

			「美味(おい)しい、美味(おい)しいよ」

			「うん、美味(おい)しいね」

			「こんなあったかくて、美味(おい)しい食事、ほんとうに久しぶり」

			「私たち生きているんだね。生きてる」

			　みんな一心不乱にスープを飲んでいる。

			　ありあわせの材料で作ったが、イノシシの骨を圧力鍋で煮込んでいるので、しっかり出(だ)汁(し)が出ているし、骨の周りの一番うまい肉がたっぷり入っている。ゼラチン質のある部位が含まれているので、とろみが出て、旨(うま)味があふれているのも大きい。かなりのごちそうだ。

			　俺も少し食べたが、かなりの出来だ。

			　火狐たちから、しゃくり声が聞こえてきた。

			　みんなボロボロと涙を流しはじめている。

			　今は無き村や、離れ離れになった家族や友人、恋人を想っているのだろう。

			　体がきれいになって、温かいものを食べて緊張の糸が切れたゆえかもしれない。

			　彼女たちは、村から逃げて、過(か)酷(こく)な旅をして、今までは、涙を流し悲しむ余裕すらなかった。

			　ここに来てようやく泣くだけの力を取り戻した。

			　本当に苦しいときは悲しむことすらできない。

			「みんな、もう大丈夫だから。ここで新しい暮らしをはじめよう。私たちのために戦った皆のためにも」

			　そんな中、クウが火狐の皆を励(はげ)まして回る。

			　みんなが涙を流しているなか、笑みを浮かべて、胸を貸し、慰め、愚(ぐ)痴(ち)を聞く。

			　よく見ると、彼女はスープにまだ手をつけていない。火狐の皆のために動くのに必死で、食べる時間がないのだろう。

			　今も、一人の少女が、「クウ姉様」と言って胸の中に飛び込んでいた。

			　クウの表情は、悲しみではなく、聖母のような優しさに満ちていた。

			　見ていられない。

			　俺は、工房にあった大きな皿を用意して、また新しくスープを注ぎ、ゆっくりと口を開く。

			「みんな、スープのお替りはまだあるから、自由によそって食べてくれ。この鍋、全部空にしていいから」

			　俺がそう言うと、火狐たちが空になったコップをもってすごい勢いで飛んできた。

			　もちろん、さっきまでクウの胸で泣いていた女の子も。

			　かなり現金ではあるが、そんなものだ。

			「クウ、ちょっと隣の建物に来てくれないか、火狐代表のクウと、話したいことがある」

			「畏まりました。シリル様」

			　クウは、そう言うと手ぶらで立ち上がる。

			　お腹が空いているはずなのに、手つかずのスープになんの未練も見せない。

			　そんなクウを見て俺は苦笑した。

			「それじゃ、行こうか」

			　俺はクウを連れて、帝国兵の装備で埋め尽くされた隣の工房に移動した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それじゃ、まずこのスープを食べてくれ」

			　俺は、火狐たちにおかわりがあると告げるまえに用意したスープの入った皿をクウに手渡す。

			「えっ？　シリル様、いったいどうして」

			「食べないと話はしない」

			「でも、私の分はちゃんと」

			「ああ、確かにクウの分も、俺はよそった。だけど、せっかく美味(おい)しいものを作ったのに、誰かさんがまったく手をつけないから冷めてしまったんだ。冷めて味が落ちたスープを、俺の料理だと思われるとプライドが傷つく。だから、まだ温かいこっちを食べてくれ。俺がそうしてほしいと頼んでいるんだ。嫌か？」

			　そう聞くと、クウは首を振って、それから泣き笑いのような表情を作ると、小声で変わらないな、と言い、スープに口をつけた。

			　そして、一口食べると、目の色が変わり、すごい勢いでスープをかきこんだ。

			　コップと違って深皿はかなりの量のスープを注げる。クウは二杯分のスープを一気に飲み干(ほ)した。

			「ふう、美味(おい)しかったです。こんな美味(おい)しいスープを飲んだの、生まれて初めて。特にお肉がすっごく柔らかくて、なんだか、すごく久しぶりにちゃんとした食べ物を食べた気がします」

			「そう言ってもらえると作った甲(か)斐(い)があったよ。それと、クウ。族長として話をする前に、少しだけ友達として話をさせて欲しい」

			　そこで一度言葉を切る。少し照れくさくて言葉に詰まってしまった。

			「クウが生きていて、良かった」

			　照れくさくても、どうしてもそれを伝えたかった。ほっとした声をだして、微(ほほ)笑(え)みを浮かべる。

			　スープをよそったときに作った笑みとは違い、友達の無事を心から喜ぶ自然な笑み。

			「クウは本当に大変だったと思う、クウのお父さんや火狐の民が死んだのは悲しい。だけど、俺はクウとまた会えたことが、すごく嬉しいんだ」

			「シ、シリル様」

			「クウ、今は友達として話しているんだ。それに、ここには俺たちしかいない。そういう呼び方はあんまり好きじゃない」

			「でも、私は族長で、シリル様は、エルフの……エルシエの長で」

			　クウの声に動揺が走る。

			　彼女はきっと、スープを食べるまでの火狐たちと一緒で、いまだ悲しむ余裕すらないのだろう。

			　背負っている重圧が大きく、その余裕を取り戻すのに時間がかかっている。俺はその助けになりたい。

			「それでも友達だろ。今の無理しているクウを見ているのは辛いんだ。俺の知ってるクウはもっと、素直で素敵な女の子だよ」

			「シリル、様、ううん、シリルくん、そんなこと、言われたら、私、我慢できなくなっちゃいます」

			「いいんだよ。俺は泣き虫なクウだって知ってる。今更取り繕う必要はないさ。なんなら、またカエルでも背中に入れようか？　そしたら、そんな強情張るような余裕もなくなるかもね」

			「そんなこと言ったら、私だって悪戯(いたずら)っ子で、生意気な、シリルくんを、知って、ます」

			「俺は今だって悪戯(いたずら)が好きで生意気だよ」

			　俺の言葉を聞いたクウが涙を流してくしゃくしゃな顔で懐かしい笑顔を見せてくれた。

			「ほんと、そういうところは、変わってないですね。でも、私の知ってるシリルくんより、優しくて大人なところが出来た気がします」

			「五年経てば成長するさ。クウも、立派になった。俺の知ってる泣き虫なクウだったら、とっくに逃げ出していたと思うよ。今まで、ずっと我慢してきたんだろ？　さっきも言ったけど、ここには火狐の皆は居ない。居るのは友達の俺だけだ。だから、少しは休んでいいさ」

			　クウはまだ十四歳だ。それなのに、族長になり皆を引っ張ってきた。

			　ここに来てから一度も、悲しい顔も、苦しそうな顔も見せなかった。まだ誰かに甘える年齢なのに、他の火狐の苦しみや悲しみを背負って、責任を果たしている。

			　エルシエに到着するまで、仲間を鼓舞しながら険(けわ)しい道を越えるのは辛かっただろう。ロレウに怒鳴られたときだって、内心では怯(おび)えていただろう。俺との交渉だって、責任感に押しつぶされそうになっていたはずだ。

			　それでも、クウは逃げずに戦った。そんなクウを友達として尊敬する。

			「うん、いっぱい頑張った」

			　クウは俺の胸に額を押し付ける。

			「私は族長だから、皆には泣き言なんて言えなかった。不安でいっぱいだったけど、ずっと大丈夫って言って、森の中で、エルフの村につけば大丈夫だからって、自分でも不安だったけど何度もそう言って励(はげ)まして、こっちに来て、ロレウっていうひとに追い払われそうになったとき、彼より、火狐の皆が怖かった。この村に連れてきた私のこと、嘘つきだって思うんじゃないかって。次にどこに行っていいのかもわからなくて、頭の中ぐちゃぐちゃで、なんて言えば、皆が希望を持ってくれるか、わからなかった」

			　きっと、火狐の村からここまで、火狐の民は、何度も心が折れそうになっただろう。それでも耐えられたのは、エルフの村に来れば助かるという希望があったから。その希望を信じさせ続けたクウが居たからだ。

			「ダメだって思ったとき、シリルくんが来てくれて、庇(かば)ってくれて、泣きそうになった。あのとき、私、一瞬だけどシリルくんに全部任せて投げだしかけた。交渉なんてせずに、ただ、助けてって泣きつきそうになった」

			「クウ、小さいころの約束を覚えているかい？」

			「シリルくん、覚えていてくれたんですか？」

			　目に涙を浮かべたまま、クウが嬉しそうな、それで居て懐かしそうな表情を浮かべた。

			「世界樹の祝福のもと、親友である火狐の姫君に誓う。俺はエルフの村の長になる。そして、クウが俺に助けを求めたとき、いかなる困難の中であろうと、必ず救いの手を差し伸べる」

			　二つの約束のうちの一つ。五年前、俺の夢とルシエの笑顔を守ってくれたクウに俺がした誓い。それを俺は守った。

			「だから、助けてくれたんですか？」

			「それはある。でもね、俺は約束の通り、手を差し伸べただけ。俺の差し伸べた手を掴(つか)んだのはクウだ。もし、俺の厚意に甘えようとしただけなら、火狐たちを受け入れることは出来なかった。クウが火狐の価値を証明してくれたから、エルシエに居られるようになった。あの場でそれが出来たのはクウだけだ。だから、誇(ほこ)っていい」

			　それは嘘じゃない。

			　約束のことはある。クウのことは友人だと思っている。火狐たちは有用な存在だと知っている。

			　それでも、一方的に庇(ひ)護(ご)を求め、甘えるだけの連中を受け入れるほど、エルシエには余裕がない。自分がエルシエのために何ができるか。それを考えられる相手だからこそ、受け入れた。

			「こんなの変です。交渉相手に慰められてます」

			「今は友達としての時間だからね。族長としての時間になったら、厳しくいくよ」

			「そんなふうに、簡単に切り替えられないですよ」

			「クウならできるよ。だから、俺は安心して優しくできる」

			「優しいようで、厳しいですね」

			　そう言って、クウは目元を拭(ぬぐ)った。

			「ありがとうございます。もう大丈夫です。友達としての話は終わりました。ここからは族長としての話ですよね。シリル様」

			　クウは〝様〟のところにアクセントを置いた。

			　それが火狐の族長として、エルシエの長と話をするときのケジメなのだろう。

			「ああ、そうだ。聞きたいことがある。火狐族はなぜ、エルフの村にクウたちを向かわせた？　帝国の支配を逃れたことを知っていたのか？　そしてもう一つ。人数と、護衛の男が一人もいないところを見るに、こっちの火狐たちは、保険の捨て駒のほうだろう。なぜ族長の娘のクウが、こっちに居る？」

			　あえて残(ざん)酷(こく)な言葉を突きつける。

			　だが、聞いておく必要がある。

			　それほどまでに、火狐たちの行動は不自然だった。

			　エルフが帝国の支配を逃れたのは最近で、火狐はエルフが帝国に支配されていると思っているはずなのに、なぜ、この村に来たのか？

			　女性を逃がすのは理解できる。だが、最低限の男手兼護衛すら居ないのはなぜか。

			　そして何より、少なすぎる人数。火狐の村は岩塩の交換により豊かで人口も四百人ほど居たはずだ。女性だけを逃がしたにしても五十人は少なすぎる。

			　そこから導き出される推測は、火狐たちはリスクを分散させたということだ。

			　エルシエに来たのは、万が一のための保険で、本命が失敗したときに血が絶えるのを防ぐためにすぎない。

			　だから、護衛もつけていないし人数も少ない。

			「保険の捨て駒ですか……ひどい言いようですね。ですが、的を射ています。それでは、話させて頂きます。火狐の村の出来事を」

			　俺の推測を否定はせずに、クウは深いため息をつく。

			　そして、クウはゆっくり語り始めた。

		

	
		
			第３話　火狐の村へ

			　

			「私たちは、村の外で帝国を迎え撃とうとしましたが、大敗し村に逃げ帰りました。敗因は、シリル様の推測通り。徹底した弓のアウトレンジ攻撃と、風の魔石を使った魔術のせいで炎が届かなかったためです」

			　表情を歪(ゆが)めながらクウが言った。

			　そこにあるのは、悲しみ、そして怒りだった。

			「村の戦士たちを率いて戦った父はどうあがいても勝てないことを悟りました。そして、女性と戦えない子供を逃がし、戦えるものは時間稼(かせ)ぎをすることに決めました」

			　だからこそ、クウたち五十人の火狐たちはエルシエに逃げてきた。

			　もし、ここで戦える最後の一人まで抵抗していれば、男は皆殺し、女は攫(さら)われて魔石を量産する道具にされていただろう。

			「父は考えました。逃がす先を一つにしてしまえば、失敗したときに火狐という種族が消滅する。だから、最低でも、二手に分かれないといけない。一応、人数が少なくなれば受け入れてもらいやすいという考えもあったみたいです」

			「やはりな。俺が火狐の立場でもそうする」

			　帝国から逃げるのは容(よう)易(い)ではない上に、逃げた先が味方かどうかもわからない。どこか一つの村に種族の明暗を託すのはリスクが高すぎる。

			「父の指示で逃亡組は二組になったのですが、一組目は、旅ができる女性だけで固めたグループ、二組目は、一組目と同じく体力のある女性に加え、必要最低限の大人の護衛、そして戦うには幼すぎる男の子を連れていくことに決めました。二組目は、村のお金をほとんど持って行っています。食料も私たちよりずっとたくさんあります」

			「予想通りとは言え、クウたちに比べて二組目はずいぶんと手厚い扱いのグループだな」

			「ええ、エルシエに向かった私たちは、シリル様の言う通り、ただの保険で、父は二組目に火狐族の未来を託すつもりだったのでしょう。男の護衛の中には、兄も居ました」

			　クウの兄と言うことは、本来の次期族長だ。それに、女性だけではなく、子供とはいえ、男まで居る。二組目は、他の種族と混じらなければいけないクウたちと違って逃げた火狐だけで子孫を残せる。

			「なるほど、クウの兄が率いた火狐たちは、エルシエとは反対方向にある村を頼って行ったのか」

			「はい。そこもある程度の友好がありますし、それに……」

			　そこでクウは言葉を濁(にご)す。

			「最悪、武力で言うことを聞かせることもできる」

			「そこまでわかっちゃうんですね。その通りです。帝国には勝てなくても、火狐は強いです。ある程度の数が居れば、武力に訴(うつた)えることもできるんです」

			　火の魔術はそれほど強い。

			　俺が、ロレウとクウが言い合いをしていたときに一番恐れたのは自暴自棄になった火狐たちが暴れ出すことだった。

			　あの距離で暴れられたら、甚大な被害が出かねない。

			　風魔術が得意なエルフなら、それでも冷静になれば対抗できるが、他の種族はそうもいかない。実力行(こう)使(し)に出た火狐を止められる種族は限られている。

			　容易(たやす)く、火狐たちは村を支配できるだろう。

			　もっとも、それが原因で村に住んでいた住民が帝国に助けを呼びにいくということも十分に考えられる。

			「武力は最後の最後の手段です。でも、私はそれが嫌でこちらに来ました」

			「それが、クウがこっちに来た理由か。立場を考えると、捨石じゃない側に居るはずだと思っていたんだ」

			「父はそう手配してくれたのですが、断りました。罪のない誰かを傷つけてまで生きたくないですし、それにこちら側の火狐の皆は、誰かが引っ張らないと駄目な子ばっかりです。自惚れかもしれませんが、私が居なければ、エルシエにたどり着くことすらできなかったと思います」

			　クウの言うとおり、村にきた火狐の面々に決断力のある者はいないだろう。

			　リーダーの素養がクウ以外には見られず、クウが居なければどこかでのたれ死んでいたはずだ。

			「クウは優しいな」

			「そうじゃないです。ただ、臆病なだけです。いざと言うときに、誰かを犠(ぎ)牲(せい)にすることをためらうのは、族長失格です。それに、シリルくんやルシエちゃんに会いたい気持ちもありました」

			　疲れた笑みをクウは見せる。

			「そんなクウだったから、俺はクウに会えた。そのことに感謝しておくよ。そもそも、どうしてエルフの村が保険になるって思ったんだ。火狐たちはこの村が帝国の支配から逃れたことを知らないはずだろ？　普通は第二候補にすらしない」

			「簡単ですよ。一度目の戦いで、私たちは逃げ帰りましたが、数人ほど向こうの兵士を捕らえたんです。そこで、情報を聞き出しました。エルフの村の攻略に失敗して、火狐の村の攻略は絶対に失敗できないと言っていたんです。ただ、五百人もの大軍に勝っていたことまでは知らなかったですけど」

			「言われてみれば簡単な理由だな」

			　捕(ほ)虜(りよ)にした帝国側の人間からの情報なら、信頼できる。

			　曲がりなりにも帝国に勝てるのであれば、保険になると考えても無理はないだろう。

			　ただ、火狐とエルフが固まって暮らす以上、絶対に帝国が諦めることはなくなる。そこに、本命を置くのは怖いのもわかる。

			「聞きたいことはこれで終わりですか？」

			「まだある」

			　俺は少しだけ間を置く。これはクウにとって、辛い選択になるかもしれない。

			「俺は明日、火狐の村を見に行く。あそこまで、８０キロほどだ。俺が魔術をフル活用すれば、二時間もかからない。目的は、火狐の村が帝国の拠点になっていないか確認するためだ。もし、奴らの中継地点になっているなら、エルシエへの攻撃が苛(か)烈(れつ)になる。もう一つは、塩だな。せっかく採掘権をもらったんだ。雪が降る前に、出来る限り持ち帰っておきたい」

			　俺が火狐の村に行くと言った瞬間、クウの拳が震える。

			「俺は一人ぐらいなら担いでいける。クウが案内のためについて来てくれると嬉しい。だけど、それは必須じゃない。岩塩の採掘場所は地図さえ書いてもらえばどうにでもなるし、村の状況は俺一人が知っていればいいんだ。それをわかっていて、あえて聞く。クウ、一緒に来るか？　個人的には勧めない。帝国に蹂(じゆう)躪(りん)された村なんてろくなものじゃない。いたずらに傷つくだけだ」

			「なら、どうして聞くんですか？」

			「それはクウが考えてほしい」

			　俺は、理由をあえて言わない。

			　言葉にするなら、族長の責任だ。時間が過ぎていく、俺はクウを急かしたりしない。

			　一分ほどたって、クウがゆっくりと口を開いた。

			「私も連れて行ってください」

			　俺はその言葉に黙って頷(うなず)いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クウと二人、火狐の住処となった工房に戻る。

			　すると、幼い銀色の火狐の少女が駆け寄って来た。

			「クウ姉様、お仕事お疲れ様です。これ、クウ姉様の分です。食べてください」

			　そして、コップいっぱいに注がれたスープを差し出してきた。肉がほかのコップよりもずっと多く入っている。

			　それは冷めてしまったクウのものとは別のものだ。

			　飢(う)えていた火狐たちは、お替りがあると俺が言った瞬間に我を忘れて、鍋に群がっていた。

			　それでも、きちんとクウのお替り分を用意した。

			　こういうことをされるのは、クウが愛されている証(しよう)拠(こ)だ。族長というだけで、こんなささやかな思いやりを得ることはできない。

			　クウの今までの頑張りを皆がきちんとわかって認めている。

			　同じ人を率いる立場として、少しだけうらやましく思ってしまった。

			「ありがとう。ユキノ」

			　クウは涙を零(こぼ)して、幼い火狐の少女を抱きしめた。

			　彼女にとって、自分が認められた瞬間で、感情が抑えきれなかったのだろう。

			　けっして、火狐たちの前で弱いところは見せないと言っていたクウ。

			　だけど、この涙は弱さじゃない。そこに込められたのは喜びだ。

			　だから、この涙を隠す必要はない。

			　この場はもう大丈夫だと判断し、一度村に戻ることにした。

			　エルフの皆に独断に近い形で火狐を受け入れたことをフォローしないと。

			　特にロレウあたりは拗ねていそうだ。めんどくさいが、これも長としての仕事だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の夜明け前、俺とクウはエルシエを出た。

			　この時間を選んだのは、クウが居ないと火狐たちには心のよりどころがなくなってしまうので、皆が起きる前に戻りたかったからだ。

			　俺は、自作の大容量でヒップベルト付きのリュックを背負っていた。

			　ヒップベルトをすることで、体にかかる重量が分散され、かなり楽になる。70リットルの大容量で肩だけに重みがかかるタイプだと、肉に食い込んで拷(ごう)問(もん)器具のようになってしまう。

			　そして、両腕にはクウをお姫様抱っこする。

			　ルシエよりも肉付きが良くて女性らしいクウに密着されるのは、正直つらい。

			「あの、シリルくん、さっきからそわそわしていますが、どうしたんですか？」

			「なんでもないよ。ただ、クウが良い匂いだと思ってね」

			「そう言われると恥ずかしいです」

			　すごく情けない話だが、ルシエと一緒に暮らしているせいで、満足に処理もできないので、かなり溜まっていた。

			「それじゃあ、行こうか。危ないからしっかり掴(つか)まっていて」

			「わかりました、シリルくん」

			　クウが俺の首の後ろに手を回してぎゅっと抱きしめてくる。落ち着こう。大丈夫。クウはただの友達だ。

			「風よ」

			　短く、一言を口に出し風のマナを集める。

			　そして、魔術で身体能力を強化し、全力で地面を蹴(け)ると同時に、浮き上がった体を風に乗せる。

			　得意の高速移動。

			　さらに、今回は木の上に飛び乗り、太い枝を選んで着地。

			　そこからさらに、次の木へと、どんどん飛び移って行く。

			　こうすれば、深い森も最短経路で突き抜けることができる。

			「シリルくん、すごい。はやくて、飛んで、こんなの初めてです。もう、エルシエがあんなに遠く」

			　腕の中でクウがはしゃいでいる。だが、その声には少し無理があった。

			　言葉の端々に隠しきれない負の感情が見え隠れしている。本当は、火狐の村に対する不安の気持ちでいっぱいなのだろう。それを隠すために、無理やり明るく振る舞っている。

			　俺はそれに気が付かない振りをして、微(ほほ)笑(え)みを浮かべた。

			「よし、もっとスピードをあげよう。出来れば朝食に間に合わせたいな。ルシエが美味(おい)しい朝食を用意してくれているんだ。とは言っても夕食で出した蒸かし芋だけどね」

			「いいですね。昨日の夕食に出たお芋、すごく美味(おい)しかったです」

			「戻ったら、火狐の皆でまだ収穫していないジャガイモ全部、掘ってもらうから覚悟しておけよ」

			「はい、喜んで！　お仕事しないと、火狐の皆も、気兼ねなくご飯が食べられないですし、大歓迎ですよ」

			　実際、居(い)候(そうろう)の立場というのは辛い。

			　ただ飯を食うだけという立場だと、周りの視線が気になってしまう。

			「心配しなくても、仕事はどんどん増えるさ。エルフは麦の世話で精一杯だからね。ヤギを百匹ぐらい買って、その世話を全部火狐に任せるつもりだし、昨日の夕食に出たジャガイモの栽(さい)培(ばい)も、火狐の仕事かな。それに、あと二か月以内に千個ほど、水が50リットル入る土器を焼いてもらって、それを使ってあるものを採取してもらう。その後は酒造りもある」

			　ジャガイモの収穫以外はエルフには難しい仕事であり、こなすことが出来れば一気に信頼を獲得できるだろう。

			　エルシエが豊かになり、火狐たちが本当の意味で居場所をみつける。

			　そんな未来はきっと遠くない。

			「頑張ります。たとえこの命に代えても、やり遂げてみせますよ」

			「気合を入れてくれるのはいいけど、無理はしないでいいぐらいの仕事量に調整したいから、きつかったら素直に言って欲しいかな。短期的な仕事なら根性でカバーしてなんとかなるかもしれない。でも、これからずっと続く仕事だ。一生懸命やれば、普通にこなせるぐらいじゃないと続かない」

			「シリル様は、私たちのこともちゃんと考えてくれてるんですね」

			　クウが俺に抱き着く力を少しだけ強める。

			「もちろん、エルシエの仲間だからね」

			「私、こっちに来て良かったと思います。シリル様が居れば、きっとエルシエはもっと大きくなって、いつか帝国にも勝てる、そう思うんです」

			「何を今更、俺は初めからそのつもりだよ」

			　それは、エルシエと名乗ったときから決めたことだ。

			　そうしないなら、さっさと村を捨てて、どこかの土地を開拓して新しい村にしたほうがずっと早くて安全なのだから。

			　そうしているうちに、火狐の村につく。

			　俺は、予想よりも数段酷(ひど)い状況に言葉を失った。

		

	
		
			第４話　父が残したもの

			　

			「ひどいな」

			　俺とクウは火狐の村から、５００メートルほど離れたところで木々に隠れながら様子を見ていた。

			　火狐の村は凄(せい)惨(さん)な状況だった。

			　原形を残している建物はなく、全て燃え尽き灰になっているか、粉々に吹き飛ばされていた。

			　いや、建物どころか石や砂まで溶けて固まり、硬質な光を放っている。

			　そこに帝国のテントがちらほらと建てられており、兵士たちが行き来していた。

			　視力のいいエルフの目でもまともに見えないほどの距離だが、今はドワーフのクイーロのときに作ったガラスレンズ入りの双眼鏡を使っているので、クリアに見えている。

			　これだけ離れていれば、向こうからは気付かれない。

			　有用性が高い双眼鏡は量産したいが、双眼鏡のガラスレンズは超精密に作らないといけないうえに、レンズの配置が職人芸の域に入っているため、すぐには難しい。

			「クウ、ここにあったのは本当に火狐の村か？」

			　念のためにクウに確認する。こんなものが、村の跡地だと信じたくはない。

			　ここは単に帝国兵が夜営に使っている場所だと思いたかった。

			「……間違いないです。ここは火狐の村です。私が、十四年間、ずっと、みんなと一緒に暮らしていた村」

			　蚊の鳴くような声で、真っ青な顔をしてクウが言った。

			　内心予想していたが、鉛のようなものが腹の中に落ちてくるのを感じる。

			　俺ですらこうなのだ。クウにとっては悪夢そのものだろう。

			「そうか、どうしてこうなったか聞きたいか？　状況を見れば予想はできる」

			「シリル様にはわかるんですね」

			「こういうことには慣れているからな」

			　戦場で戦った記憶は前世の記憶の中に星の数ほどある。

			　その中には当然、敗戦の記憶や、逆に殲(せん)滅(めつ)戦(せん)の記憶もあった。

			「聞かせてもらっていいですか」

			　クウが、拳を握りしめながら聞いてくる。

			　そんなクウに報いるために、変な脚色はせず、そのままの推測を伝えることにした。

			「火狐の村に残った男たちは、平地では絶対に勝てないと考えた」

			　遠くからは無数の矢が降って来て、近付いても炎が風で吹き飛ばされる。

			　見晴らしのいい場所ではどうあがいても勝てない。

			　かと言って森で戦えば、山火事を引き起こしてしまう。

			「だから、この村の中で戦うと決めたんだろう。ここなら遮(しや)蔽(へい)物(ぶつ)はいくらでもある。矢は届かないし、出会い頭なら、風で炎を散らす暇(ひま)もない」

			　本来、村の中に侵入された時点で負けだ。

			　だが、あえてそうすることで一矢報いることを彼らは選んだ。

			　帝国兵たちも、火狐の魔石を得るためには、不意打ちを受ける可能性があろうとも、村に入る必要がある。

			「最初は、建物や物陰に隠れながらゲリラ的に戦っていたんだろう。ときには家ごと燃やしたりもした。それでも、限界はある。数が違いすぎる。一人焼いている間に後ろから斬りつけられてしまいだ」

			　たしかに遮(しや)蔽(へい)物は多いが、逆に多方向から攻められる可能性は増えるし、燃えやすい建物に囲まれているせいで、生み出した炎がすぐに引火し、自身を縛(しば)る枷となる。

			　炎そのものには耐えられても、発生する煙や、酸素不足による息苦しさなどは、火狐たちにも耐えられない。

			「そんな袋(ふくろ)小路(こうじ)の中で、どんどん村に帝国兵が入り込んでいき、ますます状況が悪くなっていく……だがそれこそが、火狐たちの真の狙いだった」

			　どんどん抵抗する力を無くす火狐たち、それを見て帝国は油断し大胆に兵力を投入してくる。

			　村を帝国兵が覆(おお)い尽くす。それが火狐たちの罠(わな)ともしらず。

			「帝国兵を可能な限り村に集めた火狐たちは、最後の抵抗をする。死んだ仲間の魔石を集め、そして自分自身の魔石も使い、魔力を暴走させ、大規模な爆炎を生み出す。数十人の火狐たちが魔石を使って引き起こす大爆炎。それは、村ごと消滅させ、中に居る帝国兵を全て殺してあまりある」

			　エルフや火狐をはじめとした各属性の相性が90を超える種族は、生きたまま心臓を抜き出せば、それが魔石に変わる。

			　その使い方は二つ、相性値を引き上げる触(しよく)媒(ばい)にするか、暴走させありえない威力の魔術を生み出すか。

			　その気になれば、自分で生きたまま自分の心臓を抜き出すことで、本人がその魔石を使える。

			　魔力の強い種族は生命力も強く、心臓を抜き出しても数十秒は生きて居られる。その数十秒で、魔力を注ぎ込み、魔石を暴走させればいい。

			　それを実行するにはとんでもない覚悟がいる。並みの精神ではできないだろう。

			　信じられないことに、火狐たちは数十人でそれを実施した。

			　そうでなければ、地面が溶け出し、村の建物すべてが灰になるなんてことにはならないはずだ。

			　俺は、それをした火狐の男たちに敬意を払う。理屈で考えれば必要なことだとわかる。怖かっただろう。逃げ出したかっただろう。それでも、勇気を振り絞って逃げた仲間のために実行した。その心の強さに感動を覚えた。

			　おかげで、帝国兵も数十人しか生き残っておらず、火狐たちに勝ったはずなのに、皆その表情は重く、沈んでいた。

			「なんですか、それ」

			　俺の話を聞き終えたクウは目から涙を流し、その場にへたり込んだ。

			　そして、地面に両手を叩きつける。

			「お父様は言ったんです。最後まで戦うって、皆に逃げてもらうけど、頑張って帝国兵を追い払って、いつか、みんなを呼び戻して、今までの生活を取り戻すって」

			「……それは、きっと」

			「お父様は嘘つきだ！　こんなことしたってことは、初めから死ぬ気だったんじゃないですか！　お父様たち、みんな死ぬのがわかっていたんです。なんでここまでするんですか！　一緒に逃げれば良かったのに、そしたら、今も一緒に笑って……。それなのに、命も、思い出も、なにもかも村ごと吹き飛ばして、どうしてこんなことするんですか！」

			　割り切ったつもりでも、心の何処かで、村に残った男たちが生きていることを願っていたのだろう。

			　それが完膚無きまでに打ち壊された上、あまりにも凄(せい)惨(さん)な状況に取り乱している。

			「お父様は馬鹿です、火狐の誇(ほこ)りと言って、安いプライドに拘(こだわ)って、皆を巻き込んで、帝国兵を殺すために自分も死んで。時間稼(かせ)ぎで十分だったのに。適当なところで切り上げて逃げれば良かったんです。それで私たちと合流すれば死なずに済んだ。こんなの無駄死にじゃないですか！」

			「クウ、その言葉だけは許せない」

			　俺はクウの頬をぶった。

			　パチンと音がして、クウの白い頬が赤く染まる。

			「シ、リ、ル……くん？」

			　クウが目を丸くして、熱を持った自分の頬に手を当てる。

			　俺に殴られたことが信じられないようだ。

			「クウがただの女の子なら、そんな台詞を言ってもいい。だが今、クウはなんだ。火狐の族長だろう？　そのための教育も受けて来たし、考えるだけの頭もある。そのクウが思考を停止して、安いプライドだと決めつけて、無駄死にだと罵り、死者の尊(そん)厳(げん)を汚してどうする。それで誰が彼らの気持ちを汲んでやれる。それこそ、本当の無駄死にだ」

			　俺は無駄死にと言ったクウが許せなかった。これじゃ、なんのために火狐たちが命を捨ててまで戦ったのかわからない。

			「クウ。旅慣れてない女ばかりの火狐たちが、帝国兵から逃げられると思うか？　ましてや、クウが言ったように、戦いを適当に切り上げて後から追いつけるような集団でだ」

			「……思いません」

			「建物がまるまる無事で、ここが帝国兵の拠点になれば、逃げた火狐を効率よく追えたと思うが、クウはどう思う？」

			「……私も同じ意見です」

			　この惨(さん)状(じよう)では、帝国側はもう夜営をするのとまったく変わらない状況だ。帝国の兵士はこの村を利用することはできないだろう。

			「帝国の目的はなんだ？」

			「魔石を得ることです」

			「そうだ。だが、今回の襲(しゆう)撃(げき)で奴らは魔石を一つも得ていない。おまえの父親たちは帝国兵に、火狐が追い詰められたら、ここまですることを行動で示したんだ。間違いなく奴らは今後躊(ちゆう)躇(ちよ)するだろう」

			　帝国兵の目的は、火狐の村を征服することでも、火狐を根絶やしにすることでもない。

			　ただ、火の魔石が欲しいだけだ。

			　それなのに、火狐はあろうことか、追い詰められれば自らそれを使って自爆するような種族だとわかってしまった。

			　襲っても魔石が手に入らず、完全に割に合わない。

			　今回の戦いは、戦場だけ見れば帝国の勝利だが、帝国は、遠征に多大な資金を使い、多数の兵士を失い、それで得るものが一つもなかった。広い視野でみれば、火狐は帝国に勝ったのだ。

			「クウのお父さんは、わずかな人数で帝国の兵士の数を限界まで減らし、拠点を潰して、その上で今後の襲(しゆう)撃(げき)の意味さえ無くそうとした。死の恐怖と戦って、残った仲間のために勇気を振り絞って。それがどれだけ苦しい決断かわかるか!?　クウは、少し考えればわかるはずなのに目を逸らして、思い込みでその気持ちを踏みにじったんだ」

			　クウは顔を上げ、若(じやつ)干(かん)の敵意を込めて俺をにらみつける。

			「お父様は何も言ってくれなかった！　そんなの、焼けた村を見ただけで、わかるはずないじゃないですか!?　故郷が無くなって、全部灰になって、悲しいのが、いっぱいで……頭が……ぐちゃぐちゃなんです」

			　クウが自分の弱さを曝け出す。年齢以上に大人びていた彼女が、急に小さな子供のようになってしまった。

			「お父様のしたことが必要なことだったとはわかりました。だけど、それでも、私は……みんなと一緒に居たかった。逃げて欲しかった。いつか、また会えるって思いたかった。それが悪いことなんですか！」

			　涙がぼろぼろとこぼれる。

			　クウの言っていることはもっともだ。この村の誰もが、ずっと一緒に、笑い合って暮らしたかった。

			　死にたくなかったはずだ。離れ離れになるなんて嫌だったはずだ。

			　だけど、それは許されない。

			「ああ、悪い。今のクウは、五十人の命を預かっているんだ。感情で物事を考えるな。冷静に状況を分析しろ。仮に、そんな甘えたことをクウの父親が考えていたら、逃げた火狐たちも残らず掴(つか)まって、帝国のおもちゃにされていた。感情を押し殺して最善を求めたから、今のクウたちが居る」

			「私は、そんなふうに割り切れないです……シリルくんにはそれができるんですか？」

			　さっきから俺の呼称がシリル様からシリルくんに変わっている。

			　打ちひしがれ、取り繕う余裕もなくなっているのだろう。

			　クウの問いは至ってシンプルだ。迷わず答えよう。

			「できる。だから、俺はエルシエの長になったし、火狐の族長にもそうすることを求める。そして、今の族長はクウだ」

			「私は……私には……」

			　クウが懇(こん)願(がん)するような目で俺を見てくる。背中を押してほしいのだろう。

			「クウ、俺はクウが決めたことを手伝ってやることはできる。だけど、自分が何をしたいかまで俺に委(ゆだ)ねるな。迷うならやめてもいい。族長なんて放り出して、ただの火狐の一員になるというなら、それもいいだろう」

			「でも、私が居なくなれば、みんな」

			「俺が全員面倒をみてやる」

			　もちろん、それは最終手段だ。

			「エルシエにエルフと対等に迎え入れようとするから難しい。火狐たちをエルフのための道具として割り切るなら簡単だ。仕方ないだろ？　自分達で考えることもできないなら、道具として使ってやるしかない。代表がいない、統率も取れない連中なんてただの厄介者だ。それ相(そう)応(おう)の扱いをしてやる」

			　何も考えず、口を開けて待っているだけなら、有効な利用方法がある。

			「もう、クウも他の火狐も何も考えなくていい、仕事は一から十まで全部指示してやる。帝国との戦いのときも、うまく使ってやろう。それで最低限の報(ほう)酬(しゆう)はくれてやる。それに、火狐の血が絶えないようにもしてやろうか？　火狐たちを尊重して、エルフとの仲を取り持つための方法を考えていたが、めんどくさい。娼館を作ってやる。客のエルフに抱かせる代わりに、食料を恵んでもらうっていうのはどうだ？　抱かれた奴だけが腹いっぱい飯が食える」

			　あまりの暴論を受けて、クウが怒りに目を見開く。だが、俺は構わず続ける。

			「火狐もエルフなみに美人が多いからな。エルフはみんな貞操観念が強いし、手軽に抱ける女が欲しい連中は多いから需要はあるだろう。俺も通ってやる。孕んで出来た子供は、エルフの手を煩(わずら)わせないために、火狐たちの皆が共同で育てることにする。妊娠すれば、その間仕事はできないから、妊婦の食事は増やす。クウなんてすぐに人気がでると思うから、次々に子供が産めるさ。良かったな。これで火狐は安泰だ」

			「そんなの、ただのエルフの奴(ど)隷(れい)じゃないですか！」

			　クウが怒鳴る。確かにそうだ。これは奴(ど)隷(れい)の扱いであって、エルシエの一員に対する扱いではない。

			「思考を放(ほう)棄(き)して委(ゆだ)ねるっていうのはそういうことだ。嫌なら、何ができるのか考えろ。自分たちを守るためにどうすればいいか、悩み抜け。そして、それをエルシエの長である俺に示して見せろ。俺が言ったプランよりも、エルシエにメリットがあるなら受け入れる。それが対等な立場になるということだ。それに、クウ一人で考える必要はない、火狐の皆に意見を聞けばいい」

			「シリルくん、どうして、そんな、ひどいこと言うんですか」

			「ひどいことを言っているわけじゃない。俺が言ったのはただの常識だ。それに、俺はクウに出来ると思っているから言っている。もう一度聞く、クウはここで投げ出すのか？」

			　クウは涙をゴシゴシと拭(ぬぐ)う。

			　そして、赤くなった目を俺に向けた。

			「私は、火狐の族長です。皆を守ります」

			「そうか、なら今のことは全部忘れてくれ。火狐のことを尊重した上で動くよ」

			「……シリルくんって、お父様に似てます」

			　クウは、まだ立ち直っていないが、少しだけ目線が柔かくなっていた。

			　そんなクウが、少し拗ねた口調で口を開く。

			「頑(がん)固(こ)で、偏屈で、厳しくて、高圧的で」

			　そう言われると辛い。熱くなって色々と説教くさいことを言ってしまった。

			「だけど、正しくて、思慮深くて、本当は優しい。根本的なところはお人よし、そんなところがそっくりです」

			「長だからね。ある意味みんなのお父さんだ」

			　そう言うとクウがくすりと笑った。

			「私は、もう思考を止めません。感情に流されたりもしません。でも、それでも辛くなったら、支えてくれませんか？」

			「いいよ。クウが頑張るなら、応援する」

			「それはエルシエのためですか？」

			「もちろん、それとクウの友達として」

			「私には感情で動くなっていったのに、ずるいです」

			「感情で判断を曇らせるなとは言ったけど、感情を無視しろとは言ってないさ。人の気持ちを考えられないなら指導者失格だからね。感情と理性の方向が一緒なら、気持ちよく仕事をできる。むしろ全力で突き進め！」

			「さっきのシリルくんの火狐の扱い、感情面を完全に無視しているように聞こえましたよ」

			「実際にやるとなったら、表面上は人道的に見えるようにやるさ」

			　そこで話は終わりだ。偵察の目的は果たせた。

			　火狐の村に来た兵士たちは壊(かい)滅(めつ)状態であり、村が拠点として利用されることも考え辛い。

			　このままエルシエに攻め込むことは不可能だし、仮に無理をして攻めて来ても、この少人数なら簡単に対処できる。

			「クウ、ここに居る帝国兵をどうするべきだと思う？　この程度の人数なら、俺一人で皆殺しに出来るが」

			　俺の問いを必死にクウは考える。そして、唇を噛みしめてから口を開いた。

			「放置します。……彼らには、どれだけ火狐が危険か帝国に伝えてもらわないと駄目です」

			　本当は仇(かたき)を討って欲しいだろうに、クウは見逃せと言った。それは、一時の感情ではなく火狐の未来を考えての決断だった。

			「俺も同じ意見だ。クウ、頑張ったな」

			　俺はクウの頭を撫(な)でる。狐耳の感触が心地よい。

			「私は族長ですから」

			　クウは泣き笑いの表情を浮かべながらそう言った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、火狐の村の近くにある塩湖で可能な限りの岩塩をリュックに詰めた。

			　70リットルの大容量が入るバッグなので、今回持ち帰った分で、村全体の数か月分の塩になる。

			　場所は覚えたので、俺なら二時間もかからないし定期的に来ることにしよう。

			　来たときと同じようにクウをお姫様抱っこする。

			　クウとリュックの重みを合わせると、１００キロを軽く超えるので、身体強化をしても、なお苦しい。

			　だが、それを表情や仕草には出さない。それが男の意地だ。

			「クウ、さっきは殴って悪かった。どうしても、命をかけて死んでいったクウのお父さんたちがひどく言われたのを許せなかった。あとで殴り返してくれて構わない」

			　誰かのために命をかけて戦う姿に、過去の自分を重ね、感情が高ぶってしまった。

			　怒るにしても、手を出すべきじゃなかった。これは完全に俺の過失だ。

			　ロレウあたりになら、パロスペシャルを決めても問題ないが、クウは女の子だ。

			「いいです。シリルくんが怒ってくれなかったら、お父様たちが私たちのために頑張ってくれたことに気付けなかったです。そっちのほうがずっと怖い。私はエルシエに戻ったら、残った人たちがどれだけ私たちを愛して、勇気のある行動をとったかを火狐の皆に伝えるつもりです」

			　クウは友達モードで話してくれている。

			　こっちのほうが気楽に話せて楽だ。

			「それで、落ち込んだりしないか？」

			「落ち込むとは思います。でも、彼らの気持ちを伝えたいんです」

			　クウの声に迷いはない。

			　きっと、一時は悲しむだろう。だけど、その行動の裏にある愛に気付き、いつかは立ち直ってくれる。

			　いや、クウが立ち直らせてくれるだろう。

			「……頑張れよ」

			「はい、まだまだですけど、いずれ、お父様やシリルくんみたいな立派な族長になりますから」

			　クウの目は俺ではなく、遠くを見ていた。これはきっと、亡き父親に向けた言葉だ。

			「そこはまだ、お父様みたいなでいいよ。偉そうなことを言ってるが、俺はまだ駆け出しだ」

			「でも、やっぱり、お父様やシリルくんみたいな族長が、私の憧れです」

			　クウが落ちないように首に回している手に力を込める。

			　来るときもしてくれたが、クウなりの信愛表現なのだろう。

			「それと、シリルくん。さっき、娼館の話したときに言ってましたよね。俺も通うって」

			「そんなこと言ったかな？　まるで記憶にない」

			　本当はばっちり覚えている。だけど、素に戻った後にこういう話は照れくさいものがある。

			「言ってました。もしかして、シリルくん、溜まってるんですか？」

			「ちょっ、クウ！」

			　あまりにも直接的な表現で驚き、思わずクウを落としそうになった。

			　来るときよりもスピードが落ちているとはいえ、60キロ以上は出ているので非常に危険だ。

			「それで、どうですか？　溜まってるんですか？　もしかして、ルシエちゃんがさせてくれなくて、夫婦なのにセックスレスなんですか？」

			「ル、ルシエとは、まだ結婚してないよ」

			　痛い所をつかれて、思わず言葉に詰まってしまった。

			「意外です。昔から仲も良かったから、とっくに結婚していると思っていました。確か、エルフって婚前交渉はしないんでしたよね？」

			「古いタイプのエルフだけね。気にしない連中も居る。ただ、ルシエは巫(み)女(こ)の家系だし、お祖母ちゃんがかなり厳しい人だから、そういうのきっちりしているんだ」

			　ああ見えてルシエはむっつりだけど、お祖母ちゃんのこともあり、絶対にさせてはくれない。

			　結婚すれば問題なくできるだろうが、エルシエが安定するまで、俺は結婚しないと決めている。

			　こんな状況で俺が浮かれていると、周りに示しがつかない。なので、お互い手が出せないでいる。

			「そうですか。なら私と子作りしませんか？　シリルくんならいいです」

			「クッ、クウ、落ち着け。村のことは辛かったけど、自暴自棄になるな、自分を大切にしろ」

			「私は冷静ですよ。シリルくんのこと、昔から割と好きでしたし、再会してからもすごく頼もしいし、優しいです」

			　顔が赤くなってくる。

			　クウはとびっきりの美少女だ。

			　ルシエのほうが上だとは思っているが、それは好みの問題であり、人によってはクウのほうが上だと言うだろう。

			　ルシエと比較できるほどの美少女は、クウ以外見たことがない。

			「私は火狐の血を絶やすわけにはいきません。いつか、エルフの誰かとそういうことをするなら、シリルくんが良いなって思うんです。それに、エルフと火狐の将来のために、長同士の子供ってありだと思うんですが」

			「そういう、打算的なものを持ち込むのは好きじゃない」

			「シリルくんが言ったんです。理性と感情が同じ方向を向いているなら突き進めって、私的には、今理性と感情の両方が、ゴーサインだしています」

			　よく聞くと、クウの声にも照れが入っている。恥ずかしくないわけじゃないみたいだ。それに気付いて少し余裕が出来た。

			「ダメだ。クウとはしないよ」

			「もしかして性病とか心配してます？　私は経験がないので、そういうのとは無縁だと思いますよ」

			「そういうことを言っているんじゃない！」

			　とは言っても、クウに経験がないことを聞いて、少し安心している自分がいて驚いている。

			「私、魅(み)力(りよく)ないですか？　こう見えて、火狐の村では一番モテてたんですよ」

			「クウは魅(み)力(りよく)的だよ」

			　いい匂いがするし、柔らかいし、可愛(かわい)いし、胸も大き目だ。個人的には揉んだときに少し肉がはみ出るぐらいが理想のサイズだと思っている。

			　クウの胸はその条件にぴったりだ。ルシエのだと少し足りない。

			「ですよね。特に尻尾(しつぽ)がエロくて、むらむらするってよくお兄様が言っていました。私の尻尾(しつぽ)は百年に一度現れるかどうかってほどの、すごい尻尾(しつぽ)ってお父様も太鼓判をおしてくれてます」

			「それはわからないし、クウのお兄さんが怖いよ！」

			　思わず突っ込む。

			　種族によってエロさを感じるポイントは違うが、さすがに尻尾(しつぽ)は共感できない。

			　確かに黄金色で先端が白く、ふさふさして毛並みがいいクウの尻尾(しつぽ)は可愛(かわい)いと思うけど、そこに欲情はしない。

			「そうですか……尻尾(しつぽ)には自信があるんですけど。触ってみます？」

			「そこまで言うなら、お言葉に甘えて」

			　そう言うと、クウがお尻の尻尾(しつぽ)をパタパタと振る。

			　少し、お姫様抱っこで抱えているクウの体をずらして、その尻尾(しつぽ)をぎゅっと握って、軽くこすってみる。

			　ふさふさの毛に手が沈み込み柔らかく包み込んでくるし、こすったときの毛のなめらかな質感は確かにすごい。

			　芯にある尻尾(しつぽ)の肉も力を込めると押し返してきて癖になりそうだ。

			「しゅごいです。シリルくん、うまい、でも、そんな、強くしないでください」

			　そうして尻尾(しつぽ)で遊んでいるとクウが艶っぽい声を出してきて、変な気持になってきた。
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			「悪かった。火狐の尻尾(しつぽ)ってすごいんだね」

			「すごいんです。でも、他の子の尻尾(しつぽ)を触っちゃだめですよ。女の子の尻尾(しつぽ)に触っていいのは、両親と夫だけって決まっているんです。無理に触るのはレイプと一緒ですよ」

			「クウ、ちょっと待て、なんでそれを俺に触らせて」

			「シリルくんだからですよ。それと、シリルくんなら、してもいいっていうのは本気ですから、気が変わったら声をかけてくださいね」

			　そう言い終ると、掴(つか)んだままの尻尾(しつぽ)がするりと手からすり抜けていった。

			　ひどく名残惜しく感じる。

			　男としての本能は、クウの提案を受け入れたい。尻尾(しつぽ)をもっと触っていたいと叫んでいる。

			　だけど、ルシエの笑顔が頭に浮かんだ。

			「俺はルシエ一筋だから、ルシエを裏切るようなことはしたくないんだ」

			　それが答えだ。させてくれないから、他の女に走るなんてかっこ悪すぎる。

			「紳士で一途なんですね。シリルくんのそういうところ、好きですよ。尻尾(しつぽ)を触ったこと、ルシエちゃんには秘密にしておいてあげますから、安心してください」

			「いや、それは別に話してもいいよ」

			　そんなふうにクウといろいろ話しながら、俺たちは村に戻った。

		

	
		
			第５話　親睦会

			　

			　明け方、俺は一人、森の中に居た。

			　火狐たちの食事は、エルフたちが食べずに捨てる部位の肉とジャガイモで凌いでいた。だが、もうそれも限界で、新たな獲物を狩る必要があった。

			　さらに、今日は昼からとあるイベントを実施する予定で、それにも肉を使うので、それの確保が必要だった。

			　もちろん、エルフの村には肉の備蓄があるが、それに手を付けると、エルフたちの感情を逆なでする。どうしたって、火狐のせいで自分達の分が減ったと考えてしまうだろう。

			　理性では困ったときはお互い様とか、火狐たちへの同情の気持ちもあるだろうが、胸にこみあげる負の感情を消すことはできない。

			　こういった些(さ)細(さい)なところに気を配らないと、その歪(ゆが)みが少しずつ積み重なって、やがて大きな亀裂となってしまう。

			　対策は簡単だ。俺が獲物を獲ればいい。そうすれば不公平感はでないだろう。

			　神経を研ぎ澄ませる。

			「【知覚拡張】」

			　得意の魔術を発動させ、風のマナと一体になり、知覚を広げる。空気が存在する場所限定だが、これで半径３００メートルの情報をかなり詳細に得ることができる。

			　非常に汎(はん)用(よう)性が高い魔術であるが、難易度も高い。風と相性のいいエルフ以外ではまず習得は不可能だし、エルフでもかなりの訓練が必要だ。センスも求められるので、才能がないと一生身に着けることはできない。

			　ルシエは才能があり、形にはしたが、今はまだ取得する情報をかなり制限した上で半径１００メートルが限界だった。ただ、コツを掴(つか)み始めたようなので、これからはどんどんうまくなっていくだろう。

			「獲物を早く見つけないと」

			【知覚拡張】を維持しながら、身体強化を実施し、木々の間を飛び跳ねる。そして、獲物が居ないかを確認していく。

			　高速で移動しながら半径３００メートル以内の獲物を探せるので、俺の狩りの効率は他のエルフより段違いに高い。

			　エルシエのエルフたちでは、まず獲物を探し出すのにかなりの時間をくってしまう。

			「見つけた」

			　まるまると太ったイノシシが２５０メートルほど先の藪に隠れていた。

			　藪のせいで死角になっているが、たとえどこに隠れようとも、空気が存在する場所であれば、俺が見落とすことはない。

			　距離を詰めながら、ポイントを移動する。奴に気付かれたら面倒だ。

			「射線は通った」

			　絶好の狙(そ)撃(げき)ポイントを見つける。

			　距離は２００メートル、イノシシの低い視界からは障害物が邪魔で映らず、せいぜいテニスボール一つ分だが、木々の間を抜け矢が通るルートもある。

			　普通の狩人なら、２００メートルの距離、限定された射線から矢など放たないだろう。

			　だが、俺は普通じゃない。

			「【プログラム】」

			【知覚拡張】が風のマナを使った得意魔術なら【プログラム】は、体内魔力(オド)を使った得意魔術。

			　五感の情報に加えて、【知覚拡張】で得た情報を変数化し、それを演算することで、理論上可能な最適行動をとることができる。

			　さらに……

			「【風避け】」

			　矢に風の加護を与えて、風が矢を避けるようにした。これによって風の影響を全て無視できる。

			　クロスボウに矢をセットする。身体強化を使っているので、手で十分に引ける。

			　身体強化もルシエに覚えさせたいが、難易度が高い上に、かなり危険な術だ。

			　自分の体の制限を無視した強化をすれば、容(よう)赦(しや)なく肉体は壊れるし、必要な個所を適切に強化できないなら、やはり歪(いびつ)に与えられた力で、体がおかしくなる。

			　先日の帝国兵五百人の襲(しゆう)撃(げき)でも、俺が見た限り、まともに身体強化を出来ていたのは一割もいない。

			「行け！」

			　そう短く言って、クロスボウの引き金を弾いた。

			　矢が【プログラム】で演算されたとおりの放物線を描き、テニスボール一つ分の隙間をくぐり抜けていく。

			　時速３６０キロを超える超高速の矢だが、エルフの動体視力はそれを捉(とら)えている。

			　矢は、俺が狙ったとおり、イノシシの眼球を貫(つらぬ)き、脳を抉(えぐ)った。

			　たった一本の矢でも、急所を狙えば一撃で１００キロを超えるような大物を仕留めることができる。

			　俺が狙ったイノシシは、自分が狙われたことすら気がつかず、一瞬にしてその命を奪われた。

			「よし！　あと二匹ほど獲ったら帰るか」

			　朝から昼のイベントの準備があるので、早く帰る必要がある。

			　そう考えると、あと二匹が限界だろう。

			　イノシシの内臓と血を抜いた後、一旦それを放置し、次の獲物に取りかかる。

			　１００キロを超えるイノシシを村に持ち運ぶのは骨が折れるので、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使用し、騎士ディートを呼び、【アイテムボックス】を使用する必要がある。だが、獲物を狩るにはエルフの風魔術がないと効率が悪いので、狩りはシリルの状態で行わないといけない。

			　一度ディートから元に戻ってしまえば、十二時間以上、再びディートにはなれない上に、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】は魂(たましい)を傷つける性質上、反動がひどい、それを受けた状態では狩りもままならないだろう。

			　そのため、獲物を全て狩り終ってから【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】をせざるを得ない。

			　使い勝手が良いように見えて、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】はかなりの制限がある。

			　例えば、帝国兵の襲(しゆう)撃(げき)に対して【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使ったとする。魔力が増えた今でもディートなら一時間が限界だ。

			　その一時間で勝負がつかなければ悲(ひ)惨(さん)だ。【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使うことができないのはもちろん、反動で弱ってしまい通常の戦闘すらおぼつかない。いや、制限時間いっぱいまで使うと、立っていることすら辛く、エルシエの皆を指揮することも出来ないだろう。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】で敵の第一陣を殲滅し、その後現れた敵の第二陣の襲(しゆう)撃(げき)で指揮官が機能せずに敗北する。そんなエルシエの姿がありありと想像できる。

			　だからこそ、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】は守りでは使わない。使うとすれば相手の拠点を攻めるときだけだ。それならば、大打撃を与えた後に速やかに撤退することができる。

			　守りのときには、ただの保険と割り切る。人数の少ないエルシエでは、予備兵力を確保することは不可能だ。だが、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】のおかげで、実質俺一人で数千の予備兵力を確保したのと同じ状態になる。それがあるから、ある程度の無茶ができる。

			　もし、守りで【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使うことがあれば、そのときは最後の最後、限界まで追い詰められたときだけだろう。

			「よし！　三匹目」

			　考え事をしながらでも、体は動く。今日の目標であるイノシシ二匹とシカ一匹を仕留め終えた。

			「いつか、エルシエの連中とも狩りに行きたいけど厳しいだろうな」

			　小さくため息を漏らす。

			　俺はエルシエの皆とは狩りに行かない。俺が行けば、一緒にいるメンバーの自信とやる気を奪ってしまう。自分たちが何日もかけて、四、五人がかりで獲る獲物を、目の前で一時間もかけずに狩ってしまう姿を見れば、誰だって複雑な気持ちになるだろう。

			　それに、畑の開拓だってそうだ。俺がドワーフのクイーロになれば、ロレウ達が数か月かけて開拓した畑の数倍の面積を、一時間もかけずに開拓できてしまう。

			　だから、それもしない。ロレウ達のプライドをひどく傷つける結果になるうえに、彼らの仕事を奪ってしまう。効率が悪くても、彼らのプライドを満たし、周りから尊敬される仕事は聖域として残しておかなければならない。そうしないと、完全に俺に依存し、俺が居なくなったときに崩壊する弱い国になる。

			　二匹目のイノシシは一匹目と同じく血と内臓を抜いたが、シカは血だけ抜いてそのまま【アイテムボックス】に詰め込んだ。

			　シカの腸を使った料理を作るためだ。

			　俺は、三匹全てを、【アイテムボックス】に収納して、一呼吸してから全力で走る。

			　魔力の総量があがり、ディートのレベルがあがったことで、そのスピードは風魔術を併用したエルフのときよりも早かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　エルシエに戻ると、【アイテムボックス】を使用し今日狩った獲物を全て取り出し、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を解除してシリルの姿に戻った。

			　ディートで居た時間が短かったおかげで、あまり反動はない。普通の生活を送る分には支障がなさそうだ。

			　昨日のうちに火狐のみんなには、昼からのイベントのため、朝から準備を手伝って欲しいと話してあった。

			　今の時間なら朝食は済んでいるだろう。

			　約束の時間より少し早いが、声をかけよう。そう思い、火狐に貸してある工房のドアをノックする。

			「はーい」

			　少し間延びした、明るい声が聞こえてきた。

			「クウ姉様！　おかえりなさい」

			　そして扉が勢いよく開けられ、全裸の少女が胸に飛び込んできた。

			　確か、クウがケミンと呼んでいた少女だ。俺より二つほど年下で、黄色のウェーブした髪が特徴的な、かわいらしい容姿をしている。

			　ルシエやクウと比べれば劣(おと)るが、十分すぎるほどかわいい。

			　思わず、頭を撫(な)でてしまった。

			　少女の明るい様子を見る限り、クウはまだ火狐の村であったことを伝えていないのかもしれない。きっと、自分の気持ちが落ち着いてから言うつもりなのだろう。

			「勘違いさせてごめん、クウじゃないんだ」

			　抱き着いてきた少女に気を取られてしまったが、工房の中に目を向けると全裸や、下着姿の火狐たちばかりだった。

			　手には、生乾きの服を握っている火狐が多い。

			　状況を推察するに、朝の約束の時間が来る前に体と服を洗って乾かしている最中のようだった。

			　火の魔術で乾かすとはいえ、服の生地が傷まないようにしようと思えば、低温である程度時間をかける必要がある。

			　着の身着のままで村を出た火狐たちはロクに着替えをもっていないので服が乾くまで着るものがないのだろう。

			　これは、なんとかしてあげないと、服は村で作るのは時間がかかるから買い出しのときに、最低限一着ずつぐらいは揃えよう。

			「しっ、シリル様。す、すみません、間違えました」

			　大慌てで取り乱すケミンだが、なぜか抱き着いた手は離さずに、それどころか尻尾(しつぽ)をぶんぶんと激しく振っている。

			　この子は、あれか？　痴女なのか？

			「こんな時間に来て悪かったね。出直すから離してくれないか、君が抱き着いていると、身動きが取れない。ほら、後ろのみんなも恥ずかしそうにしているから」

			　俺は目の保養をした後、すぐに目をそらしたが、それでも女の子たちには辛いだろう。

			　悲鳴をあげたり、俺を罵ったりはしていないが、恥ずかしそうに火狐たちは体を両手や手に持った服で隠している。

			「申し訳ございません！　すぐに離れますね」

			「そうしてくれると助かるよ。それじゃ、またあとで来るから」

			「外で待っていてください！　すぐに、すぐに行きますから」

			　そして、体を隠そうともせず、あわてて工房の奥に引っ込み、それから途中で引き返し、礼をしてから扉を閉めた。

			「なんだったんだ。いったい」

			　あまりの少女のテンションの高さに、俺は呆然としてしまった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　すぐに戻るという言葉の通りに、三分も経たないうちに息を切らせてケミンが戻ってきた。

			　それも同年代の火狐の女の子を二人も連れて。

			　二人とも、顔を赤くし、体をもじもじさせたりしている。

			「シリル様、どのようなご用件でしょうか！」

			　元気な声をケミンがあげる。相変わらず、尻尾(しつぽ)が元気に揺れている。

			「そんなに興奮しなくていいよ。昼のイベントの準備を少し早めに始めてもいいか聞きに来たんだ。作業が多くて余裕がないからね。少しでも早く手をつけたいんだ」

			「シリル様のためなら、喜んで！　みんなをすぐに呼んできますね！」

			「ありがとう。それにしてもすごく元気がいいね」

			「シリル様と話すことができて、嬉しいんです！」

			　そう言うと、後ろの二人も首を縦に振る。ケミンほどじゃないが、尻尾(しつぽ)が揺れていた。

			　なつかれすぎて逆に怖い。

			「その、俺と話すのがそんなにうれしいのかな？」

			「はい！　シリル様は、火狐の中で、尻尾(しつぽ)を握らせたい男性、ナンバー１ですから！」

			「尻尾(しつぽ)？」

			「火狐族には、女性が尻尾(しつぽ)をそっと男性の手のひらに乗せるという求婚の習わしがあります。それを男性が優しく握ると了承になるんです」

			　背中にいやな汗が流れる。最近、というか昨日、それをした気がする。

			　火狐同士ではないので、そのしきたりに従う必要はないが、クウはわかっていてやったのだろう。

			「結婚したいってぐらいに好意をもってくれるのは嬉しいけど、そんなに好かれることしたかな？」

			「いっぱいです！　シリル様は、いじわるなエルフに追い出されそうなところを助けてくれたし、こんな立派な家もくれて、すっごくおいしいご飯を作ってくれました！　あのときのスープの味は一生忘れません。毎日のごはんも、シリル様が準備してくださっているって聞いて、もっともっと好きになりました」

			　よくも悪くも、ロレウが悪者になってくれたおかげで、相対的に俺に好意が向けられているようだ。

			「それに、シリル様はかっこいいです！　それでいてルシエ様の話だと、ものすごく強くて、ナイフ一本で帝国兵を五人瞬殺したり、５００メートル先から帝国の指揮官を狙(そ)撃(げき)したり、たった一人で、帝国兵が数百人いる補給基地に喧(けん)嘩(か)を売って物資を根こそぎかっぱらったそうじゃないですか!?　頭もすっごくよくて、帝国を倒したすっごい弓も、私たちが住んでいる家もシリル様が発明したと聞きました。

			　ほかにもジャガイモの栽(さい)培(ばい)方法もシリル様が考えたんですよね!?　もうすごいです。イケメン、強い、頭いい、それにクウ姉様もルシエ様も、すっごく頼りにしてるって何度も言っていました！」

			　そこまでストレートに言われると、なんというか照れくさい。

			　まるでアイドル扱いだ。いや、彼女にとって俺の存在はある意味、宗教における神様みたいなものかもしれない。

			　この絶望的な状況で、明確に頼れる超越的な存在。信仰するだけで不安が紛れるような……。

			「ルシエがそこまで言っていたのかな？」

			「はい、昨日のジャガイモの収穫のときに、ずっとのろけてました。クウ姉様も一緒になっていろいろと教えてくださいました。もう、みんな尻尾(しつぽ)がぎゅーってなりましたよ。もちろん私も、尻尾(しつぽ)ぎゅーです」

			　その言葉の通りケミンの尻尾(しつぽ)がピンと伸びる。

			　こんなことなら、ジャガイモの収穫に付き合えばよかった。

			　昨日はクウとエルシエに戻ってから、今日のイベントのため、ずっとエルフたちに根回しをしていたためとても忙しかった。

			　その間にきっとあることないこと言って回ったのだろう。

			　少しハードルを上げ過ぎだ。どう接していいのかわからなくなる。

			「ルシエは俺のことが好きだからかなり大げさに言ってるよ。あんまり期待しているとがっかりしちゃうから、話半分に聞いてほしいかな」

			「ルシエ様が嘘をついたんですか？」

			　そう問われて、俺はさきほどのケミンの言葉を思い出す。

			　恐ろしいことに、かっこいいとか、そういう主観による部分を除けば、嘘は一つもなかった。

			「確かに、全部やったけど。俺一人の力じゃないよ。皆が支えてくれたから出来たんだ」

			「こんなに出来るのに謙虚なんですね！　私、三号さんになれるよう頑張ります！」

			「三号？」

			「はい、ルシエ様が正妻で、クウ姉様が二号なので、三号狙いです」

			「クウを愛人にした覚えはないけど？」

			　将来的には結婚する予定だが、正確に言うとルシエともそういう関係ではない。

			「あの尻尾(しつぽ)で誘惑されて手を出していないんですか!?　すごい。女の私でも、たまに我を忘れて、モフりたくなる尻尾(しつぽ)なのに」

			「それは、たぶん火狐だけじゃないかな」

			　まるで尻尾(しつぽ)が、胸やお尻みたいな扱いだ。

			　確かに、クウの尻尾(しつぽ)は可愛(かわい)いけど、それは性的な魅(み)力(りよく)ではなくて、もっと、ほんわかしたものだ。

			「エルフの人って不思議です」

			　ケミンが首を傾げる。向こうからしたら尻尾(しつぽ)に興奮しない俺がおかしく見えるのだろう。

			　そうしていると、クウがやってきた。

			「ケミン、あんまりシリル様に迷惑をかけないように」

			　族長モードらしく、俺のことはシリル様と呼ぶ。

			　クウはうっすらと汗をかいていた。クウは火狐の村に居た時から、毎朝、戦いの訓練をしており、今も続けている。

			「クウ様、ごめんなさい」

			　ケミンが、頭を下げて謝る。

			「いや、いいよ。ただ世間話していただけだし。ケミンにも話したんだけど、昼の準備を出来るだけ早く始めたいんだけど、いいかな？」

			「はい、構いませんよ。というより、クロネと、ユキノがもう呼んできたみたいです。シリル様、ご指導のほどをお願いします」

			　そう言えば、ケミンの後ろに居た二人がいつの間にか消えていた。

			　どうやら、火狐の皆を呼びに行ってくれたようだ。

			　火狐たちが皆集まったので、俺はなるべく楽しそうな声音をつくり、口を開いた。

			「火狐の皆。今日の午後、エルフと火狐の親睦会をする！」

			　それが昨日から根回しをしていたイベントだ。

			　帝国から「明日、身代金と捕(ほ)虜(りよ)の交換をしたい」という連絡が来ている。

			　それで金を得たらすぐにでも、食料の買い出しに向かわないといけないのだが、そうなれば、俺が数日間不在になってしまう。その前にエルフと火狐の関係を少しでも良くしておく必要があった。

			「人が仲良くなるには、一緒にうまい飯を食って酒を飲んで笑いあうのが一番早い。酒は、村の備蓄の残りを使う」

			　先日の襲(しゆう)撃(げき)のときに得た物資だ。

			　今回はそれを惜しみなく使いきる。

			「うまい飯は、火狐のみんなに作ってもらう。本来、君たちを迎え入れるエルフが用意するべきだと思う。だけど、今回は状況が特殊だ。申し訳ないが、君たちのほうからエルフに歩み寄って欲しい。精一杯の気持ちを込めて準備をしてくれ。エルフたちも、火狐の皆が頑張って美味(おい)しい料理を作ってくれたと思えば、仲良くしたいと思うはずだ」

			　その言葉に火狐たちがそわそわし始める。

			　料理の腕に自信もないし、材料にも不安があるのだろう。

			「心配はいらない。料理の指示は全部俺がするし、材料も揃っている。作るのは、イノシシのステーキ、シカのスープ、それに、世界で一番うまいジャガイモ料理に、とっておきのシカ肉料理だ。期待してくれていい。どれも最高の料理だ。ジャガイモはいつも食べている蒸し芋よりも数段上だし、スープだって、この前振る舞ったものより、ずっとうまい。ステーキもただ焼いただけのものと比べてもらったら困るぐらいの逸品に仕上げる。シカ肉料理もすごいよ、きっと想像もつかない味だ」

			　そう言って、今日狩ってきた獲物を指さす。

			　１００キロ越えの大物のイノシシ二匹に、70キロほどのシカ。

			　可食部だけを考えても、１５０キロほどの肉だ。

			　エルフと火狐を合わせた二五〇人で食べても半分以上残るだろう。残った分は保存食に加工する。

			　他にも昨日のうちに運んで来たキノコや、こっそり育てていたとある作物も用意してある。

			「すごい！　このイノシシとかシカとか今日狩ったばかりの獲物だよ」

			「たしか、シリル様、朝居なかったよね？　もしかして一人でこれだけ!?」

			「ルシエの言ってた、一人でシカをあっという間に狩れるって本当だったんだ」

			「シリル様のスープも、ジャガイモもすっごく美味(おい)しかったよね？　それより数段上って楽しみ！」

			　火狐たちが、用意された材料を見て盛り上がる。

			　ごちそうが食べられるという期待に胸を膨(ふく)らませているのだろう。

			　しかし、クウが真剣な顔をして口を開いた。

			「ダメです！　ジャガイモを使いたくありません。買い出しが終わるまで、私たちはそれに頼るしかないです。それを使ってしまえば、何を食べてすごせばいいんですか」

			　確かに、その通り。

			　親睦会でジャガイモを大量に消費すれば、貴重な糖質を含む食材がなくなる。村人全員に振る舞えば、火狐たちの一週間分のジャガイモが消費されてしまうだろう。

			　今日のイベントの後も肉はかなり余るが、それだけで過ごせと言うのは酷(こく)だ。

			「それはちゃんと考えているよ。今日の親睦会でごちそうを振る舞う代わりに、エルフは、一人につき、二食分の小麦を納めることになっている。それが火狐たちの食料になる。火狐たちから何も取らないのは、今日の準備をするための労働力を提供してくれるからってことで納得してもらった」

			　一度配給したものを再び回収するのは、悪印象を与える。

			　だが、ごちそうと交換ならエルフたちも嫌な顔はしない。

			　みんなを説得するときに「今まで食べたことがないほどうまい。絶対に食べないと後悔する」と精一杯ハードルを上げてきた。

			「わかりました、シリル様。それなら、全力で協力させて頂きます。親睦の機会を下さってありがとうございました」

			　食料の心配がなくなることを聞いて、クウがほっと胸をなでおろした。

			「ジャガイモは美味(おい)しいけど、たまにはパンも食べたくなるだろ？　だから、小麦を得られてラッキーぐらいに考えてくれ。ということで、今は美味(おい)しいものを作ることに集中してほしい。不味いものを作ると、小麦を対価として払うエルフたちは怒るから、頑張ってね」

			　冗談めかした軽い口調で言う。

			　俺が居る限り、出来の悪いものは作らせない。

			　火狐たちはお互いに目を合わせて頷(うなず)きあう。乗り気なようだ。

			　火狐たちも、今後のことを考えるとエルフたちと仲良くならないといけないことは自覚しているし、なによりごちそうとお酒には惹(ひ)かれている。

			　俺自身、エルフたちと仲良くしてもらうことは大事だけど、火狐たち自身に楽しんでもらいたいと思っている。ずっと苦しい思いをしてきたんだ。このあたりで思いっきり楽しんで、息抜きをして欲しい。

			「それと、クウ。クウには出し物に協力してもらう。あとでルシエと俺と三人で打ち合わせだ。五年前の祭りでやっただろ？」

			「あれですか？」

			　クウが目をぱちくりとさせた。

			　エルフは楽器の演奏と踊りに長(た)けており、俺はオカリナに似た伝統楽器が得意で、ルシエの舞は特技なんてレベルを通り越して芸術の域だ。

			　そして、火狐たちにも得意な分野があり、クウは幼いころからその才能を見せていた。

			　実際、火狐の村で客人に披(ひ)露(ろう)することがあったし、エルフの村に来たときに、俺の演奏とルシエの舞に合わせて披(ひ)露(ろう)してくれた。

			　俺の知る限り、クウはいつも万雷の拍手と喝(かつ)采(さい)を受けていた。

			「そう、あれだ。腕は鈍ってないよな？」

			「もちろんです。むしろ、シリルくんとルシエちゃんのほうが心配です。あのときの子供のお遊びとはちがう、火狐の誇(ほこ)りと伝統をお見せしますよ」

			「それは心強い。俺たちも、エルフの意地をみせてやろう」

			　そう言って微(ほほ)笑(え)みあう。

			　周りの火狐たちは目を輝かせている。それだけ、楽しみにしてくれているのだろう。

			　彼女たちの反応をみればクウの腕が衰えていないのはわかる。足を引っ張らないように頑張ろう。

			「よし、これで打ち合わせは終わりだ。さっそく仕込みに取り掛かる。みんな頑張ろう！」

			「「「はい」」」

			　俺の掛け声に火狐たちが元気よく答えてくれて、親睦会に向けての準備が始まった。

		

	
		
			第６話　火狐の伝統料理

			　

			　クウを含めた何人かの火狐と一緒に、旧工房に入る。

			　ここは、帝国兵から奪った装備でいっぱいでかなり手(て)狭(ぜま)だ。近いうちに三つ目を作りたいが、材料も場所もそろそろきつくなってきたので、対策を考えないといけない。

			　旧工房に来たのは、調理器具と、こっそり仕込んでいた食材を取り出すためだ。

			　調理器具は、もともとジャガイモの収穫祭をするつもりだったので、コツコツと作っていた。

			　調理器具の準備をしている間に、イノシシとシカの解体を残った火狐たちに指示してある。

			「すっごい量の武器と、防具です。これだけで戦争できそう」

			　クウが目を丸くしながら鎧(よろい)や剣を見て、驚いた声を上げている。

			「それは素材用だよ。エルフのみんなは重装備を嫌うからね」

			　身軽さこそがエルフの持ち味だ。それを殺してまで鉄の鎧(よろい)に身を包もうとは思わない。

			　第一、数でも兵の練度でも劣(おと)るエルフが、帝国と同じ戦いをすれば待っているのは死だけだ。

			「えっと、運んでほしいのはそこにある鉄鍋と、ズンドウ、それにおっきなボウル、鉄板と、机かな、あとそっちのツボとか、他にも色々と」

			　かなり重たいものが多いので、複数人で取り出した。

			　工房から調理器具を取り出すと、それを目印にして火狐たちを何人かのグループに分ける。

			　それぞれに指示を出していかないと。俺はまず、鉄鍋のもとに集まった火狐たちに指示を出す。

			「君たちは、ジャガイモ班だ。作ってもらうのは、ポテトチップスとフライドポテトという料理だ」

			　地球でもっとも消費されているジャガイモの調理方法。だからきっと、世界で一番うまいに決まっている。

			「イノシシの肉から脂を作って、それを加熱して、ジャガイモを放り込んで最後に塩を振るだけだから簡単だよ。まずは脂を作るところからはじめようか」

			「「「はい！」」」

			　俺の言葉に火狐たちは、元気よく返事をしてくれた。

			　ここの班には、ケミンやその友人などの比較的幼い火狐たちが多い。

			　俺の中にある、お兄さんな成分がいつもより多く出てしまう。

			　工房から調理器具を取りに行っている間に火狐が解体していたイノシシのところにいき、背脂をとってくる。背脂は、文字通り脂の塊(かたまり)である上に固い筋だらけで食えたものではない。

			　だから、エルフたちは普段は食べずに捨てているが、きちんとした処理の仕方を知っていれば最高の材料になる。

			「これを溶かすところから始めよう。鍋に背脂を細かく刻んでからいっぱい入れてっと。それじゃ、火狐のみんな鍋を熱くしてくれ」

			　俺が背脂を溶けやすいように細かく刻んでから鍋に入れると、こくり、と銀色の女の子ユキノが頷(うなず)いて、手をかざした。クール系の美人で、確か俺に一番なついてくれていたケミンの友達だ。

			　鍋が赤くなり、じゅうじゅうと音をたてて背脂がとけていき、溶けた脂が気泡を排出し始めた。

			「シリル様。すごく熱い。沸(ふつ)騰(とう)したお湯よりもずっと熱くなってる」

			「そう、この温度が大事なんだ。水じゃできない超高温でジャガイモの調理をするために、脂を作ってるんだ」

			　ユキノが興味深そうに鍋の中を見つめている。銀色の狐耳がぴくぴくと動いていた。

			　脂の温度は２００℃ぐらいまであがる。見ていると、白い塊(かたまり)だった背脂が、脂を吐きだして、どんどん小さくなり、残った肉と筋が脂で揚げられ狐色に変わって、表面に浮いてくる。

			　吐き出された脂も最初は水分を含んでいるのだが、水はすぐに蒸発して、純粋な脂だけになる。

			「うん、いい感じだ。最後にこの浮かんできた狐色の塊(かたまり)をすくい上げると脂の完成だ」

			「シリル様、わかった。この浮かんできた狐色のものは捨てるの？」

			「それを捨てるなんてとんでもない、すっごく美味(おい)しいし、日持ちするんだ」

			「こんなのが本当に美味(おい)しいの？　不思議」

			「ああ、脂がぎっしりついていた肉と筋はうまみの塊(かたまり)だからね。筋は焼いても煮ても固くて食べられない。けどね、脂で揚げる……揚げるっていうのは過熱した脂に浸すって料理法を言うんだけど、そうすると、カリカリして口の中で砕けて、美味(おい)しく食べられるようになる」

			　実際、背脂で作った揚げカスはうまい。ただの豚で作った揚げカスでも平成の日本では、肉カスという名称で１００グラム、３００円ほどで売っていた。天然のイノシシのものなんてもっと高いだろう。

			　サンドイッチの具にしても、スープに入れてもいいし、チャーハンや焼きそばに入れても最高だ。

			　疑わしそうにユキノは首をかしげてから、穴の開いた鉄製のお玉で揚げカスをすくいあげる。俺はそれに塩を振って、食べていいよと告げる。

			　ユキノは脂を切って、塩を振られた揚げカスをおそるおそるといった様子で口に含む。

			「本当に美味(おい)しい、お肉の味がすっごく濃い」

			「ああ、ユキノちゃんだけずるいの。クロも！　クロも！」

			「そう言ってクロネも抜け駆けして！」

			　鍋の近くに居た火狐たちが、わいわいと騒ぎながら皆で揚げカスをつまみ始める。

			「はい、そこまで。あんまり食べると肝(かん)心(じん)の親睦会で料理が食べられなくなっちゃうよ。それにほかのみんなも食べたいと思うから、一人一つで我慢して。残りは、瓶に詰めて保存しよう。これも立派な保存食だからね」

			「「「はーい」」」

			　素直に俺の言葉にしたがい火狐たちは、揚げカスを瓶につめる。

			　脂で揚げて水分がとんでいる。あとはこれに塩を振れば一年ぐらいは腐らない。

			　瓶いっぱいに揚げカスを入れた後、塩を入れて、ふたをして思いっきりふる。これで塩がよくなじむだろう。

			「今作った脂も、余ったものは保存するよ。いろいろと使い道があるからね。もう温めるのはいいよ」

			「うん、火を止めますね」

			　そして、塩を一掴(つか)み入れる。

			「次は、この脂を常温にしてもらっていいかな？」

			「ん。わかった！」

			　火の魔術は、熱を作ることがその本質ではない。熱量操作こそが本質だ。

			　ゆえに熱を奪うこともできる。

			　脂が常温になったのを確認してから、瓶に脂を注ぐ。

			「よし、じゃあこの瓶を冷たくしてくれ」

			「今度はクロがやるの！」

			　先ほどクロネと呼ばれた少女が、前に出て瓶ごと冷やす。名前の通り、黒い火狐の少女だ。まさに天真爛漫という表現がぴったり。彼女の魔術で、脂が冷え始める。すると、脂が固まり、瓶の中が白いクリーム状になった。

			　不純物を取り除かれた脂が固まると、すごく滑らかなラードになるのだ。

			「ほら、綺(き)麗(れい)で軟らかいだろ？　このクリームみたいなのはラードって言うんだ」

			　お玉をラードに入れると、ほとんど抵抗なく沈み込んでいく。

			「すごい！」

			「次からは少し温めるだけで脂になるし、これ自体がおいしい調味料にもなるんだ。少しパンがあったかな……。これを焼いてもらっていいかな」

			「ユキノがやる！」

			「ユキノはさっきやったでしょ。次は私がやる！」

			　今度は、黄色の火狐のケミンがパンを焼いてくれた。それに、瓶からすくったラードを乗せる。すると、パンの表面で熱せられたラードが溶けていき、あたりに甘い香りがただよう。

			「ほら、一人一口ずつ食べてみて」

			　そういうと、火狐たちがパンを回して食べ始めた。

			　みんな、口に含むと驚きで目を輝かせる。

			　イノシシの脂はうまい。それこそ、バター替わりに使えるほどに。

			　脂なのにくどくないし、肉のうまみと、強い甘みがある。

			　しかも今回は温めたが、冷めたままでも美味(おい)しい。

			　牛の脂は溶ける温度が48℃ほどだが、イノシシの脂は30℃。人の口の中でも十分に溶けて、旨(うま)みを楽しむことが出来る。火を通さない食べ方をするなら、最適の脂だ。

			　だが、その希少性ゆえに、地球ではめったに手に入らない超高級品とされている。

			「さて、それじゃ本番に行こうか」

			　再び火狐たちに指示してラードを作る。だが、今度は瓶詰をしない。すぐに使うからだ。

			「このアツアツのラードの中にジャガイモを入れる。まずはポテトチップスを作ろう。これには超うす切りのジャガイモを使うんだ」

			　俺は、ジャガイモの収穫祭のために作って置いたスライサーを取り出した。エルフのみんなに、自分で作った料理をその場で食べてもらうイベントを考えていたので、誰でも扱えるスライサーが必要だった。

			　ジャガイモをスライサーに押し当てると、透けて見えそうなほど薄くスライスされた芋がスライサーの下から放り出され、鍋に落ちた。

			　その要領であっという間に、一つの芋を全てスライスしてしまった。

			　薄い芋はあっというまに狐色になり浮かんでくる。

			　それをすくい上げて皿に盛る。

			　最後に、火狐の村からとってきた岩塩を砕き振りかけて完成だ。

			「次にフライドポテト、これはジャガイモを大きく切る」

			　スライサーは使わずに皮ごとジャガイモを八等分に切る。

			　フライドポテトは皮つきで大き目。これが王道だ。

			　一度ゆでて潰して成型したフライドポテトなんて、フライドポテトとは認めない。

			「少し温度を落としてもらっていいかな？」

			「これくらいですか？」

			「いい感じだ。この温度をよく覚えといてね」

			「うん！」

			　最初は低温でじっくり揚げる。ジャガイモに火が通ってきた。

			「よし！　今度は一気に温度をあげて」

			「こっ、こうですか？」

			「もっと強く！」

			「はい！」

			「うん、これでいい。最初は弱火、最後に強火。これがコツだよ」

			　俺は、ケミンの頭を撫(な)でながら、うまく揚がったフライドポテトを脂から取り出し皿に盛る。最後に高温で揚げることで、歯ごたえも味も断然よくなる。

			「次は君が芋を入れるところからやってみて」

			「はっ、はい」

			　自信なさそうに言っていたが、一人でやらせてみると最初の弱火も最後の強火も一回で自分のものにしていた。

			　これなら任せて大丈夫そうだ。

			「これが、今日みんなにふるまうジャガイモ料理だ！　両方ともジャガイモ百個分作ってほしい。ポテトチップスは冷めても美味(おい)しいから、今から百個まとめて用意する。フライドポテトは直前に作り立てを提供だ。今からやる作業はポテトチップスの作り置きと、フライドポテト用のジャガイモのカット！　できるな」

			　俺の問いかけにみんなが頷(うなず)いてくれた。これでジャガイモ班は大丈夫だろう。

			　次はステーキ班に行こうとすると、服の裾をつかまれた。

			「シリル様。少しジャガイモ料理も味見したい。ダメ？」

			　恥ずかしそうにユキノと呼ばれた女の子が問いかけてくる。

			「ああ、いいよ。両方とも一つだけだよ」

			　俺がそう言うと、みんな目を輝かせて、見本で作ったポテトチップスと、フライドポテトをほおばる。

			「このポテトチップス、サクサクして面白い！」

			「私は、フライドポテトのほうがホクホクして好きだよ」

			「どっちも、すっごく美味(おい)しいよ」

			　火狐たちに好評なようでよかった。

			　そもそも、シンプルな料理だが材料はどれも超一級品だ。うまくないわけがない。

			　天然イノシシの手作りラードに、有機肥料だけで育てたジャガイモ。それに、火狐の村でとった岩塩。

			　普通の店では提供できない値段になるだろう。

			　イノシシの脂のうまみをたっぷり吸い取り、ミネラルたっぷりの岩塩で味付けをしている絶品ポテト。ある意味、これは最高の贅(ぜい)沢(たく)かもしれない。

			　火狐たちの笑顔を見届けてから、ステーキ班のテーブルに移動した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次はステーキ班だ。

			　今日のメインディッシュなので気合が入る。イノシシの肉でも二番目に柔らかく、ステーキに適しているロース肉を火狐たちに手渡す。

			　一頭から、十数キロしか取れない部位だ。ステーキにするにはこれぐらいの肉を使わないといけない。

			　モモやスネ、バラ肉だと、ステーキにすると味が一段落ちてしまう。本当はサーロインを使いたいが、人数分用意できないので諦める。

			　巨大な鉄板と、巨大なツボの前に火狐たちが集まっていた。こっちの班は、割と平均年齢が高い。主婦層が集まっているようなイメージだ。

			「おまたせ、それじゃ今日の特製ステーキの作り方を教えるよ。目玉料理だから、責任重大だ」

			　俺が声をかけるが、火狐たちはいまいちノリが悪い。

			「どうしたのかな？　あんまり気乗りしていないようだけど」

			　俺が問いかけると、おずおずと火狐の一人が声を上げた。

			　三十代前半の色気がむんむんとした火狐だ。頭の中で未亡人さんと勝手に命名する。

			「その、シリル様、焼いたイノシシは固くて筋張って、あんまり好きじゃないんです」

			「そうよね。私もイノシシは煮込んだほうが好きかも」

			　火狐たちは、みんなうんうんと頷(うなず)く。確かに、彼女たちの言うとおりだ。主婦層だけあって、料理にはある程度造詣が深いのだろう。

			　筋肉質なイノシシは筋が多くて、肉が硬い。だから、なんの工夫もなくただ焼いただけでは食べ辛い。

			「特製だって言っただろう？　俺が教えるステーキは、簡単に噛み切れるほど柔らかい。まあ、試しに一枚焼いてみるから、それを試食してみて」

			　論より証(しよう)拠(こ)。

			　言葉を重ねるより食べてもらったほうが早い。

			　俺は、鉄板の横においてある壺から赤紫色の液体に浸った肉を取り出す。

			　狩りに出る前に、俺とルシエに配給された肉を使って仕込んでいたものだ。

			　厚さは、１センチほどにしてある。

			　俺の調理法だとこれがベストだ。薄すぎると食べごたえがないし、厚すぎると噛みきれなくなるし、くどくなる。

			「悪いけど鉄板を温めてくれないか？」

			　俺の指示で、未亡人さんが鉄板を温める。

			「水滴を落として、水の球ができるぐらいがベストの温度だ。みんなも覚えておいてくれ」

			　実際に水滴を落とすと、水滴は一瞬で球になり、蒸発して消えた。

			　そこにさきほど瓶詰にしたラードを落として溶かし、肉を乗せる。肉の香りと、クランベリーの香りがあたりに広がる。

			　肉を漬けていた赤(あか)褐(かつ)色(しよく)の液体は、クランベリーの果汁を水で薄めたものだ。

			「焼き方は半生がベスト。この火力なら、横から見て、すこし焼き面の色がかわったらすぐにひっくり返すといい感じだね」

			　その言葉の通り、肉をひっくり返し反対側も同じようにして色が変わると皿に移す。

			　本当に表面を焼いただけの状態だが、脂肪が低温で溶けるイノシシの場合、牛のステーキよりも、より生に近いほうが美味(おい)しい。

			　脂肪が人の体温で溶けない牛と違って、イノシシは生で食べても十分うまいのだ。

			　ステーキを小さくナイフで切り分けて、皿を未亡人さんに差し出す。未亡人さんは、それを手づかみで口にいれた。

			「歯で、かみ切れる。こんな柔らかいお肉はじめてよ」

			　それを見たほかの火狐たちもわれさきにと、味見をしていく。

			　口の中で肉が柔らかくほどけ、溶けた脂肪と肉汁があふれる特製ステーキは、彼女たちを虜にした。

			「ほら、美味(おい)しいだろ？　だけど、今のは一工程抜いているから本番はもっと美味(おい)しいよ。さあ、やろう。時間がない。なにせ、少し余裕をもたせて、２６０人分の仕込みが必要だ」

			「はい、お願いします！」

			　さきほどまで消極的だった未亡人さんも、ステーキのうまさを知って乗り気に変わった。

			「このステーキ肉の柔らかさの秘密は二つある。一つはこれだ」

			　俺はとっておきの調理具を取り出す。

			　見た目は、メリケンサックに一列に並んだ彫刻刀の刃が無数についた、かなり凶悪なものだ。

			「だけど、これを使うのは肉を切ってからだ。まず、肉を切ろう。厚さが重要だからしっかり覚えてね」

			　未亡人さんの後ろに立ち、特製包丁を握らせてその手を取る。

			「ほら、しっかり肉を押さえて」

			「はっ、はい」

			　若(じやつ)干(かん)顔を赤くして、未亡人さんが肉に向き合う。

			「こうやって、ほら、この厚さだ。この柔らかさならこれが一番。さぁ、どんどん切って行こう、十枚ぐらい切れば覚えるよ」

			　真剣な表情で肉をどんどん切っていく。

			　出来たステーキは一つ１５０グラム前後。かなり食べごたえがあるステーキになるだろう。

			　途中から手を離して一人でやらせてみたが、コツを掴(つか)んだおかげで切り分けられたステーキ肉は俺が作ったものと大差なかった。

			「今から魔法を見せよう。さっき取り出した調理器具。ミートソフターを使う」

			　俺はメリケンサック型の調理器具を拳に嵌(は)める。

			　それで肉を殴るのだ。

			　すると、無数の彫刻刀が肉に突き刺さり筋をズタズタにする。

			　殴るポイントを少しずつずらしながら肉全体に刃を通す。

			　イノシシの肉が硬いのは、筋肉質な肉ゆえに筋が多いからだ、それを切ってしまえば柔らかい肉に変わる。柔らかくするには肉叩きハンマーを使う手もあるが、あれは細胞が潰れ、旨(うま)みを逃がしてしまう。徹底したスジ切りのほうがいい。

			「そして、次はもう一つの魔法だ」

			　俺は、クランベリーの果汁が満たされたツボに肉を放り込む。

			「クランベリーの果汁には、タンパク質をアミノ酸に分解してくれる効果があるんだ。こうすると肉が柔らかくなるし、何より人はタンパク質よりもアミノ酸のほうが強く旨(うま)みを感じる。一石二鳥の方法だよ。一つ目の魔法で、切れ込みが入っているから効果も倍増だ」

			「あの、言っている意味がまったく分かりません」

			　俺は苦笑しながら、頭をぽりぽりとかく。やってしまった。俺の言った言葉の半分も分からなかっただろう。

			「肉が柔らかくなって、しかも味もよくなるってことだよ」

			「それならわかるわ！」

			「よし、肉は焼き立てを提供するから、今できるのは肉を切って、ミートソフターで刃を通して、クランベリー果汁に漬けるまでだ。２６０枚分は最低必要だから、急がないと駄目だよ。できるかい？」

			「やってみせます」

			「これだけ人数が居れば余裕よ」

			　頼もしい返事が返って来た。俺は笑みを作り、口を開く。

			「よし、なら最後の工程だ。さっきのステーキは一工程抜いたと言ったけど、それを今からやる。その工程はソース作りだ」

			　そう、せっかく最高のステーキを作るんだ。塩だけで食べるのは芸がないだろう。

			「使うのは、肉を漬けているクランベリーの果汁だ。肉を柔らかくするために漬けこむんだけど、どうしても、肉のうまみの一部はここに溶けだしてしまうんだ。せっかくだからこれをソースにしちゃおう」

			　俺は、小さな鍋にクランベリー果汁を注ぎ、火狐に沸(ふつ)騰(とう)直前まで温めるように指示する。

			「クランベリー果汁を煮詰めると、酸味が飛ぶし、甘味が強くなってそれだけでもうまい。だけど、それで満足するわけにはいかない。より美味(おい)しくするために、ここに加えるものがある」

			　俺は鉄板の上に、筋の塊(かたまり)でどう見ても食べられない、くず肉を乗せる。

			「ここまでひどい肉だと、なかなか食べられない。だけどね。こういう肉は、焼くとすごい肉汁が出るんだ」

			　鉄板に筋の塊(かたまり)を押し付けると、じゅうと音が鳴ってすごい量の肉汁が溢れだした。

			　脂ではない、純粋な肉汁。ソースにするには、ラードを加えるよりもこっちのほうがずっといい。これを使ったソースは肉のうまみを補強するのに、脂っぽさがまったくないのだ。

			　溢れる肉汁の魅(み)惑(わく)的な匂いは、それだけで俺たちを恍惚とさせる。

			「この鉄板には仕掛けがしてあってね、微妙に傾斜になっていて、肉汁が端の溝を通って、備え付けの瓶の中に入るようになっているんだ」

			　筋から流れ出た肉汁がどんどん瓶に溜まっていく。瓶がいっぱいになるまで筋を焼き、肉汁を絞り出す。

			　しかもこの鉄板の表面は、俺の持つ魔術の粋をいかして、鏡面並みに磨き上げられている。おかげでほとんど焦げ付かないので、肉汁の風味を損なうことがない。

			「それで、出来た肉汁を煮詰めたクランベリーソースに注いで、岩塩で味を調えて、香りのいい山菜を加えると、特製ソースの出来上がり。これをかけると、ステーキのうまさが何倍にもなる」

			　甘酸っぱく、肉汁の旨(うま)みに溢れたソース。これは肉にかけてもうまいが、フライドポテトにかけても最高だ。ステーキとポテトは同じ皿に盛るので、そういう食べ方もありだろう。

			「ほら、こっちも味見してくれ」

			　火狐たちが、鍋に指を入れて、その指を舐(な)める。

			　すると、みんな尻尾(しつぽ)がピンとなった。

			　今までで一番いい反応だ。

			「もう、お肉なんていらないから、このソースをパンに塗って食べたい」

			「私も私も、いつもの蒸し芋にたっぷりかけるのもいいかも」

			「あっ、それいい！」

			「シリル様の話だと、小麦も明日から使えるそうね。麺(めん)に絡めて炒めるっていうのは？」

			「あんた最高！」

			　流石(さすが)、年齢層の高い主婦層。今日のごちそうだけで終わらせず、日常生活をよくするほうに頭が回っている。

			「肉の準備と、今日使う分のソースができれば、普段使い用にこのソースは作りだめしておこう。かなり保存も利くし、どうせ筋の塊(かたまり)も、肉を漬けるために作ったクランベリーソースも捨てちゃうしね」

			「「「わかりました！　いっぱいいっぱい作ります」」」

			　明日からの食卓を豊かにするために、年長組の狐たちはステーキの準備とソース作りに取り掛かった。

			　むしろ後者のほうに力が入っているように見えるのは、きっと気のせいだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「よし、次は最後の班だな」

			　ジャガイモ班と、ステーキ班でかなり時間を食ったので、少し早足でシカ料理班とスープ班のところに向かう。

			　この二つは、セットだ。

			　最高のスープに、シカ肉で作った料理を入れて完成させる。

			「みんなごめん、待たせた！」

			「全然大丈夫だよ。シリル様」

			「そうそう、私たちも、ちょくちょく他の班に混じって味見とかしてたし。脂カスもお肉もお腹いっぱい食べたいなあ」

			「ああ、コナ、それ秘密！」

			　最後の班は、十代後半から二十代が集まっている集団だ。

			　今までで一番、俺のほうにやる気が出る。

			「それでは、シリル様、よろしくお願いします」

			　その中に居たクウが頭を下げる。

			　火狐の皆は俺を敬っているが、やはりクウみたいに育ちの良さが滲(にじ)み出ている子は少ない。

			　なんというか、クウには気品があるのだ。

			「よし、じゃあスープから作る。とは言っても、こっちは手間はかかるが、手順自体は簡単だ」

			　シカの後ろ足を持ってきた。

			　実は四足歩行の動物は、前足よりも後ろ足のほうがずっとうまい。

			「まずは、ズンドウに水をたっぷり入れて、そこにスネ肉と、肉をそぎ落とした骨を砕いて入れる」

			　いつものように、火狐に鍋の温度をあげてもらう。

			　燃料を用意する必要もないし、そもそも水の温度を直接あげるので、煙もでない。

			　家で料理するときは、薪(まき)を集めて毎回火をつけるのは面倒だし、煙が出ると掃除もしないといけなくなるので、うらやましい限りだ。

			　それに、今日火狐たちの着替え中に工房の扉を開けたが、暖かい空気が流れてきていた。

			　彼女たちは、火の魔術で温度調整をしているのだ。

			　逆に夏は、熱を奪って涼しくする。火狐が居る部屋は、一年中過ごしやすい気温に保たれる。

			　一家に一人、欲しくなる。それが火狐族だ。

			「そこに、俺が用意した干(ほ)しキノコをたっぷりと入れて、岩塩をぶち込む」

			　工房の中に保管していた干(ほ)しキノコを惜しげもなく鍋に投入する。

			　シイタケに似たキノコがあったので、仕込んでいた。一部のキノコは干(ほ)すことで、旨(うま)みが何倍にもなる。これはスープの材料としては、かなり上等な部類に入る。

			「あとは、親睦会がはじまる少し前まで、ひたすらかき回してアクを取る。このスープは、うまく作れば澄んだ透明のスープになる。でも、手を抜けば白く濁(にご)るよ。サボればすぐにわかるから、頑張って」

			　俺は笑いかけて、一人の火狐にアクをすくうためのお玉と鍋をかき回す棒を渡す。

			「他のところはもっと派手なのに、なんか地味ぃ」

			「ちょっとがっかりかも」

			　流石(さすが)に、まだ若い火狐たちだけあって、素直に思ったことを言ってくれる。

			　俺は苦笑して口を開く。

			「確かに、他のと比べるとごちそうって感じではないね。だけど、こういう、さりげない美味(おい)しさがこのスープには求められるんだ」

			　俺の言葉が理解できないのか、皆、首を傾げている。

			「単純に、スープ単体で美味(おい)しさを求めるなら、イノシシのほうを使った」

			　そっちのほうが脂質も多く、わかりやすい美味(おい)しさになっただろう。

			「だけどね、ジャガイモ料理も、イノシシ料理も、すごく脂っこい料理なんだ。スープまでそんな感じだと、胃がもたれちゃう」

			　そう、スープは他の主役たちを輝かせることが狙いだ。

			　そういう意味ではシカは最高の材料となる。脂肪の強さはないが、純粋な肉の味ではイノシシに勝る。

			　時間をかけてコツコツ煮込んだスープは、その労力に値する味になるだろう。

			「あっ、それ、わかります。ごちそうばっかりだと、休憩する料理が欲しくなりますし」

			　村長の娘で、ある程度豊かな生活をしていたクウが、頷(うなず)いてくれた。

			「それにね。派手で豪華だから美味(うま)いと言うわけじゃない。ちょっと簡易版を作ってみようか」

			　小さな鍋に、ズンドウと同じ材料を入れて、風の魔術で圧力を高め簡易的な圧力鍋にし、クウに火を通してもらう。

			　アクは取れないし、急速に作るせいで雑味もでるので、１ランク味が落ちるが、この方法なら十分ほどでそれなりのものを作れる。

			「ほら、皆、味見タイムだ。何人かは、恒例の、になるのかな」

			「はうぅ、ごめんなさい」

			「だって、いい匂いしてたんだもん」

			　さっき自供した火狐たちが、謝って来た。笑顔でそれを許して、スープを差し出す。

			「あっ、優しい味」

			「本当ですね。飲んでるとほっとする」

			「いくらでも飲めそう」

			　ステーキで疲れた口を、このスープで休ませる。

			「あくまで簡易版だから、しっかり作ったスープは、もっと美味(おい)しいよ。ずっと煮込むのは大変だけど頑張って。ただ、地味とは言っても、このままだと寂(さび)しいから、こういうのを用意した」

			　俺は、今日用意した最終兵器、もやしを取り出す。

			　帝国から奪った物資の中にあった大豆を、工房の中に用意した暗室で育てて作ったのだ。

			「これ、なんですか？」

			「暗いところで育てた大豆の芽。栄養たっぷりだし、歯ごたえがいいんだよ。これを仕上げに入れると、スープの味がぐっと良くなる」

			　もやしは万能の野菜だ。少ない大豆をそのまま食べるよりはと思い作っていた。

			「ただ、ひげがついているだろう？　それがついていると、味が濁(にご)るし、歯ごたえが悪くなる。みんなで、一つ一つ取ってくれ」

			　もやしの根にあるひげ、これを取るか取らないかで、完成品のクオリティが違ってくる。

			　ただ、この作業は相当の忍耐が要求される。正直、自分で食べるスープを作るときは、わざわざ取らない。だが、火狐たちの精一杯を見せるなら、妥協できなかった。

			「やります。やらせてください」

			「そっちのほうが美味(おい)しいんだよね。ならやる」

			「うん、恩返しさせてください。シリル様に食べてもらうためなら、私頑張る」

			　火狐たちが素直な子ばかりで良かった。

			　クウに視線を向けると、嬉しそうな視線を返してくれた。

			「それなら、スープと、もやしは任せた。残りの皆、今日の表のメインがイノシシのステーキなら、今から作るのは裏のメインだ。火狐族の伝統料理、シカのソーセージを作る」

			　これを作るためにあえて、シカの内臓を抜かなかった。

			「シリル様、火狐族の伝統料理って、私たち、そんな料理知らないですよ？」

			「いいんだよ、クウ。そういう風にエルフたちに紹介する。エルフたちも一度も食べたことがないから、絶対にばれない。俺が全部指示を出して作ったって言うより、インパクトがあるだろ？　火狐たちが、自分たちをもてなすために、火狐族伝統のごちそうを作ってくれたってほうが嬉しいし、わくわくする」

			　ジャガイモ自体が火狐の村で出回っていないので、フライドポテトやポテトチップスを火狐料理だと言うのはきつい。ステーキは言い張れないことはないが、既存のステーキに手を加えただけだから驚きが少ない。だが、ソーセージは今まで誰ひとり食べたことがない。火狐たちの伝統料理と言っても、誰も疑わない。

			　シカで作ったソーセージはとてもうまい。一度シカのソーセージを食べてしまえば、豚や牛のソーセージを食えなくなるぐらいの味だ。何より保存食だから、日常的にも食べられる。

			　そんなものが火狐たちによってもたらされたと思えば、一気に印象はよくなる。

			「しかしそれでは、シリル様の手柄を横取りしたみたいで……」

			「それでいいんだよ。今日の親睦会の目的はね、火狐を含めたエルシエの皆が楽しむことが第一、そして、火狐の皆がエルシエになじむのが第二、つまりね。火狐の皆がエルフの皆に気に入られること。それ自体が俺の手柄だ」

			「本当に、シリル様は……本当に……」

			　クウが目を赤くして、尻尾(しつぽ)を少し振った。

			「ありがとうございます。それでは、作り方を教えてください」

			「あとね、火狐の伝統料理っていうのは、別に嘘じゃないさ、俺が伝えて、火狐の伝統料理になったものを、今度は、クウたちがエルフに伝えるだけさ」

			「ひっどい、屁理屈ですね」

			　クウが声を上げて笑う。

			「しっかり、火狐たちには、口裏を合わせるように指示してくれよ。全部台無しになったら笑えないから」

			「もちろん、シリル様のお気遣いを無駄にするわけにはいかないですから」

			「よし！　ならはじめよう。まずはこれを使う」

			　俺は、シカの腸を取り出す。

			　草食動物の腸は長い。栄養を少しでも吸収できるように、体長の20倍はある。

			　今回のシカだと、40メートル近い。

			「まずは、掃除だ」

			　少しズルだが、俺は水の魔術を使った。水瓶に溜まっている水を操作。腸の入り口に水を誘(ゆう)導(どう)し、一気に流し込む。

			　すると、腸の出口から、水が汚物を押し出しながら出てきた。

			　それを一分ほど行い、洗浄完了。洗い終った腸を手ごろなサイズに切って水に漬ける。

			「ソーセージって言うのをわかりやすく言えば、シカ肉の腸詰の燻(くん)製(せい)といったところだ。肉を詰める腸は用意できたから、次はひき肉を作る。部位はどんな部分でもいい」

			　そう言いながら、シカの肉を取り出し、まな板の上に置く。

			「まずは、縦横にざっくり切って、包丁でたたく。そしてそれをボウルに入れる」

			　ほとんどミンチに近い状態の肉をボウルに入れていく。

			「基本は、これに塩を足して練り込んだものをさっきの腸に詰め、燻(くん)製(せい)するんだけど、それだと弱い」

			　そう、シカ肉は、ほとんど脂肪がなく淡白で、味気がない。このままソーセージにすれば、イノシシのステーキの裏に霞(かす)んでしまうだろう。

			「だから、旨(うま)みを補強する！　そのために使うのがこいつだ」

			　次に俺が取り出したのはシカのレバー。そう、最高の甘味を持ち、そのまま生で食べたくなるような逸品だ。

			　それを同じように刻んで、少量だけボウルの中に入れる。

			　こうすることにより、コクが段違いによくなる。

			「さらに、これを加える」

			　トドメとばかりにラードを少量入れる。

			　淡白だと言うことは、裏を返せば何にでも合うということ、他の肉なら、別種の肉の脂を入れれば味が喧(けん)嘩(か)して台無しになるが、シカ肉にはそれを受け入れる度量がある。

			　それに、臭み消しとしてユリワサビを刻んだものと岩塩を入れて、腰を入れて練り込む。

			　完全にレバーとラードが馴(な)染(じ)み、さらに肉に粘りが出たところで手を止める。

			「これで、具は完成だ。これを腸に詰めていく」

			　１メートルずつに切り分け、水につけていた腸に具を入れる。イノシシの胃で作ったしぼり袋に具を入れて、先端を腸に押し当て中身を絞り出し、パンパンに具を詰めていく。

			　それを一定間隔でねじっていき、なじみ深いソーセージの形にしていく。

			「あとは、これを吊るして、煙であぶる。たき火の上に吊るすだけだから、簡単だ。さあやってみよう」

			　作り方自体は意外と単純なので、皆でやって、ときおり指示をしていけばなんとかなるだろう。

			　通常ソーセージで使う、豚や羊の腸よりも、シカの腸は歯ごたえがいいし、旨(うま)みは強く、臭みがない。それに、レバーとラードで旨(うま)みを補強した具が組み合わさることで、感動的なうまさになる。

			「シリル様、そのはしたないお願いなのですが」

			　クウがおずおずと口を開く、よく見ると、ひとりの女の子が後ろに隠れていた。

			　きっと彼女は、自分では言い辛いことをクウにお願いしている。

			「私たち、ソーセージ班も味見したら駄目でしょうか」

			「うーん、味見はいいんだけど、燻製が一時間ぐらいかかるから……そうだ。とりあえずの味見ならいいのがある」

			　俺はそう言うなり、腸に詰め切れなかった肉を俵形にして、鉄板を使い、火狐の力を借りて焼き始める。

			　作っているのはハンバーグだ。軽く焼いたものを火狐たちに差し出す。

			「ソーセージじゃなくて、ハンバーグって料理だけど、使っている材料は同じだから少しは似たような味になると思うよ。食べてみて」

			　そう言うと、さきほどと同じように火狐たちが集まってくる。

			　よくよく見ると、ジャガイモ班の火狐が数人いた。

			　どうやら、よその班のつまみ食いはお互い様みたいだ。

			「ふわふわしてる」

			「ステーキよりこっちのほうが好き」

			「肉汁が口の中で洪水を起こしてる」

			「一口と言わずにおなかいっぱい食べたいよぅ」

			　これも好評なようだ。

			　エルシエのみんなも火狐たちも、普段はあまり手の込んだ料理らしい料理を食べていないので、こういった手の込んだものは美味(おい)しく感じるのかもしれない。

			「中の具だけでそんなこと言ってると、きっちり燻製して、美味(おい)しいスープで煮込んだソーセージだとほっぺたが落ちちゃうよ」

			　テンションが高くなった火狐たちにそう声をかけると、皆の唾を飲む音が聞こえてきた。

			「私、生きててよかった」

			「だよね。こんな思いをするぐらいなら死んだほうがましとか言ってたけど、ほんと、生きてて良かった」

			「でも、弟にも食べさせてあげたかったな……」

			「そういうこと言うのやめようって決めたじゃん！」

			「でもぅ」

			　火狐たちの会話が変な方向に転がっている。

			　まずいと感じた俺は、思い切り両手を合わせて、大きな音を立てて注目を集めた。

			「さあ皆、休憩は終わりだ。ソーセージをどんどん作っていくよ」

			「シリル様、どれくらい作れば？」

			　クウは俺の意図に気付いて、会話の流れの誘(ゆう)導(どう)に協力してくれた。ありがたい。

			「材料があるだけ作ろう。これは保存が出来るから、親睦会の後の分も、この機会に作っておきたい。他の班よりも大変だけど頑張ってね」

			「もちろん頑張ります。ここで頑張れば、親睦会の後も、美味(おい)しいものが食べられるってことですもんね！」

			　火狐たちは皆やる気が出ている。

			　これで、一通り料理のレクチャーが終わった。

			　あとは、味の調整が難しいソーセージ班に張り付いて、助けを求められればフォローするぐらいで良いだろう。

			　今日の親睦会の料理の目途はたった。

			　あとは、この機会を俺と火狐たちがどう生かすかだ。

			　失敗は許されない。別の機会を設けて、同じ料理を作ったところで、今日ほどの感動を与えることはできないのだから。

		

	
		
			第７話　努力の成果

			　

			　親睦会が始まる直前。エルシエの中央にある広場では、会のセッティングがほぼ完了していた。

			　机と椅子がいくつも並べられ、机の上には山盛りのポテトチップスと、干(ほ)しクランベリー、そして酒の瓶が置かれている。

			　ステーキやフライドポテトは目の前で完成させて出来立てを食べてもらう。しかし、一度に調理できる数には限界があるので、ポテトチップスや干(ほ)しクランベリーを摘まみながら酒を飲んで待ち時間を潰してもらうのだ。

			　口の中をさっぱりさせる干(ほ)しクランベリーには箸休めの効果も期待している。

			　料理も準備万端だ。鉄板に火がともり、鍋の中の脂は気泡を吐き始め、スープは湯気を立てている。調理担当の火狐たちも所定の位置についていた。

			　エルフたちはみんな、仕事を切り上げて集まりはじめた。

			　火狐たちには調理担当をローテーションで回すように指示している。

			　親睦会の間、ずっと料理を作るばかりでは可哀相だから、ちゃんと皆が時間をわけて楽しめるようにした。

			「みんな、硬くなるのも無理はないけど、あんまり緊張しないで、悪い人はいないから」

			　俺は、手持ち無沙汰になって椅子に座っている火狐たちの傍(そば)に歩いて行き、声をかける。

			　本当は、火狐同士で固まらず、それぞれがエルフたちの中に交じって欲しいが、無理強いしても仕方がないので、今はエルフ同士、火狐同士で固まってもらっていた。もう少し場が温まったら、席替えをしよう。

			　火狐たちは、まともにエルシエの中に入るのははじめて来たとき以来だし、そのときはロレウが怒鳴りつけていたので、緊張しているのも無理はない。

			　実際、みんな警戒心を隠しきれず、おどおどしていた。

			「大丈夫だよ。ひどいことを言われたり、何かされたら、俺が守ってあげるから。だから安心してくれ。それとも、俺じゃ頼りないかな？」

			　優しい言葉をかける。今の言葉は、ただの出まかせではなく、本心だ。

			「頼りなくなんてないの。シリル様が守ってくれるなら……」

			「うんうん、シリル様がそう言ってくれるなら、怖くないかも」

			「だよね。きっと大丈夫」

			　少しは、表情が柔らかくなってくれたようだ。

			　これならなんとかなるだろう。あとは、今日の主役の登場を待つだけだ。

			　主役は火狐の代表であるクウだ。今日の出し物の打ち合わせをした後、とある目的でルシエと共に、村の長老達に預けてある。

			「シリル、お待たせ。やっぱりクウちゃんは綺(き)麗(れい)だから、何を着ても似合うし、化粧のノリもいいね。スタイルもすごくて、ちょっと嫉妬しちゃう」

			「そんなことないですよ。私だってルシエちゃんの妖精みたいな可(か)憐(れん)さは羨ましいって思っちゃいます。肌だって、すっごくすべすべですし」

			　ルシエとクウが現れた。二人とも昔からの友達だけあって、仲が良さそうだ。

			　ルシエのほうは、先日の舞のときに見せた透明感のある薄い衣を幾重にも重ねたエルフの伝統衣装。クウは、赤を基調にした体のラインがでるドレスのような服を着ている。

			　二人とも元がすごくいいので、化粧は控えめに、あくまで素材を活かすように施(ほどこ)されている。村の長老連中に任せたが正解だった。さすがの俺も化粧まではサポートできない。

			「二人ともすごくいいね。ルシエは最高に可愛(かわい)いし、クウは綺(き)麗(れい)だ。そんな二人を見れて俺は幸せ者だよ」

			「シリル、そういうの照れるよ」

			「お世辞なのに、尻尾(しつぽ)がぎゅーってなっちゃいます」

			　ルシエとクウが照れて顔を赤くする。

			　俺はお世辞なんて言ったつもりはない。ルシエは最高に可愛(かわい)いし、クウは本当に綺(き)麗(れい)だ。二人とも、種類は違えど、最高の魅(み)力(りよく)を持っている。

			「今日は頑張ろう。ルシエの出番はもう少しあとだけど、クウには最初に挨(あい)拶(さつ)してもらう。もう、皆集まってくれたからね。クウ、心の準備はいいかな？」

			　俺の問いにクウは、覚悟を込めた目で返事をしてくれた。

			　ある意味、ここが正念場だ。彼女が与える印象がそのまま、火狐全体への印象に直結する。

			「もちろんです。私は火狐の族長になるってシリルくんに宣言しました。だから、これは私の戦いです」

			「いい返事だ。なら、その戦いに勝とう。クウなら大丈夫だよ、俺が保証する。クウが今まで頑張っているところを見てきたからわかるんだ」

			「シリル、クウちゃんを口説いてるわけじゃないよね？」

			「違うよ。戦友としての言葉だ。クウにはわかるだろ？」

			「……もちろんですよ？　別に勘違いなんてしてませんから」

			　さあ、気合は十分だ。クウの手を取り、出し物用に作ったステージに向かう。

			　クウの手が少し震えている。確か、ルシエが初めてクロスボウを実演するときもそうだったなと思いだし、少し微(ほほ)笑(え)ましい気持ちになる。

			「クウ」

			「はっ、はい」

			　緊張のせいか、クウはいきなり声をかけられてびくりとなった。

			「そんなに緊張することないよ。火狐たちの前に居るときみたいに、クウが作った頼もしくて、優しい、包容力のあるクウ。その演技をすればいい。なんのことはない。いつものことだ」

			「シリルくん、あれが演技だってわかってたんですか？」

			「もちろん。俺も人前に出るときは演技しているからね。人がそうしているときは、わかっちゃうんだ」

			「ずっと素だと思ってました」

			「俺の素は、すごいよ。自分勝手な俺様キャラで、しかも甘えん坊だ。それを見せたらドン引きされちゃうよ。とてもじゃないけど見せられないな」

			　俺はいつも優しくて、それでいて厳しい村長の仮面をつけている。皆が求める自分を演じているのだ。

			「ルシエちゃんの前でもそうなんですか？」

			「ルシエの前だとまた別の仮面だね。どうしても大好きな子の前だとカッコつけちゃうんだ。嫌われたくないしね」

			　ルシエの前で素の自分を出すのは怖い。彼女は何よりも大事な人だから。

			「エルシエのみんなの前で演技して、帰ってもルシエちゃんの前で演技して、それってすごく疲れません？」

			「多少はね。でも慣れてくるよ。むしろ、演技している自分になるのが目標かな」

			「そこまで思われているルシエちゃん、ちょっと羨ましいです。でも、いつか私には、ありのままのシリルくんを見せてほしいです。私なら、どんなシリルくんでも大丈夫ですから」

			「本気でそう言ってくれるなら、クウには俺と対等の立場になって欲しいかな。ただ庇(ひ)護(ご)されるエルシエの一人じゃなくて、火狐の代表として俺と一緒にエルシエを導くような。そしたら、俺もクウを頼れるし、甘えられる」

			　火狐たちは俺に懐いてくれている。でも、俺がどんなに努力しても、憧れや尊敬を得られても、心の深いところにある共感は得られない。本当の意味で彼女たちを導けるのはクウしかいない。

			「その返事は前もしましたよ。私は火狐の族長です。だけど、今の言葉で勇気が出ました。シリルくんの隣に立つなら、これぐらいのことで尻込みできないですね。……でも、ちょっとだけ手を握ってもらえますか」

			「もちろん」

			　クウがそっと俺の手を握ってくる。

			　体温が高いはずの火狐なのに、手が冷たくて震えていた。少し痛いぐらいに強く握り返す。

			　すると、クウは微(ほほ)笑(え)んで、手の震えが止まった。

			「では、いきましょう。エルシエの未来のために」

			「いい言葉だ」

			　俺は微(び)笑(しよう)した。クウは火狐の未来ではなく、エルシエの未来と言ってくれた。それは、火狐たちを導き、エルシエに貢献するように頑張ると言う覚悟の言葉だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちはステージに向かう。もう、エルフたちはみんな席についていた。

			　火狐たちの調理班は、いつでも仕上げにかかれる状態だ。

			　俺は深呼吸して、口を開く。

			「エルシエの皆！　忙しい中、集まってくれてありがとう。今日は、新たに仲間に加わった火狐たちとの親睦会だ！」

			　明るい声と心底嬉しそうな表情を意識して作る。

			　俺が楽しそうにしないで、いったい誰が楽しめるというのか。

			「親睦会とは言っても、そんなに堅苦しいものじゃない。ただ、美味(おい)しい飯を食って、酒を飲んで一緒に笑いあう。それだけだ。ちなみに、今日の料理は全て火狐たちが準備してくれた。俺たちに楽しんで欲しくて、今日は朝からずっと頑張ってくれた。俺はちょっとズルして摘まみ食いしたんだが、本当に美味(おい)しい料理だったよ。特にスープに入っている火狐の伝統料理、ソーセージって言うんだけどね。それがうまくて感動して、作ってくれた人のところに弟子入りしちゃった」

			　俺がそう言うと、何人かが笑い声をあげた。重苦しい空気が少し軽くなる。よし、頃合いだ。

			「では、火狐を代表して、族長のクウに挨(あい)拶(さつ)してもらう」

			　俺はクウにバトンを渡す。横目でクウを見るが、もう大丈夫そうだ。

			「エルフの皆さん、こんにちは。火狐の族長、クウです。私たちをエルシエに迎え入れてくださって、ありがとうございます。火狐を代表してお礼を言わせて頂きます」

			　クウが頭を下げる。

			　エルフたちも息をのむ。クウの動作の一つ一つが美しい。幼いころからそう躾(しつけ)られていたし、気品がある。

			　なにより、とびっきりの美人だ。身もふたもない言い方だが、見た目だけでかなり得をしている。人の前に立つものにとって、容姿はかなり重要なパラメーターだ。美しいというだけで好意的な印象を持たれやすい。

			「そして、今日このような場を設けて頂いたことに深く感謝を。さきほどシリル様がおっしゃった通り、本日の料理は、私たち火狐が、精一杯の気持ちを込めて作らせていただきましたので、ぜひご賞味ください。今の私たちにできる最高の料理を用意いたしました」

			　クウがそう言って手を叩くと、お盆にスープを乗せた火狐たちがエルフたちの席に向かって歩きだした。机はいくつかに分かれており、一つの机につき一人の火狐が向かうようにしてあった。ことこと煮込んだスープには、最後の仕上げに丁寧にひげを取り除いたもやしと、ソーセージが入っている。

			　肌寒くなってきている今の季節、温かい湯気をたてるスープは魅(み)力(りよく)的にうつる。

			　配膳している火狐たちは、なるべく綺(き)麗(れい)で明るく幼い子たちを集めた。手が触れる距離でのファーストコンタクトだ。いい印象を与えておきたいし、子供に対しては警戒心が緩(ゆる)む。

			「どうぞ、鹿のスープです」

			「クロ、いっぱい頑張ったの。美味(おい)しくできたの」

			「ユキノたちの料理、気に入ってくれると嬉しい」

		

	
		
			[image: p_147.jpg]
		

	
		
			　可(か)憐(れん)で幼い火狐たちに配膳されてエルフの男たちは、悪い気がしていないみたいだ。女性たちは、ほとんどが微(ほほ)笑(え)ましいものを見るように見ているが、たまににやにやしている男を見ていやな顔をしている。……これは必要悪だと割り切ろう。

			　火狐たちは、社交的にふるまってくれている。そうするようにクウが指示をしたからだったが、ちゃんとこなせるかどうかは心配だった。だが、杞(き)憂(ゆう)だったようだ。

			　いくら親交の場を設けても、当人たちにその気持ちが無ければどうしようもない。

			　スープを配り終った火狐たちは、お酒をエルフたちのコップに注ぎ、全て注ぎ終わった後に自分たちのコップにもお酒を注いでいく。

			　何組かは、エルフたちが自分から配膳してくれた火狐に注いであげていた。思ったより、ちゃんとコミュニケーションが取れていて一安心だ。

			「今日の料理のように、私たちは与えられるだけの存在ではありません。エルシエの一員として、貢献していきたいと思っています。あまり長い挨(あい)拶(さつ)をしているとスープが冷めちゃうので、ここまでに……。それでは、エルフと火狐の出会い、そしてエルシエの発展に乾杯をしたいと思います。シリル様」

			「ああ」

			　俺とクウは、ステージの横から渡されたコップを持つ。クウが視線で乾杯のあいさつをしろと言っている。

			　今日の親睦会の開始宣言は、火狐の代表であるクウがするのではなく、エルフも火狐も含めたエルシエの代表である俺がするべきだと。

			「みんな、グラスを掲げて、新しい仲間と、エルシエの未来に乾杯！」

			　コップのぶつかる音が幾重にも響き渡る。

			「それじゃ、後は各々で楽しんでもらうんだけど、今日の趣向を説明しようと思う。スープと今だしている料理、見慣れない薄いのはポテトチップスと言うんだけど、それが前菜だ」

			　俺がそう言うと、何人かのエルフが調理器具の前に立つ火狐に目を向ける。

			「メインディッシュは他にある。出来立てが一番うまいから目の前で仕上げてもらう。だけど、一度に作れる量には限界があるから、一テーブルずつ声をかけさせてもらう。声をかけられたテーブルから順番に並んでくれ。

			　それまでは、スープやポテトチップス、酒、干(ほ)しクランベリーを楽しんでほしい。もっとも、前菜も十分すぎるほどうまいよ。それじゃ、まずは右端のテーブルからだ」

			　俺の指示で、エルフたちが立ち上がり、鍋の前に並ぶ。

			　すると、火狐の女の子が、ジャガイモを脂に放り込み、クランベリーの果汁に浸かっていたステーキ肉を鉄板に乗せた。

			　クランベリーの甘酸っぱい香りと、イノシシの焼ける香ばしい香りがあたりに広がった。

			　それだけで食欲を刺激する。

			　あっという間にポテトが揚がり、肉が焼きあがる。

			　それを一枚の皿に盛りつけ、肉にはたっぷりの肉汁入り特製クランベリーソースをかけ、一つまみの塩を皿に盛る。

			　ポテトをクランベリーソースにつけてもいいし、塩で食べてもいいようにする配慮。ステーキのほうも塩気が足りなければ、ソースに塩を足せばいい。

			　鉄鍋も鉄板も大きいので、一度にかなりの人数分を用意できる。これなら、全員に行き渡るまで一時間もかからないだろう。

			「すっげぇ、うまそう」

			「この匂い、たまらないわ」

			　目の前で焼けていく肉は、料理への期待値を最高潮に引きあげる。実際、鉄板の前でエルフたちは大人達も子供のように目を輝かせていた。

			　大火力が出せ、火力調整が巧みな火狐だからこそ、一瞬で最高の焼き加減のステーキを作り上げることができるのだ。薪(まき)と石(いし)竈(かまど)だと、こうも手際よくはできないだろう。

			　テーブルに視線を戻すと、エルフたちがポテトチップスとスープを楽しんでいた。

			「このポテトチップスっていうのいいな、塩気とサクサクした食感がたまらないよ。酒がすすむ、すすむ」

			「このスープもすっごくいい味、シカってこんなに美味(おい)しいお出(だ)汁(し)でるんだ」

			「この野菜なんだろうね？　シャクシャクして癖になりそう」

			「それよりも、このソーセージっていうのがすごいよ。噛むとぷつんって、いい食感だし、肉汁が飛び出て、しかもすっごくコクがあるんだ。すっげえよ。これ火狐の伝統料理なんだろ！　あいつら、こんなうまいものずっと食ってたのかよ」

			「さっき、スープくれた火狐の子に聞いたんだけど、このソーセージって保存食で、あとで皆に配ってくれるんだって」

			「ほんとか!?　今日はスープだけど、焼いてパンにはさんでもうめえだろうな。そんないいものをくれるなんて火狐たちに感謝だ」

			　予想通り、大好評。

			　ポテトチップスの脂質＋塩分＋炭水化物のコンボは、酒と最高の相性なのは科学的に証明されている。

			　それに、ソーセージはラードを練り込んだことで肉汁のように、最高にうまいイノシシの脂が飛び出るし、シカのレバーが甘味とコクを与えている。

			　そんなものを食べ続ければ、すぐに胃がもたれてしまうはずだが、丁寧に骨とスネ肉を煮込み、アクを徹底的に取り除いた透明なスープが、口に溜まった脂を洗い流す。

			　スープの中に入れてある一本一本ひげを取り除いたもやしの貢献も大きい。スープのうまみをたっぷり吸っているし、最高の食感で口をリフレッシュさせてくれる。

			「やっと、メインにありつけたな」

			「そうね、食べる前から匂いでくらくらしちゃう」

			　そうしているうちに、料理を取りに行っていた第一陣が帰ってきた。

			　ステーキの香ばしい匂いは、周りの視線を集める。

			「でも、切るものがないわ。イノシシ肉は硬いからこのままじゃきついわよ」

			　エルフの女性がきょろきょろと辺りを見回す。イノシシ肉が硬いというのはエルフの共通認識でもあるのだ。

			「大丈夫だよ。簡単に噛み切れるからかぶりついちゃって」

			　そこに、火狐族の女の子、ケミンが助け船をだす。

			　言われた女性はもちろん、周りのエルフたちも怪(け)訝(げん)な顔をする。

			「本当に柔らかい魔法のステーキだから、ほらほら」

			　その強い押しに、しぶしぶといった様子で、ステーキをエルフの女性が口に含む。そして、一噛みすると簡単に肉が切れた。

			「うそっ、イノシシ肉なのにすっごく柔らかい、それにジューシー。こんなのはじめて！　イノシシ肉って、こんなに美味(おい)しかったの!?　それにこのソース、お肉の味がするのに、甘酸っぱくてサッパリしていて、いくらでも食べられそう」

			　筋を徹底的にきり、クランベリーの酵素でタンパク質をアミノ酸に分解したステーキは信じられない柔らかさになっているし、甘酸っぱいソースがしつこさを和らげている。

			　若(じやつ)干(かん)残った脂っぽさも、スープを啜(すす)れば解消され、すぐに次が食べたくなるはずだ。

			「本当？　なら私も、あ、ほんとうだ。口の中で溶けるみたい」

			「イノシシは煮込むしかないと思ってたけど、こんな食い方もあるんだ」

			「こっちのフライドポテトもすげえな。ほくほくして、ポテトチップスと同じ材料で出来ているとは思えないぜ」

			「おいおい、このソースにつけてフライドポテトを食ってみろよ。肉の味がぐっとしみて、ああ、もうなくなっちまった。お替りはないのか？」

			　第一陣の反応を見て、周りの目の色が変わる。いつ自分の番が来るのかと、そわそわしだした。

			　いい反応だ。そういった期待と焦れは、料理の味を何倍にも引き上げる。

			「大成功だよ。クウ、とりあえず、火狐の料理は気に入ってもらえた。食事が落ち着いてきたら、固まってる火狐たちの席を替えて、色々と話をさせてみよう。たぶん、料理のことを根ほり葉ほり聞かれるから、話題には困らないだろう」

			　そして、それこそが今回料理を作らせた裏の理由だ。

			　いきなり懇親会だ、さあ仲良く話せと言っても、なかなか話題に困り会話がはずまない。

			　料理で場の空気をあたためつつ、料理そのものを、話題にしてしまう。

			　エルフたちは、今日の料理の詳細を知りたいから質問攻めにするだろうし、今日の功労者の火狐たちも、自分達の成果を話したいだろう。

			「いったい、シリルくんはどこまで先を考えているんですか……」

			「割と行き当たりばったりだよ」

			「シリルくんで行き当たりばったりだと、私はどうなるんですか……でも、ありがとうございます。懇親会、うまくいきそうです。全部シリルくんのおかげですね。場所を用意して、エルフの皆さんを説得して、材料を揃えて、料理のことまで、本当に、何度お礼を言っても足りません」

			「それは違うよ、クウ。今日の成功は火狐の皆が頑張ったからだ」

			　そこは訂正しないといけない。じゃないと頑張ってくれたみんながかわいそうだ。

			「確かに俺は今回の場を用意して、美味(おい)しい料理の作り方を教えた。だけど今日の料理は、全部手間をかけて美味(おい)しくなる料理ばっかりなんだ。少しでも手を抜いたら、ひどいものが出来上がっていたよ。みんなに楽しんで欲しい。エルシエの仲間になりたい、そう思って本気で火狐の皆が努力してくれたから、うまくいっているんだ」

			「確かにその通りです。あの子たちが頑張ってくれたおかげですね。でも、シリルくんの頑張りはすごく大きいです。そこは譲りません」

			「クウのそういうところ、わりと好きだよ。それに、特別頑張ってくれたのはクウも一緒だ。クウ、お疲れ様。それから、ありがとう」

			　クウみたいに人を素直に褒(ほ)める。それは、意外と難しい。

			　そんなクウだから、こっちも褒(ほ)めてあげたくなる。感謝の言葉を微(ほほ)笑(え)みと一緒に伝えた。

			　すると、クウは少し顔を赤くして逸らした。まずい、手を出すつもりはないのに、思わせぶりなことを言ってしまった。

			「それじゃ、俺たちの仕事をしよう。皆の頑張りを無駄にしないために」

			「ええ、もちろん」

			　そう言って二人でステージから降りた。

			　さあ、楽しい楽しい挨(あい)拶(さつ)回り、それが終われば今日のメインイベントだ。

		

	
		
			第８話　奏(かな)でて、歌って、舞って

			　

			　メインディッシュの皿が空になったのを見計らって、ロレウの席に向かう。もちろんクウを連れてだ。ロレウはエルシエのナンバー２なので、この場で仲良くなってもらいたい。

			「ロレウ。楽しんでくれているか？」

			　親しげに声をかける。すると、酒がまわって気をよくしたロレウが、陽気な顔で口を開いた。

			「よう、長。今日の料理はすごいな。これ、本当に全部、火狐が作ったのか？」

			「そうだよ。だから感謝して食べないとね。ほら、コップが空いてるよ」

			　クウに横目で視線を送り、コップに酒を注がせる。俺が注ぐよりも美少女のクウが注いだほうが、ロレウも喜ぶだろう。

			「こんにちは。火狐の族長のクウと申します」

			「ああ、あのときの！」

			　クウを指さして表情を歪(ゆが)める。火狐たちを追い出そうと怒鳴ったことに若(じやつ)干(かん)の罪悪感を覚えているのだろう。

			「その節はどうも」

			「あ、ああ、あのときは悪かった」

			　うまい食事と酒で、気持ちが柔らかくなっているせいか、ロレウが謝罪する。

			「いいえ、ロレウ様の立場なら当然だと思います。私は気にしていませんから」

			「そうか、なら良かった」

			「それより、ロレウ様ってすごいんですね。いつもシリル様が話してくれるんですよ。あいつは俺の右腕だ。あいつが居るから、安心してエルシエを留守にして火狐たちのところに顔を出せるって」

			　クウがロレウをべた褒(ほ)めする。

			　もちろん、そんなことを言った覚えはない。正直な話をすると、もう少し頭のいいエルフが副官に欲しいと思っていた。ただ、人望があり、文字の読み書きができる人間は限られる。

			　ロレウは、腕っぷしが強いし、こう見えて面倒見がいい。これでもう少し、思慮深さがあれば言うこともないのだが……。

			　ロレウよりも適任なのは、ルシエぐらいしかいない。最近、他の見込みがあるエルフを教育して、適当に手柄を作って周りに信頼されるようにしてから取り立てようか検討しているが、それも難しいだろう。

			「そうか、長がそんなこと」

			「クウ、それを言うなよ。照れるじゃないか。だけど、ロレウには本当に感謝しているよ」

			「ごめんなさい、シリル様。でも、シリル様があんまり褒(ほ)めるものだから、今日ロレウ様と話すのをとても楽しみにしていたんです。あっ、コップが空きましたね。ほら、もう一杯」

			　クウが笑顔で酒を注ぐ。

			　ロレウは美少女が自分を褒(ほ)めて酌をしてくれているので、どんどん調子に乗っていく。ここまで単純な奴はそういないだろう。そこがロレウの長所でもあり短所でもある。
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			「……だから、そのとき俺言ってやったんだよ！　全員まとめてかかって来い！　そしたら、あいつら、五人も居たのにびびって逃げやがったんだ」

			「それはすごいですね」

			「だろ!?　それからこんなことも」

			「流石(さすが)です。ロレウ様」

			　気が付いたらロレウの自慢大会になっている。よく自慢話が尽きないものだ。

			　クウは笑顔で相槌を打ちながら、たまに酒を注いでいる。すごいな、俺がクウならそろそろ、あまりのうざさにきれているところだ。

			「っというわけだ。わかったかクウちゃん。だから、困ったらいつでも俺を頼ってきていいぞ。クウちゃんの頼みならなんでも聞いてやる」

			　そして、自慢大会に付き合うこと30分、べろんべろんになったロレウが、クウに色目を使いながら、そんなことを言い出した。

			　さきほどから、ロレウがクウの胸元に視線を向けているのが気になって仕方ない。……今日のクウの衣装は胸元が開いていて、背の高いロレウは谷間を覗き込むことができる。

			　なぜか、覗かれているクウじゃなくて俺のほうがイライラしている。

			「すっごく頼もしいです！　いつか相談させてくださいね」

			「まかせとけ！」

			「それでは、そろそろ席を移りますね。今日は楽しかったです。ありがとうございました」

			　立ち上がったクウの尻にロレウの手が伸びて来たので、そっと叩き落とした。

			　酔ったロレウは俺が叩き落としたことに気付かずに首を傾げた。

			「俺も楽しかったぜ、また飲もう、いや、飲むだけじゃなくて、その、だな、クウちゃんがよければ……」

			「さあ、クウ行こうか。ほら、ユキノが呼んでる」

			　流石(さすが)に雲行きが怪しくなってきたので、強引にクウの手を引いてその場を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クウ、気に入られるように努力しろとは言ったが、やり過ぎだ」

			　あれから、エルシエの中心人物たちのところを三人ほどまわった。そのあと、ステージの裏に回り二人で話す。

			　火狐の代表であるクウが彼らと仲良くなるのは、エルシエの今後のために重要だったので、長である俺が間に立って紹介したのだ。

			　驚いたことに、クウは人に取り入るのがすごくうまい。天性の聞き上手で、どんどん相手の言葉を引き出す。

			　そうすると、ただ相槌を打って酒を注ぐだけで、相手の気分が際限なく良くなっていくのだ。

			「はい、反省しています。ただ、ロレウ様にあそこまで気に入っていただけたのは私も意外でした」

			　俺に怒られて、クウはしょんぼりしていた。

			「ロレウ、プロポーズをしかけていたよ。あれを断っていたら角が立つところだった」

			「私はそんなつもりはなかったんですよ。ただ、普通にお話をしていただけで」

			「ロレウは、話すとうざくて、まともに話を聞いてくれる女の子が居ないから、ちょっと優しくされると、ころっといくんだ」

			「それを私のせいにされても……」

			　クウの狐耳がぱたっと倒れる。それを見て我に返った。確かにひどい言いがかりだ。彼女は彼女の仕事を完(かん)璧(ぺき)にこなそうとしただけなのに。

			「すまない。ちょっとおかしかった。ロレウと話していたときから、ちょっと苛ついていて、なんでだろうな、ドヤ顔の自慢話が想像以上に癇(かん)に障(さわ)ったんだ」

			　きっとそうだ。あの自慢話を長々と聞かされて気が立っていた。

			「その、シリルくん、もしかして嫉妬してくれたんですか？」

			　その言葉で、どくんと心臓がなった。

			「まさか、そんなことあるわけないだろ」

			「そうですか♪　わかりました」

			　なぜか、否定したのにクウが上機嫌になった。

			「エルフの人たちって、別の種族と、そういう仲になるのに抵抗があると思っていましたが、そうでもないんですね」

			「人によるかな。尻尾(しつぽ)とか獣耳とかがあると駄目って言う人も居るし、エルフ以外はぜったい嫌だっていう人も居る」

			　だいたい若い世代ほど気にしない。昔から、村同士の交流で他の種族のところに婿(むこ)入りするエルフはそれなりに居たし、逆に他種族の婿(むこ)を迎えるエルフもいた。

			　過去にはたまたま立ち寄った旅人と恋に落ちたなんてケースもあったらしい。その場合、旅人にはエルフの村に定住してもらうことになる。信用の無い旅人について村を出ていくことは許されない。魔石目当てで騙(だま)そうと近づいてくる奴がいるからだ。

			「シリルくんは、どうですか？　尻尾(しつぽ)とか大丈夫ですか」

			　クウがくるっと回転してお尻を向けて尻尾(しつぽ)を振る。火狐族の中でも一際美しい黄金色の尻尾(しつぽ)が揺れる。

			「可愛(かわい)いと思うよ」

			「なら、耳はどうですか？」

			　今度は顔をこちらに近づけて、耳をパタパタと動かす。

			「とってもクウに似合っていて素敵だよ」

			「そうですか、良かった」

			　クウが満面の笑みを浮かべる。困ったな。クウが可愛(かわい)すぎる。

			「クウ、俺にまでゴマをする必要はないよ」

			「ゴマなんてすってないですよ。私は気に入られるために、いい人を演じても、今みたいな好意を伝えるようなことはしません。それは信じてください」

			　心臓が高鳴る。なぜか、クウがいつもよりも二割増しぐらいに可愛(かわい)く見えてきた。どうしようもなく抱きしめたくなる。

			「シリル、クウちゃん。そろそろ準備しよう」

			　ルシエの声が聞こえたと思うと、彼女がステージ裏に入ってきた。

			　俺とクウが顔を見合わせて硬直する。

			　なぜか、街で愛人と不倫デートしていたら、たまたま買い物中の妻と出くわしたような気持ちになった。

			「どうしたの？　二人ともなんか変だよ？」

			　ルシエが不思議そうに首を傾げる。落ち着こう。よし、大丈夫。

			「ちょっと緊張してね。もうすぐ出し物を披(ひ)露(ろう)するだろう？　ルシエみたいに、皆の前でするの慣れてないから」

			「シリルが緊張？　面白い冗談だね。クウちゃんは大丈夫？」

			「私は慣れてますから、平気です」

			「それじゃ行こう、五年ぶりの三人の舞台。実は私、わくわくしてるの」

			「奇遇ですね。ルシエちゃん。私も興奮してます」

			　ルシエもクウも興奮した口調だ。五年近く離れていたのに、仲の良さはあのころのままだ。

			　五年前の祭りで、ルシエとクウの母親が舞と歌を披(ひ)露(ろう)した。そして、その前座を俺たち三人が行った。

			　あくまで前座だ。事実、ルシエとクウの母親に比べたら、俺たちのそれは稚拙だった。そのときに俺たちは約束した。もっと腕を磨いて、次は俺たちが主役になると。その誓いがこんなところで叶(かな)うとは思っていなかった。

			「俺は、どっちかって言うと、客席で見たかったな。二人の可愛(かわい)い姿を特等席でじっくり眺めたい」

			「またそんなこと言って。今日はシリルも眺められる側だよ。ほら行こう」

			「そうです。今日はシリルくんも一緒に披(ひ)露(ろう)することに意味があるんですから。そういう約束だったじゃないですか」

			「クウ、覚えていたのか」

			「忘れられるわけないじゃないですか。シリルくんだって覚えていたから、今日のステージを用意したんですよね？」

			「うん、絶対そう。だから、シリルは絶対一緒だよ。行こう」

			　笑顔の二人に手を引かれ、俺はステージの上にのぼった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一段高いところから、親睦会の様子を見渡す。

			　あらかたメインの皿は食べつくされ、ポテトチップスも底を尽きかけていた。

			　最初はエルフ同士、火狐同士で固まっていたが、今ではお互い散らばって料理の話で盛り上がってる。

			　最初は躊(ちゆう)躇(ちよ)していた火狐たちも、クウが挨(あい)拶(さつ)回りをしているのを見て、なら自分もと思ってくれたのだろう。

			　この流れを終わらすわけにはいかない。今から見せるのは、そんな絆をより深める出し物だ。

			「みんな注目してくれ。今からとっておきの出し物をする。主演は二人」

			　俺はクウとルシエの手を取り、高らかに掲げる。

			「まずは、エルフ一の踊り手、ルシエ。彼女の舞の素晴らしさは今更言うまでもないだろう」

			　エルフたちから口笛や拍手が飛び交う。みんな、ルシエの舞に魅(み)了(りよう)されており、いやがおうにも期待が高まる。

			「そして火狐一の歌い手、クウ。歌の名手である火狐族、その中でも、もっとも美しい歌声を持つ少女だ」

			　今度は火狐たちのほうから黄色い悲鳴があがる。クウの歌は、それだけ特別なのだろう。

			　火狐たちの歌声は美しい。かつては、他の村に乞われて報(ほう)酬(しゆう)をもらい、歌を披(ひ)露(ろう)するためだけに旅をすることもあったほどだ。

			　そんな火狐の中でも、クウは別格と言われ、幼いころから大切なイベントで歌い続けていた。

			　俺も最後に聴いたのは五年前、どれだけ成長したのか楽しみだ。

			　二人の手を離し、演奏開始の挨(あい)拶(さつ)をしようとすると、今度は逆に俺が手を掴(つか)まれた。クウに右手を、ルシエに左手を。

			　二人の顔を交互に見ると、二人とも悪戯(いたずら)じみた顔をしていた。

			「主演の数を訂正するね。主演は三人だよ。三人目は、エルフ一の奏者、シリル。みんなも知っているよね。帝国を打ち破った英雄にして私たちの長、楽器の腕も鈍ってなければ、エルフ一だよ」

			　ルシエがまるで自分のことのように誇(ほこ)らしげに言う。

			「シリル様は、奏者であると同時に指揮者でもあります。そして、火狐族の恩人です。シリル様が居たから、今の私たちがあります」

			　今度はクウがルシエと同じように誇(ほこ)らしげに言った。二人の言葉で、胸の奥がじんわりと熱くなる。俺は胸を張った。ここで照れて小さくなるのは男じゃない。

			「今日の舞台は、俺が音を奏(かな)で、その音にクウが歌を乗せ、ルシエが舞う。エルシエで初めての、エルフと火狐の共同作業だ。みんな、楽しんでくれ。いくぞ！」

			　注目が集まったのを確かめてから、俺はオカリナに似たエルフの伝統楽器、オファルを取り出す。

			　小さな頃からずっと一緒に居た相棒。父親からもらった宝物。演奏する曲は、エルフが火狐との友好のために作った曲だ。

			　一年に一度、演奏しようと決めたのに、エルフの村が帝国に支配されたせいで、それ以来、披(ひ)露(ろう)されなかった曲。

			　まだ俺たちが小さかった頃、エルシエに火狐が来たときの祭り、その余興で今日と同じように、俺が奏(かな)で、クウが歌い、ルシエが舞った。

			　そのときはまだ、大人たちの前座だったけど今は違う。

			　もう、守ってくれる人はいない。これからは俺たちが主役だ。

			　音を奏(かな)でる。明るい曲調だが、どことなく哀愁が漂う不思議な曲。

			　そこにクウの歌が乗った。

			　クウの歌は哀の歌だ。残してきた仲間を想う哀の歌。

			　クウの歌は愛の歌だ。共に過ごす大事な人を想う愛の歌。

			　過去の悲しみと、それを皆とともに乗り越えようとする希望、相反する二つの感情が強く込められている。

			　声が綺(き)麗(れい)だ。メロディーを掴(つか)むのも上手い。でも、それだけじゃない。もっと根本的な魂(たましい)を揺らす何かがあった。観客の目から自然に涙がこぼれる。

			　そして、ルシエの舞が始まる。ルシエの舞はクウの感情を表現し、その魅(み)力(りよく)を、魂(たましい)の揺れを何倍にも増やす。いや、それだけじゃない。ルシエの頑張れという気持ちが伝わり、優しい気持ちにさせてくれる。

			　彼女の舞は見る者に元気を与えてくれる。

			　クウとルシエ、二人の美少女は最高に絵になる。

			　音楽は鳴り続け、歌は響き渡り、舞はどこまでも伸びやかに。

			　観客は無言になり、ただ見入られていった。

			　永遠のような、一瞬のような時間が過ぎ。音楽が鳴りやむ。

			　そして静寂に支配された時間を取り戻すように、洪水のような拍手が鳴り響いた。

			「すごい、クウ姉様。すごい」

			「ルシエちゃん！　結婚してくれ！」

			「長。いい音だったぜ」

			　そんな中俺たちは、手を振りかえす。

			「みんな、楽しんでくれてありがとう。次は、皆の番だ。演奏できるエルフは楽器をもってあがってこい。踊れるエルフもみんな来い。火狐のみんなもだ。こっちに来て歌ってくれ。みんなで音楽を奏(かな)でよう」

			「みんな、一緒に歌いましょう」

			　俺の言葉にクウが反応して。

			「私と一緒に踊ろうよ」

			　ルシエが続く。

			　俺たちの呼びかけで、どんどん舞台に人が増える。そして、思い思いの演奏を始めた。

			　統率がとれず、ばらばらで音楽としての質は低いが、楽しそうに笑いながら、奏(かな)でて、歌って、踊っている。

			　今、この瞬間は、エルフと火狐、二つの種族に壁はない。

			　この一体感を得ただけでも、親睦会を実施した意味があった。

			　これから一緒に生きていける。そんな確信を得られた。

			　これなら、明日の帝国からの身代金の受け取りや、食料の買い出しでエルシエを数日あけても大丈夫だろう。

			　俺は喜びの感情を込めて、強くオファルを吹き鳴らした。

		

	
		
			第９話　交渉

			　

			　ゆっくりと目をあける。意識が朦朧としているし、記憶が途中から途切れている。親睦会でひとしきり騒いだ後、調理器具や机の片付けをした気がする。

			　それで、火狐たちの工房にいって、そうだ、その後、火狐たちと打ち上げをしたんだっけ。中途半端にビンに残ったお酒とか、余った料理がもったいないし、どうしても裏方で親睦会の間は楽しめなかった子たちが多かったから、そう提案したんだった。

			　あくまで火狐たちの打ち上げなので、俺は辞退しようとしたけど、引きとめられて離してもらえなかった。

			　そこで、ひたすら火狐の女の子たちに囲まれて酌をされ続けて、つい飲みすぎてしまった。

			　最初に一人の女の子に酌をされたら、私も私もと行列ができて、断ろうとしたら、あの子はよくて私は駄目なんですか!?　ずるい！　と言われて無理をして潰れてしまった。

			　そこから先の記憶がない。

			　目をあけて見える天井は旧工房で、今は暖かい布団に体が包まれている。

			　うっすらと記憶が戻ってきた。エルシエに戻るのは断念して、だけど、女の子ばかりの新工房で眠るのはまずい。だから、徹夜するときのことを考えて寝具を用意してある旧工房で寝ることにしたんだった。

			　クウに肩を担がれてこっちに来た。帰り際、クウを慕っている少女のケミンが、

			「クウ姉様がんば！　朝帰りでいいよ。一発決めて来て」

			　と言ってサムズアップをしていた気がする。そこで俺は意識を手放したんだ。

			　そんなことを思い出していると、布擦れの音がした。

			　そちらに目を向けると、クウがドレスを脱いで下着姿になっていた。

			「皺になっちゃうから脱がないと、やっぱり、こういう衣装、可愛(かわい)いのはいいけど、疲れちゃいますね」

			　そう言いながらドレスを畳んでいる。シンプルな肌着と、左右を紐(ひも)で結んだ下着姿だ。綺(き)麗(れい)な太ももや、大きな胸に目がいってしまう。

			「ちょっとだけ、ちょっとだけならいいですよね」

			　そう言いながら、こちらに向かって歩いて来る。俺は、黙ってクウを見ていることに罪悪感を覚え、寝返りをうったふりをして背中を向ける。

			「シリルくん、眠ってますよね？　担いで歩いても起きる気配なかったですし、大丈夫ですよね？」

			　小声でクウが問いかけてくる。

			　もちろん、眠っているはずの俺は返事をしない。

			　目は覚めているが、酒と日頃の欲求不満のせいで理性のほうがお休みしかけていて、そっちがまずい。

			　それなのに、クウが布団の中に入って来て、背中越しに俺を抱きしめた。

			　クウの柔らかさとか、匂いで頭がくらくらする。

			「ルシエちゃん、ごめんなさい。でも、ちょっとだけシリルくん、貸してください。今日だけですから」

			　クウの申し訳なさそうな声。寝るな理性、おまえが寝ると人道的に死ぬ。

			「少し独り言を言わせてください」

			　こつんと彼女の額が俺の背中に押し付けられる。

			　俺はクウに好意をもっている。彼女は本来、強い人間ではない。それなのに、仲間のために歯を食いしばって、必死に頑張る姿は美しいと思う。

			　どんなに辛いことがあっても諦めず、そして自分の弱さと未熟さを知った上で、成長しようとあがいている。彼女は、ルシエと同じく輝きをもつ少女だ。だからこそ、俺は手を差し伸べたくなる。

			　そんなクウが薄着で密着してくる状況は不味い。ルシエと違って結婚しなくてもできるとか、誘ったのはクウのほうだとか、次々と脳裏に浮かんでくる言い訳を必死に消し去る。

			　押し付けられた胸が柔らかいなとか、体温が心地いいなんて幻想だ。

			「シリルくん、本当のことを言うと再会するまでシリルくんのこと仲のよかった友達ぐらいにしか思ってなかったんです。お父様は許嫁って言ってたけど、そんな実感もなくて、エルフの村との交流がなくなってからは、なんとなく話がなくなっちゃったんだって思ってたんです」

			　無理もないだろう。

			　最後に会ったのは五年前。それまでだって二月に一度会えばいいほうだった。

			　その頃は、まだ俺たちは幼く、恋愛感情はなかった。それなのに、今までずっと好きだった、想いつづけていたなんて言われたら逆に怖い。

			　人は変わる。五年間、まったく会わなかったが、変わらず好きだったなんていう人がいるなら、それは都合のいい空想上の人物を好きになっただけだ。俺はそんな奴を信用しない。

			「だけど、再会した時のシリルくん、すっごくかっこよくて、王子様みたいに颯爽と現れて助けてくれて、ちょっと、ときめきました。約束、覚えていてくれたことも、すっごく嬉しくて、泣きそうになりました」

			　それは、この前も聞いた話だ。

			「火狐の村に行ったとき、叱ってくれたことも嬉しかった。私は弱くて、甘えられる人が欲しかった。でも甘えさせてくれるだけの人が欲しかったわけじゃなくて。今の弱い自分が嫌だから、誰かに叱ってもらって、導いて欲しかった。きっと私はお父様みたいな、厳しさと優しさの両方がある人を求めていたんです。そんな都合のいい人、どこにも居ないって思ってたのに、シリルくんがそうだったんです。それでますます好きになりました」

			　クウの腕にこもる力が強くなる。

			「シリルくん、いつもいっぱい頑張って色々してくれて、でもそれだけじゃなくて、私にどうしてこうしたのか、もっと私にこうして欲しかったとか、大切なことを教えてくれますよね？　そういうのがすごく嬉しいんです。それっていつか、私もシリルくんみたいになれるって信じてくれてるってことだもんね」

			　俺は確かに、クウに期待している。

			　彼女なら、いつか俺の右腕になってくれるんじゃないかって。

			　もちろん、今すぐは無理だ。クウの能力うんぬんではなくて、エルフじゃないという時点で重要なポジションを与えてもエルフたちが受け入れることができない。

			　それでもいずれは、実力しだいで誰でも認められるようにしたい。

			　クウにはリーダーにもっとも必要な要素のカリスマがある。火狐たちの彼女を慕う様子を見れば、それがわかる。カリスマと言うのは、努力や後天的なもので多少の肉付けは出来るが、もって生まれた資質に大きく左右される。

			「それでも、私がシリルくんに抱いている気持ちって、ルシエちゃんと違って、恋とかじゃなくて、憧れとかだと思ってたんです。はしかみたいなもので、すぐに冷めて、消えちゃう気持ちだって。だから、シリルくんが、もうルシエちゃんと愛し合ってても、そんなに悲しむことはないんだって、ある意味安心してたんです」

			　額を押し当てられているところが、少し濡れて冷たくなった。

			「でも、消えてくれないんです。シリルくんといると、こんな状況なのに楽しくて、もっと明日は楽しくなるって信じられて、きらきらするんです。ずっと、一緒に居たいって思っちゃうんです。そんな気持ちが強くなるばかりで、初めてで自信はないですけど、きっとこれが恋なんですね」

			　俺は、どう答えればいいんだろう。

			「ルシエちゃんが羨ましい。私が会えなかった五年間、ずっと一緒に居て、たくさん思い出があって、その中でシリルくんに好きになってもらえて。もし、エルフの村が帝国に支配されなくて、許嫁のままで居られて、ずっと会えてたら、好きになってもらえたのは私かもしれないとか、そんな馬鹿なことで頭がぐるぐるしちゃうんです。そんな自分が嫌なのに、その気持ちをシリルくんに押し付けちゃいそうで、怖いんです」

			　だから、こうして眠っていると思い込んでいる俺の背中に語りかけているのか。これは、クウの懺(ざん)悔(げ)だ。

			「諦めないといけないってわかってるんです。シリルくんは私よりずっと大変で、これ以上、悩みを増やさせるわけにはいかないって。それに、私は臆病なんです。冗談めかしてじゃなくて、本気で好きって言って断られるのが怖いんです。だから、気持ちを全部吐き出して、一晩泣いて、それで終わりにします。終わらなくても、終わったことにします」

			　クウの腕の力が緩(ゆる)くなっていく。彼女はきっと、今後そういった気持ちはないものとして扱うのだろう。胸の内がどうあれ、けっして口にも態度にも出さずに。

			　俺にとってみれば、もっとも都合がいい状況。だけど……

			　離れていくクウの温(ぬく)もりが、柔らかさが、どうしても名残惜しくて……

			「眠ってくれていて良かったです。シリルくんが起きてたら、こんなこと絶対に言えなかった。この気持ちはなんとしても忘れます。いっそのこと……、うん、それもいいかもしれません。好きになっちゃいけない人を好きになった私には、お似合いかもしれません」

			　すべてを諦めて泣き笑いになったクウ。そのまま彼女は、立ち上がり去ろうとした。だが、それを俺は許さない。クウの手を掴(つか)んで引き寄せ、抱きしめる。
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			「シっ、シリルくん、起きてたんですか？」

			　背中越しではなく、胸の中に納まったクウが、慌てた声音で問いかけてくる。

			　こうして抱きしめると彼女の小ささと儚さに驚く、こんな体であんなに頑張っていたのか。

			「ずっと起きてた。全部聞いた。だから抱きしめた」

			「なっ、なっ、なんで!?」

			　顔を真っ赤にしてひどく狼狽するクウ。

			「あの、そこは、聞かなかった振りして黙って見送るのが、その、紳士な対応では？」

			「黙れ」

			　俺はクウの尻尾(しつぽ)を思いっきり掴(つか)む。

			「ひゃあう。いきなり何するんですか!?」

			　クウが、妙に色っぽい声を上げたあと、抗議の声をあげてきた。

			「尻尾(しつぽ)を握っただけだよ」

			「最初に触ったときは、火狐の風習を知らなかったからセーフですけど、今は知ってますよね？　私たちにとって尻尾(しつぽ)は特別なんです。軽い気持ちで握ると怒りますよ！」

			「知っていてやってるんだ。それに、正式なやり方は、まず女の子が優しく手のひらに乗せるところからだろ？　クウ。俺は、ルシエが好きだ。世界で一番好きだ。そこは絶対に譲れない」

			　最低の告白。少なくとも、自分に好意を持っている相手に言うようなことじゃない。

			「そんなの、知ってます。見ればわかりますよ」

			「だけど、クウも好きになった。だから誰にも渡したくない。だいたいクウみたいなタイプって、自暴自棄になると、自己犠(ぎ)牲(せい)に走るから、目を離せないんだよ。どうせ、火狐族のために、エルフの有力者に自分の身を捧(ささ)げてとか、考えてたんだろ？　ちょうど、今日そのあてができたし、好きになっちゃいけない人を好きになった自分を罰(ばつ)して、その上で皆が幸せになるなら最善だとか」

			　クウがぽかんとした表情になった。

			　そしてゆっくりと口を開く。

			「……シリルくん、心を読む魔術とか、使えたりします？」

			「いいや、そこまで便利な魔術は、今の俺では使えない」

			　それができる俺が居ないわけではないが、シリルのままでは不可能だ。

			　第一、こんなわかりやすい相手に使う必要なんてみじんもない。

			「クウ、俺のものになってくれ。俺は世界で二番目にクウを愛したい。もちろん、そんな誠意のない男は嫌だと言うなら、それもそうだろう。選ぶのはクウだ。その気があるなら、手のひらに尻尾(しつぽ)を置いてくれ」

			　クウは慌てふためき、目を白黒させながら口を開く。

			「ルシエちゃんはどうするんですか!?　私がうんって言っても、ルシエちゃんが嫌だって言ったらダメじゃないですか」

			「死ぬ気で説得する。それで駄目ならルシエに隠れて付き合ってくれ」

			「すっごく男らしく言ってますけど、最低ですよ!?」

			「大丈夫、俺は二人とも愛しているし、ルシエは俺が大好きだ。あとはクウの気持ちだけの問題だ。無理強いするつもりはないよ。ただ、俺はクウが好きで、クウと一緒に居たいから、そのための方法を提案しているんだ」

			　そう、これが現状で取りうる最適解。

			　言い訳になるが、エルフの村では、村人の重婚は禁止されている。この狭い村でそんなものを許せば、血がどんどん濃くなってしまう。

			　だが、村長だけは例外で、その血筋を残すために、むしろ推(すい)奨(しよう)されていて、ルシエもそれを知っている。

			「一つだけ条件があります。三人目は駄目ですよ。女の子は嫉妬深いんです。ルシエちゃんが、私のことを許すと言ったとしても、絶対内心では嫌だと思っているはずです。それでも私は……、だから三人目は絶対だめなんです」

			「約束するよ。三人目はない」

			　俺がそう言うと、クウは苦笑いを浮かべる。そして、顔を隠すために俺の胸に顔をうずめた。

			「えっと、その、……よろしくお願いします」

			　クウがペタンと、尻尾(しつぽ)を俺の手のひらに置いた。

			　俺は手のひらに乗った尻尾(しつぽ)を先ほどとは違い、優しく握り返す。そして、滑らかな毛を優しく梳(す)いてから、軽くしごいてみる。

			「きゃう、尻尾(しつぽ)、敏感だから、やめて、ください」

			　反応が面白くてつい、色々と試してしまう。

			「それとクウ。わかってると思うけど、下着姿で男の布団に入っておいて無事で済むと思うなよ」

			　俺は抱きしめていたクウを仰向けにして、覆(おお)いかぶさるような体勢に変える。クウが瞳を潤ませ、顔を赤くした。

			「えっと、その、今、頭がごちゃごちゃだし、胸もいっぱいで、気持ちの整理が出来てなくて、そういうことは後日にしてもらえると。あと、体とか拭(ふ)いてないし」

			「でも、俺は今したい気分なんだ。せっかくクウの本音が聞けて、クウの心を知れたから、今度は体のことも知りたい」

			　クウの耳に息を吹きかけて、びくんと動くところを楽しんでからゆっくりと彼女の体に触れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝が来て、布団の中で眠るクウを残し、俺は先に工房を後にした。

			　村に戻り家に顔を出したが、火狐のケミンたちが、俺が潰れて介抱されているとルシエにわざわざ言いに行ってくれていたおかげで、心配はかけずに済んだようだ。

			　ルシエにあいさつして着替えてから、外に出る。家を出るときにルシエが、

			「シリル、クウちゃんの匂いがする。気のせいかな？」

			　と言っていたが、特に深い意味はないだろう。

			　きっと、そうだ。

			　体が重い、酒が残っている。

			「【代謝能力強化】」

			　体内魔力(オド)を使い、体細胞を活性化し、代謝を加速させる。

			　それによりアルコールの分解速度が速まるが、同時に不快さも跳ね上がる。

			　アルコールは分解時に不快物質が生成されるので、代謝をあげれば早く処理できるが、その分苦しみが一度に襲ってくる。

			　できれば使いたくないが、これから戦場にでるのだ。体調を整えないといけない。

			　俺は、地獄の苦しみを味わいながら体に残ったアルコールを分解し終えて、旧村長宅の横にある牢に向かった。

			「おはよう。いつもご苦労様」

			「シリル様。おはようございます」

			　牢の見張りのエルフに声をかけて、鍵を開けて中に入る。ここには四人の貴族様を捕らえていたが、一人は見せしめと情報収集のために拷(ごう)問(もん)で殺してしまったので、今は三人しかいない。

			　この牢には交代制で常に人を張り付けている。大事な金(かね)蔓(づる)だ。大切に扱わないとならない。

			　死なないように、水も食料も多めに与え、牢の中も清潔に保ってやっている。

			「喜べ、今日でここを出られるぞ。帝国の伯爵様の二男は金貨二千枚（一億二千万円）、子爵様の長男は金貨千四百枚（八千四百万）、男爵様には金貨六百枚（三千六百万円）の値段を付けたが、全員無事、払っていただけると手紙にあった。良かったな」

			　合計すれば、金貨四千枚（二億四千万円）の大金だ。

			　普通の奴(ど)隷(れい)であれば、成人男性で一人金貨二十枚（百二十万円）が相場なので、それに比べるとかなり割高だ。伯爵の二男が長男であれば、倍は取れたのだろうが、所詮、二男なんてスペアに過ぎない。むしろ、この金額を払う気になってくれたことに感謝しないといけない。

			　もっとも、本当に感謝すべきなのは、楽に箔をつけられると、普段でない戦場に、大事な息子を差し出してくれたことだ。馬鹿親の伯爵様や子爵様には足を向けて眠れないぐらいだ。

			「かっ、帰れるのか!?」

			「やったぁ、ママぁ、僕を見捨てないでくれてありがとう」

			「本当か、本当なんだな!?」

			　中にいる三人は大はしゃぎだ。それもそうだろう。贅(ぜい)沢(たく)な暮らしをしていた貴族様にとって、ここの生活は地獄そのものだったはず。

			　色々と配慮して、普通のエルフよりもいいものを食べさせているが、それでも彼らにはきつかっただろう。

			「誠意ある対応をしてくれれば帰れるさ。あと、変なことを考えるなよ。その首輪は俺にしか外せないように細工してある。無理に外そうとすれば死ぬ。こちらが金を受け取る前に逃げようとすれば、一生、その首輪がついたままだ」

			　三人の貴族たちは、それなりの魔術指導を受けているせいか、未熟だが身体強化の魔術を使える。俺はともかく、見張りの身が危険なので魔術阻害の首輪をつけさせた。

			　もともとは、エルフ全員につけられていたものだが、俺が解(かい)析(せき)し、壊さずに取り外す方法を見つけ、一人一人取り外した後、大量に保管してあったものを改良した。

			「わっ、わかっておる。もう私たちに、逆らう気力はない」

			「ひぃ、ひぃ、わかったから、もう痛いことしないでぇ」

			　目の前で一人、文字通り壊れるまで苛め抜いたところを見せているので、ずいぶんと素直だ。

			　一人一人、後ろに手を回させ縄で縛(しば)る。

			「あと、言っておくけど、その首輪、その気になれば、いつでも合図一つで君たちを殺せるようになっているんだ。そのことも覚えておいたほうがいい」

			　その為の回路も組んである。起動キー一つで終わりだ。

			　俺の言葉に真っ青になった貴族たちを三人、小突いて馬車の荷台に押し込み、俺はエルシエを出発した。

			　今日は一人だ。ほぼ確実に戦闘になる。そのときに、足手まといはいらない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　待ち合わせ場所は、エルシエから20キロほど離れた見晴しのいい丘だ。とは言っても、両サイドの30メートル先は木々が生い茂る森だ。

			　エルシエから一日で行ける距離でなおかつ遮(しや)蔽(へい)物が少ないところを選んだ。

			　約束は正午で、少し余裕をもって着くと、そこには馬車が五台ほど並んでおり、鎧(よろい)を着こんだ兵士たちが二十人ほどいた。

			　念のために、【知覚拡張】で周囲を捜(そう)索(さく)すると、弓をもった身軽な兵士が森の木々に隠れてこちらを窺っていた。

			　気配の消し方がうまい。相当の手練れだ。だが、風のある空間で俺を欺くことは不可能だ。

			　俺は腰にぶら下げた特製のナイフと、そして手甲と一体になった特製の短弓の状態を確認する。

			「帝国の兵士様方、今日はご足労頂きありがとうございます。私がエルシエの代表、シリル。あなた方と違って姓はありません。ただのシリルです。手紙ではそちらの代表は、ルルビッシュ・フォルンツェ男爵と伺っておりますが、よろしいでしょうか」

			　俺はにこやかにあいさつする。

			　しかし、それが気に食わなかったようで、髭を生やしたクマのような大男が、一団の中から、ノシノシと肩をいからせて出てきた。

			「未開の蛮(ばん)族(ぞく)の分際で、身代金の要求などと人間の真似事をしたあげく、なんだその貴族のようなしゃべりかたは!!　それでいやしい性根が隠せるとでも思っているのか!?」

			「そのようなつもりはありませんよ。ただ、エルシエの代表として、誠意をもって交渉をさせて頂きたいと思っております」

			　俺はそう言って頭を下げる。それがさらに火に油を注いだようで、向こうがさらに茹っていく。

			「エルシエとはなんだ！」

			「私たちの国の名でございます。もはや、エルフの村は、あなた方の手から独立した存在ですから、そういったものが必要かと」

			「何を言い出すかと思えば、そんなものは絶対に認めん！　貴様らはただ、暴動を起こした、ただの村だ。いずれ、鎮圧してやる！」

			「帝国様のお考えはわかりました。ですが、私たちはエルシエだと名乗ることをやめるつもりはありません」

			　そこだけは絶対に折れてはいけない。自分たちの誇(ほこ)りの根(こん)幹(かん)なのだから。

			　ちなみに、帝国には帝国以外の名称はない。

			　世界で唯一の帝が治める国だから、帝国。帝国に居る帝以外は帝として認めない。だから、この世界に帝国は一つしかなく、名称なんてものは必要ないという考え方だ。

			「このような話をしても双方不快になるだけだと思います。本題に入りましょう。人質と金を交換しましょうか。手順は簡単。まず、こちらが伯爵様の二男以外の人質を二人解放します。その後、全額金貨を受け取り、最後に残った一人を解放します」

			「いいだろう」

			　普通に考えれば、絶対に受け入れられるはずのない手順を、帝国側は簡単に認めた。

			　それの意味することは一つ。この交換がうまくいこうがいくまいが、帝国側はどうでもいいと思っている。つまり……。

			「では、手はず通りに」

			　そうして淡々と人質と金銭の交換を進めていく。

			　受け取った金貨は、大きな皮袋にぎっしりと詰まっていた。袋を振った音で金に混ざりものがないか、重みで枚数に相違がないかを確認する。きっちり四千枚分の金が入っていた。

			　偽物でも入っていないかと疑ったが、俺を油断させるために、見せ金として本物を持ち出してきたのだろう。

			　俺が三人目を解放する。なんのトラブルもなく、円(えん)滑(かつ)に人質交換は終わり、解除キーを送り、人質の首輪を外した。

			「貴様、長と言ったな。おとなしく帝国に従うつもりはないか？　今なら、以前と変わらない生活を約束してやろう。年に十人のエルフと税を差し出せば、それで許してやる」

			「ずいぶんと上から目線ですね。そのお言葉は、採算のとれる範囲での兵力では、エルシエを攻略できないとの判断からでしょうか。それを善意のように言われる筋合いはありません」

			　そう、戦争は金がかかる。ましてや帝国から２００キロ以上離れた辺境であるエルシエに兵を派遣するのはかなりの負担だ。五〇〇人でも相当辛かったはず。確実に勝てるだけの戦力を投入すれば、帝国は赤字になる。

			「ほうっ、そこまでわかっているのか」

			　今日はじめて、ルルビッシュ男爵の顔が笑みの形になる。

			「ええ、そうですね。おそらくそちらが想定しているエルシエを落とすのに必要な兵数は二千人と言ったところでしょうね。実際、攻めるときは余裕を持たせて三千人になるでしょう。それだけの派遣となれば、割に合うはずがない」

			「ははは、そこまで見事に言い当てられると誤(ご)魔(ま)化(か)す気にもなれんな。その通りだ。確かにおまえの言うとおり、三千も兵を投入すれば割に合わない。だがな、それでも帝国はやる」

			　鋭い眼光が俺を射抜いてくる。

			「これはプライドの問題だ。未開の蛮(ばん)族(ぞく)どもに負けたままというのは許されない。冬が終わり、春がくれば、三千の兵を率いてエルシエを攻め落とす」

			　その言葉は真実だろう。

			　その目が、言葉に込められた感情が、この男の雰囲気が、嘘だとは思わせてくれない。

			「あなた方の考えはよくわかりました。もちろん、そのときは我らの弓への対策をしてるのでしょうね。前衛は死んでもいい傭兵を大量に雇って大盾を持たせ、多方向から攻めるために森を焼く。軽装の伏(ふく)兵(へい)を数百人ほど事前に放って、逆方向から攻める。それぐらいは考えているんでしょうか？」

			「なっ、おまえ、なんで」

			　帝国も馬鹿じゃない。数人、生きて戻った奴がいるし、矢の二、三本は持って帰られた。対策を考えられていてもおかしくない。

			「そこまで、エルシエは帝国を舐(な)めていませんよ。それに、その弓を作ったのは私です。なら弱点なんて知らないはずがないでしょう。しかし、それを知っていて、対策の対策をしていないとでも思っているのでしょうか。忠告しましょう。たとえ兵が何千人いて対策しようが、エルシエを攻めれば、前回の二の舞になります。人数を増やすほど、あなた方の被害は大きくなるでしょう」

			　半分ブラフ、半分本気の忠告をする。

			　もちろん、これで引いてくれるなんて思っていない。この場で相手に警戒させること自体が目的だ。

			「面白い、面白いな、おまえ、こんな奴がエルフにも居たのか。……気が変わった。交渉してやろう。おまえはそれに値する相手だ。おまえ達が匿っている火狐の雌を全員差し出せ。そうすれば、金輪際帝国は、おまえたちに関わらないと約束しよう」

			「なるほど、提案を受け入れれば、エルフだけは助かると」

			「その通りだ。この前みたいに、火狐どもに自爆されたら困るからな。騙(だま)して、魔術殺しの首輪を嵌めてつれてこい。おまえなら出来るだろ？」

			　なぜ、こんな提案をしたのかを考える。おそらく帝国は、なんとしてでも火の魔石を手に入れたいのだろう。では、それはなぜか？

			「よほど製鉄用の木材が足りないと見えますね。火の魔石を、プライドを捨ててまで得たいと思うほどに」

			「ははは、その通りだ。魔石としての価値は、風より火のほうが数段上だ。鉄の加工にどうしてもほしい。お察しの通り、鉄をつくるには大量の木が必要だが、帝国の周りの森は禿げあがって限界だ。外から買うにも、内陸の帝国は、輸送に金がかかってむずかしい。火の魔石が得られるなら、見逃してやってもいい。エルフどもが降伏して献上品を差し出したという形なら、帝国の面目も保てる」

			　それはエルフのことだけを考えるならベストの提案だ。

			　元々、クウたちは厄(やつ)介(かい)者。それを売り飛ばすだけで安全が買える。

			　実際、俺なら簡単に彼女たちを騙(だま)せるだろう。食事に睡眠薬を盛って眠らせている間に全員に首輪をつけて馬車に積んで帝国に差し出す。

			　だが、そんな提案を考(こう)慮(りよ)する必要はみじんもない。

			「断る。彼女たちはもう、エルシエの一員だ」

			　それよりも問題は、エルシエに火狐が居ると知られていることだ。

			　それは、エルシエの中に情報を漏らしているエルフが居る可能性が高いということ。そのことに気が付けただけでも、ここに来た意味があっただろう。

			「なら、戦争をやるしかないなぁ。もう一つの提案だ。おまえだけでも帝国に来る気はないか？　その頭の良さ、胆力、そしてあの鉄弓を作った技術。矢を見て感動したよ。まじりっけなしの純粋な鉄。おまけに矢の全てが同じ品質。そんなもの、帝国でも作れねえ。おまえは帝国の利益になる人間だ。俺が取り立ててやる。蛮(ばん)族(ぞく)どもと一緒に殺すのはあまりに忍びない」

			　どうやら、この男は戦争をすれば勝てると思っているようだ。俺の言う、対策の対策を打ち破れる自信があるのだろう。なかなか、面白い人間だ。先日の五百人の襲(しゆう)撃(げき)も彼が率いて居たなら、念のため用意していた五枚の手札のうち、一枚ぐらいは切らないといけなかったかもしれない。

			「それも断る。俺はエルシエの長だ。みんなを守る義務がある。一つだけ教えて欲しい。その自信はどこから来る？」

			「答えるわけがないだろうが。そうか、残念だ。おまえみたいな男をこんなところで犬死させることになるなんてな。敵に回ると言うなら、危険すぎて生かしておけない。火の魔石は、あとのお楽しみだ。もう一組のほうから手に入れるほうが早いかもしれないが、あっちには化け物が居るしな」

			　男の言葉と同時に、隠れていた弓兵たちが矢を引き絞り、五方向から一斉に矢が飛んできた。

			　俺は口をにやりと歪(ゆが)める。

			　初めから帝国は金を渡すつもりはなかったから、あっさりと人質交換が成立した。

			　礼節には礼節を、言葉には言葉を、無礼には無礼を、なら拳には拳で応えよう。

			　それが、交渉というものだから。

		

	
		
			第10話　交渉（物理）

			　

			　身を隠していた弓兵が放った矢、五方向から飛んでくるそれが、俺には見えていた。いや、感じていた。

			　交渉が始まる前から【知覚拡張】と【プログラム】は発動させていた。だから、弓兵が隠れていたことも、さきほどから距離をじりじりと詰めていることも気付いていた。

			　矢の速度はせいぜい時速１８０キロしかない。

			　20メートル以上離れているため、こちらに届くまでにかかる時間は０・４秒もある。

			　それだけあれば十分。

			　弓兵から矢が放たれると同時に、進入角、速度、そのすべてを風が教えてくれた。数値化したデータから【プログラム】の術式は自動的に最適解をはじき出し、体を動かす。

			　一歩前に進み、上半身を沈み込ませ、さらに捻(ひね)る。

			　すると全ての矢が俺の身体のぎりぎりを通り過ぎていった。演算処理から体の始動に０・１秒、さらに一連の動作に０・２秒で余裕をもった回避だ。

			　目の前に居たルルビッシュ達の顔が驚愕に歪(ゆが)む。

			　それもそうだろう、木々に隠れ、気配を消した五人の弓兵からの多方向攻撃。それも20メートルという近距離。さらにエルフ相手に弓兵を使うはずはないという常識の裏をかいた作戦。俺以外のエルフであれば確実に死んでいた。

			　エルフが弓に強いと言っても、防げるのは距離があり、なおかつ単方向からの攻撃である場合に限定される。距離が近いと、風で与えられる影響なんてたかが知れている。さらに、多方向からの場合だと、全てを阻害する風を吹かすことはできない。

			　自身を中心に台風のように風を回転させることもできなくはないが、制御が難しく、出来るエルフは限られている上に、咄嗟には発動させられない。

			　弓兵たちの腕もいい。距離がばらばらなのに、全ての矢がほぼ同時に届き、動かなければ全て命中していた。それだけではなく、五本の矢の軌(き)道(どう)がまるで檻のようになっており、どの方向に逃げても当たるようになっていた。

			　弓兵たちは俺が避けたことに驚きはしても動きを止めない、既に次の矢を構えている。

			「無駄死にさせるには惜しいな」

			　素直に賞賛しよう。弓の名手たるエルフにすら、これほどの腕前を持つものはそういない。

			　だからこそ、ここで死んでもらう。

			　俺は左手に取りつけた手甲一体型の仕掛け弓に触れる。

			　一見それは、弧になっているはずの部品が折りたたまれており、弦も張られておらず、とても弓には見えない。

			　だが、ボタンを一つ押すと、折りたたまれていた弧が広がり、弦が自動的に張られ見事な短弓となる。

			　俺は左手を弓兵の一人に向かって、真っすぐ伸ばす。

			　手甲にはスリットがついており、そこにクロスボウ用の短い矢を収納していた。そのうち三本を引き抜き、右手の指に挟みこむ。

			　この短弓の弧は短いが、特殊合金のおかげで張力は55キロ、エルシエで使っているクロスボウの六割強を確保してある。標準的な長弓の１・３倍であり、鉄矢の貫通力のおかげで、ぎりぎりだが帝国の鎧(よろい)を貫(つらぬ)ける威力がある。

			　その短弓に矢を乗せ、真っ直ぐにした左腕と平行に右手で引く。

			　このサイズにしたのは、弧の長さを抑えて取り回しの良さをあげるのと、【身体強化】をフルに使った状態での片手で引ける限界の張力から逆算した結果だ。

			　数百人分の魂(たましい)を食って魔力量は増大したが、一度に放出できる量はほとんど変わらないし、過度な強化は体を壊してしまうので【身体強化】そのものには限度がある。

			　もし、その限度を越えたいのであれば、それこそ【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】のような魔術で、過度な魔力の放出に耐えられる体に作り替える裏技を使うしかない。

			　矢が放たれ、【風の加護】を受けたその矢は、恐ろしいほど真っ直ぐに飛んでいく。

			「っ」

			　一人の弓兵が眉間に矢を食らい、悲鳴すら上げる間もなく崩れ落ちる。

			　そして致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けた一人目が完全に突っ伏すよりもはやく、指に挟んだ二本目の矢を放ち、二人目を狙い撃つ。

			　この手甲一体型の短弓には、クロスボウのような留め金や、トリガーはついていない。速射性を最優先にしているので、不要だと判断した。

			「気をつけろ！　あの弓は俺たちの鎧(よろい)を貫(つらぬ)くぞ！　弓兵は援護、騎士は突撃だ」

			　ルルビッシュ男爵の指示で、七人ほどの鎧(よろい)を来た騎士が斬りかかってくる。

			　なるほど、取り回しがいいと言っても、この弓も至近距離では使えない。そして、この弓を使う以外に鎧(よろい)を貫(つらぬ)く手段はないと考えているのだろう。

			　考え事をしながらも、手は動き、矢は三人目の弓兵を貫(つらぬ)いた。

			　しかし、四本目を放つ時間はない。もう、騎士たちが目と鼻の先だ。

			　慌てずに、腰の鞘からナイフを引き抜く。その瞬間、黒光りする刀身があらわになり、俺が体内魔力(オド)を流し込むと、キーンと耳鳴りのような音があたりに響き始めた。

			　ナイフとは言っても刃渡りが50センチもある鉈に近いものだ。形状はグルカナイフに似ている。それをわざと大振りに、騎士に斬りかかる。

			「おいくそエルフ、見えているぞ」

			　斬りかかった騎士が剣で俺のナイフを受けようと構える。

			　余裕のある表情で『見えている』とわざわざ口に出し笑みを浮かべる。

			　ナイフを軽く受けてから、その剣で俺を一刀両断。たとえ、その一刀を躱(かわ)されたとしても、俺の左右に回り込んだ仲間たちが止めを刺す、という目算だろう。

			「シッ！」

			　気合を入れてナイフを振り抜く。

			「はっ？」

			　ナイフは、騎士の剣を、鎧(よろい)を、肉を、骨を、なんの抵抗もなく一瞬にして切り裂いた。

			　このナイフはルシエのために、科学、錬金術、魔術、俺の持てる全ての技術を注ぎ込んで作った特注品だ。鉄如き、紙のように切り裂いてみせよう。

			　わけがわからない。そんな間抜けな顔をして、血を吹き出し騎士が死んだ。

			　それを見届けるまもなく、俺はしゃがみこむ。先ほどまで後頭部があった位置を矢が正確に通り過ぎていった。ご丁寧に気配を消して、背後の死角にポジションを変えた弓兵が放った矢だ。

			【知覚拡張】で後ろが見えている俺でなければ、躱(かわ)せなかった。

			　しゃがんだ姿勢のままナイフを掴(つか)んだ手を限界まで伸ばし、一回転。

			　すると、左右から俺を挟みこもうとしていた二人の騎士の足首から上と下がお別れし、血を吹き出しながら倒れ込んだ。

			　それを見た残りの四人の騎士は突撃を躊(ちゆう)躇(ちよ)し、立ち止まる。

			　一瞬出来た空白の時間。その間にナイフを左手に持ちかえ、再び左手を弓兵に向けて突き出し、右手でスロットから新たな矢を二本取り出し指に挟みこむ。

			　立ち止まった騎士とは違い、弓兵のほうはさきほどから狂ったように次々と矢を放っている。

			　彼らにとって、死から逃れるためにできるのは立ち止まることではなく、俺を殺すことだ。

			　だが、その矢は当たらない。一歩、二歩、足を踏み出す。そんな最低限の動きで矢は宙を切る。

			「いっそ逃げればいいのに」

			　それが生き残る唯一の方法だ。

			　向かってくるなら処理をしよう。矢を放つと同時に命中を確信し、その数瞬後、眉間を打ち抜かれた弓兵が崩れ落ちる。

			　とうとう弓兵は残り一人。

			　そのタイミングで、やっと覚悟を決めた騎士が斬りかかってきた。

			　弓兵もそうだが、騎士様もみな精鋭だ。

			　まず、高い洞察力、隙のない視線が俺の全てを見透かそうとしていた。

			　次に、全員が難易度の高い【身体強化】を使っていた。それでいて、重心の移動が見事。普通は【身体強化】をすれば、体を動かす際に認識のずれにより、ぎこちなさが出るのだが、滑らかな動きを見せていた。

			　そして、迷いのない確かな剣筋。それは確かな修練によってのみ許されるものだ。

			　だが……。

			「まったくもって、問題ではない」

			　その程度では、俺に届かない。

			【知覚拡張】によって、筋肉の盛り上がり、発汗量、視線の動きまで全ての動きの前兆を俺は拾っている。それは帝国兵が五感でとらえている情報の数千倍にも及ぶ情報量だ。

			　さらに言えば、剣術なんてものは、ある程度効率のいい動きのパターンを複数、反射に近い速度で繰り出せるように体に染み込ませるものでしかない。

			　それに比べて【プログラム】は、自身のリソースで取りうる最適の動作を計算し、実行する。引き出しの数、質、ともに比較にならないし、すべての行動が反射すら凌(りよう)駕(が)する速度で繰り出される。

			　俺は帝国兵によって振り下ろされた剣を、半身を反らして紙一重で躱(かわ)し、騎士が無様に晒(さら)した背中を左手のナイフで一突きにする。鎧(よろい)ごと心臓を貫(つらぬ)かれた騎士が即死する。

			　そのまま、右手に残った最後の矢を放ち、最後の弓兵を貫(つらぬ)いた。

			「ナイフも、短弓も、いい出来だ」

			　ナイフは今まで不足していた近接の攻撃力を補い、手甲一体型の短弓は、その取り回しの良さと速射性を存分に発揮してくれた。

			　それだけではなく、手甲一体型の短弓には従来の弓にはないメリットが二つある。

			　一つ目は、弓を保持しつつ、両手をフリーにできること、おかげで武器の持ち替えが発生しないし、今のように左手にナイフをもったまま弓が引けるため、即座に近接戦闘への切り替えが可能であり、逆もしかりだ。近接戦闘時、距離を取った相手に対し、短弓で追撃なんて芸当も不可能ではない。

			　二つ目は、折りたたみ故の持ち運び易さだ。もっとも、折りたたみにしたせいで、生産性、整備性、威力、軽量性、耐久性を犠(ぎ)牲(せい)にすることになってしまっている。

			　作り終わってから、デメリットのほうが大きいことに気付いたが、折りたたみギミックを無くしたものを作り直すのも馬鹿らしいので、そのままにした。

			　流石(さすが)に、あっという間に十人近く死んだせいか、帝国の兵士の動きがとまる。

			　チャンスはここだ。

			　俺は短弓を折り畳み、ナイフを鞘に納めて、敵意はないと両手を広げてから口を開く。

			「さて、あなた方の頼みの綱の弓兵は全滅です、騎士も剣を抜いているのは残り三人、後ろに控えている方々を入れても二十に届かない。切り札のつもりでしょうが、二人、離れた位置で息をひそめている弓兵のかたにも気付いています。不意打ちは通じないものとお考えください。さて、あえて聞きましょうか、まだやりますか？」

			　これは脅(おど)しだ。これ以上続けるなら、皆殺しにすると俺は伝えた。

			「わかった。降参だ。悪かった。まるで悪夢のようだ。まさか、たった一人相手に、騎士団の最精鋭が手も足もでないとは、夢にも思わなかった。戦う前に相手が知れて良かったのか……。うちの勇者様と違って不死身というわけではないと信じたいが、少なくとも、剣も弓も避けられた。おまえは当たれば死んでくれるんだろう？　だが、化け物であることには変わりはあるまい。俺たちを皆殺しにできるだろうに、なぜ見逃そうとする？」

			　鋭い視線でルルビッシュ男爵は俺を睨(にら)み付ける。降参といいつつも、退路の確保や、残った人員に気を配っている。

			「帝国には、今後のために私たちが交渉のできる相手だということを知っておいて欲しいんですよ。今回は身代金を受け取り、人質を返す。定められていた通りの取り引きをきっちりやり遂げた実績を作っておこうかと。後はエルフの力をずいぶんと侮っていたみたいなので、警告です」

			　今後のことを考えると、それがベストだ。

			　こんな状況だが、和平を結べるのであれば結びたいし、完全に戦争になったときでも、どこかで落としどころをつける交渉をしたい。

			　エルフか人間、どちらかが滅びるまで戦い続けるなんてごめんだ。

			「なるほど。それにしても……まさかここまでだとは。距離を詰めて斬りかかった時点で終わりだと思っていたんだがね。弓はともかく、そのナイフ、そんなの聞いてないぞ」

			「当然です。つい先日出来たばかりの、工具ですから」

			「工具だと!?」

			「そう、装飾品を作るための工具です」

			　今日もってきたナイフは、超高振動・炭素合金ナイフだ。

			　炭素合金で出来ているため硬度が高く、最低限の粘りも持っている。

			　それにクイーロの錬金術で二種類の魔術式を仕込んであり、魔力を流し込むと、毎秒五万回以上の超高振動を起こすと同時に刃自体の硬度をさらにあげる。

			　それにより、刃と切断対象の間に振動による反発力が生じ、切断対象の摩擦抵抗が激減し、冗談のように簡単にものを切ることができる。また、硬度を上げているので刃のほうの摩(ま)耗(もう)も抑えるこができる。

			　もともとこれはルシエに送る指輪を加工するために作ったものだ。

			　やはり結婚指輪にはダイヤモンドの指輪を贈りたい。ダイヤモンドは所詮、炭素なのでクイーロであれば生成は可能だが、それだけではまったく美しさはないので、カットが必要不可欠だった。

			　カットしていないダイヤはそこらの石ころと変わらない。

			　どうしても、ダイヤモンドを容易(たやす)く切り裂くナイフが必要になったので作成した。

			　高品質な合金の生成、複雑な魔術式の構築と刻印、高速振動に適した構造への加工、どれも非常に難易度が高く、クイーロになった俺でも一本で【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の制限時間を全て使い切るほどだった。だが、ルシエのためだと思えば、それも苦労のうちに入らない。

			「たかが工具でこれだと!?　他にも何かあるのか」

			「ええ、それこそ無数に。言ったはずですよ。帝国が弓の対策をしているように、私たちは、その対策の対策をしていると」

			　俺の言葉に、ルルビッシュ男爵が思索にふける。

			　小声で聞こえないようにぶつぶつと言ってはいるが、【知覚拡張】で風が存在する空間の音は全てクリアに俺に届いてしまっている。

			（いったい、どこが後ろ盾だ？　コリーネ王国が技術支援してるのか？　いや、あそこだってこんなもんは作れねえ。なら、一体どこが？　くそっ、どこの連中が入れ知恵してる。目的はなんだ。エルフどもを使い潰して帝国の力を削ぐことか？　ありえねえ、もっと使える駒はいくらでもあるはずだ）

			　まったく的外れだが、彼がそう考えるのも無理はない。

			　こちらにとって有用な情報は聞き取れそうにないので、聞こえないふりをして情報収集をするのもやめよう。

			　流石(さすが)に疲れてきたので、会話の打ち切りにかかる。

			「それでは、そちらに敵意がないということであれば、私もこれ以上の血は望みません。お開きにしましょう。本日は、ありがとうございました」

			「待て、二つ話がある。一つは質問だが、シリルと言ったな、装備もすごいが、おまえ自身の技量も飛び抜けている。エルフというのは、皆おまえと同じぐらいに戦えるのか？」

			「さあどうでしょう。ですが、強いて言うなら私はあくまで長であって、戦士ではない」

			　俺の言葉を悪い方向に捉(とら)えたのか、ルルビッシュが顔を青くする。

			　嘘は言っていない。この言動の真意は、内通者をあぶりだすことにある。

			　俺の使ったナイフが量産されているのではないか。俺以上の戦士が本当に居るのか。ルルビッシュは胸に湧きあがった疑問を晴らさずにはいられないだろう。そうなれば、内通者に接触するしかない。

			　そこであっさりと俺のブラフはばれるだろうが、内通者を発見することが最優先だ。

			　本当に、俺と同じぐらいの戦闘力を持ったエルフがあと百人ほど居れば、もっと安心できるのに……とは常々思っているが。

			「……二つ目だ。今日の非礼の詫(わ)びをさせてもらおうか。おまえがあくまで交渉に来たのであれば、そうするのが筋だ。どうして欲しい？」

			　俺は、今日一番の驚きを感じた。

			　まさか、そんなことを言い出すとは思っていなかった。なら、折角だし先ほどから気になっているものを要求するとしよう。

			「それならば、まず馬を一頭いただけませんか？　そちらの弓兵によって射られてしまったので」

			　あの乱戦の中で、俺の逃走を防ぐために馬を弓で射られてしまった。このままでは、馬車の荷台を置いて帰るところだった。

			「いいだろう、まずと言ったということは、まだ要求はあるんだな」

			「ええ、もう一つは、そちらの荷台にある麻袋、それを一袋もらえませんか？」

			【知覚拡張】で存在を確認して以来、ずっと気になっていた帝国の積み荷を要求する。

			「目ざといな。気付いていたのか、えらいさんへの土産(みやげ)のつもりだったが、一袋ならいいだろう」

			　そうして、兵士によって10キロほどの粉が入った麻袋が荷台に運び込まれ、帝国の馬がそこに繋がれた。

			　その後、帝国兵は仲間の死体を確保して去っていった。

			　俺はそれを見送ってから、馬車を走らせる。

			「しんどかった」

			　今回の戦いは余裕に見えたが、かなりつらかった。

			【知覚拡張】と【プログラム】は強力だが万能ではない。

			　魔力の使用は最小限だが、演算により脳を極度に疲労させる。ゆえに長期の展開は難しい。

			　毎日、演算能力を鍛(きた)えているおかげで、二時間ほどは全力で起動できるようになってきたが、それでも疲れるものは疲れる。

			　そして何より、あくまでこの二つは最適な行動をとるための技であり無敵にはほど遠い。

			　例えば、空から半径１キロの岩石が落ちてくるなどと言った、どう動いても逃げられない状況には対応できない。そこまでいかなくても逃げ場のないほどの飽(ほう)和(わ)攻撃には弱い。

			　そもそも、演算から体を動かすまでに０・１秒かかるという欠点がある。

			　音速の攻撃であれば30メートル離れていても０・０８秒で到達するので、【プログラム】では対処できない。もっとも、その攻撃に入る予兆……銃であればトリガーを引く等の行為を【知覚拡張】でとらえて動くので、滅多なことでは破られないのだが。

			　だから、仮になんの予備動作もなく音速を超える攻撃をしてくる敵が居れば、負けてしまう。実際に俺ならそれができる。

			　俺の見立てでは無策で数百人以上の帝国の兵士たちの集団に突っ込んだ場合、殺せる人数は数十人といったところだ。そのうち力尽きて死ぬ。どうあがいても【シリル】一人には戦況を変える力はない。

			　策を用いて、仲間と協力することが必要不可欠だ。

			「しんどい思いをした甲(か)斐(い)はあったな。金貨四千枚、これで火狐の食料や服、家畜、それに来年植える作物の種類を増やせるな」

			　足りないものが取り揃えられるし、今より生活をよくできるだろう。

			　今のままでは、あまりにも食卓が寂(さび)しい、食材の種類が少なすぎる。せめて玉ねぎとニンジンぐらいは育てたい。欲を言えば、とうもろこし、そしてローズマリーやセージといった各種ハーブが欲しい。

			「想定外のお土産(みやげ)が出来た。まさか、こんなものが手に入るとは」

			　ルルビッシュから奪い取った麻袋の中には、黄金に匹敵するほど価値のあるものが入っている。

			　これを使って機嫌を取りつつ、誠心誠意謝罪すれば、きっとルシエもクウのことを許してくれるだろう。……そう思いたい。

			　そう考えながら、馬に鞭(むち)を入れてエルシエへの道を急ぐのだった。

		

	
		
			第11話　ルシエとクウ

			　

			　エルシエに戻ってから、旧村長宅の隣にある倉庫に向かう。

			　倉庫には食料と貴重品をしまっているので、今日獲得した金貨を保管する。ここ以外だと俺の工房ぐらいしか鍵がついている場所がない。

			　金貨が詰まった袋を馬車から取り出すが、かなり重い。

			　なにせ、金貨は小さなコインだが、金そのものが重く、帝国の金貨は純度が高いので、一つ40グラムほどの重さがある。それが四千枚もあるものだから、１６０キロにもなる。

			　それを苦労して担ぎ込んでから、麻袋も一緒に倉庫に入れる。

			　そして、その麻袋を開き、中身を５００グラムほど小さな麻袋に小分けする。

			　中身は、黒砂糖だ。

			「生きている内に手に入るとは思わなかったな」

			　砂糖はひどく貴重だ。原料となるサトウキビは温暖な気候でしか育たず、エルシエや帝国はおろか、この大陸では収穫できない。そのため海を渡った輸入に頼る必要がある。

			　しかし、造船技術や航海技術はまだまだ未熟。海底の地形が複雑なせいで、周辺の海は荒れている。しかも近海に住みついている水精族は自身のテリトリーを侵されると思い、怒って船を沈めてくるので、輸入品そのものが高価だった。

			　付け加えて、帝国はかなりの内陸部にあり、港のある都市からもたらされるものは、いくつもの都市や関所を通るため、その度に関税をかけられる。

			　それなのに、砂糖の需要は非常に高く、甘いものを食べられるのは、金持ちや貴族のステータスだと、見栄の張りあいまで起こり、１キロの砂糖が金貨一枚（六万円）で買えれば運がいいほうだった。そもそも、いくら金を出しても手に入らないなんて愉快な状態になっていた。

			　この10キロの砂糖だけで金貨十枚（六十万円）の価値はあるだろう。

			「甜(てん)菜(さい)の根から砂糖を作る方法が広まればだいぶ変わるとは思うけど、難しいだろうな」

			　砂糖の原料になるのは、サトウキビだけじゃない。

			　代表的な例に、寒冷な気候でも育つ甜菜と言うものがある。別名、砂糖大根。

			　根が肥大化する植物で、その根を千切りにして茹で、その汁をろ過し、結晶化させれば見事な砂糖ができる。

			　その質と、栽(さい)培(ばい)のしやすさから地球ではサトウキビよりも、甜菜から出来た砂糖のほうが多く出回っているぐらいだ。

			　仮に甜菜そのものはなくても、その代用品になる植物は探せば見つかるかもしれない。

			　そして、もう一つ砂糖を得る方法があるのだが……。

			「エルシエのことだけを考えるなら、甜菜そのものも、そこから砂糖を作る製法も、一生見つからないほうがいいかもしれないな。そっちのほうが、冬にしか取れない俺たちの特産品の価値を保てる」

			　そう、この甘味がまったく出回らず、需要が極度に高まっている状況を商売にする方法を俺は考えていた。

			　エルシエだけの完全な自給自足は不可能、そして今日のような臨時収入を得る機会なんて、そうそうない以上、早急に安定した収入源が必須だ。

			　あと二か月もすれば、形に出来るだろう。

			　さて、倉庫での用事は終わったし、プライベートのほうを片付けるとしようか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル、お帰り。今日はどこに出かけてたの？」

			　家に戻ると、ルシエが先に帰っていたようで笑顔で出迎えてくれた。

			　冬に向けた準備がほぼ終わり、エルフたちはみんな暇(ひま)になっている。逆に火狐のほうは、俺が買ってくるヤギを出迎える準備や、エルシエの特産品を作るための下準備で、大忙しだ。

			　エルフに仕事を振ったほうがいいとも思うが、火の魔術がないと作業効率が極端に落ちるのと、火狐たちの有用性を示すために、あえて火狐だけに負担を押し付ける。

			　火狐の皆は俺を信頼してくれているし、何よりクウが居る。なんとか納得してもらえるだろう。

			　むしろ、最近エルフたちの中で俺が火狐たちばかり構ってエルフを蔑(ないがし)ろにしているだとか、火狐を贔(ひい)屓(き)しているという噂がちらほら流れているほうが不味い。

			　昨日の親睦会で解消されたと信じたいが、そうでなければ早急に手をうたないとならない。

			「今日は、帝国の偉い人とあって、人質と身代金の交換をしてきたんだ。これで当分は、金に困ることはなくなったよ」

			　それを聞いたルシエが、ぴくぴくと震えながら、なっ、なっ、なっ、と声にならない声をあげた。

			「どうしてそんなこと一人でしたの！　事前に話してよ」

			「事前に話せば心配かけるし、ついて来るって言い出す奴が、一人、二人出て来るだろう？　説得が面倒だったし、時間もなかった」

			　今日の状況だと、誰かを守りながら戦う余裕はなかった。一人で行ったからこそ、うまく立ち回れたのだ。

			「わかるけど、シリルが言いたいことはわかるけど、それでもやっぱり寂(さび)しいよ」

			　ルシエが小声でそう言った。

			　彼女は、自分を必要だとされていないことが悲しかったんだろう。

			「ルシエ、今日みたいな状況は俺一人が良かったけど、俺一人じゃダメなことはたくさんある。その時はちゃんと、ルシエたちの力を借りるよ。早速だけどね、お願いがあるんだ」

			　ある意味、ここからが本題だ。

			「明日、コリーネ王国の商業都市エリンに買い出しに行こうと思う、一緒に来てくれないか。ルシエの力が必要なんだ」

			　色々と考えた結果、買い出しは俺一人では無理だと結論付けた。ルシエとクウの二人は最低限必要だ。

			「……私が必要なんだね」

			「もちろん、ルシエじゃないと駄目だ」

			「わかった！　一緒に行くね」

			　嬉しそうな笑顔で頷(うなず)いてくれた。

			　俺はそれを見て苦笑する。

			　きっと、彼女は俺に頼って欲しかったんだろう。そんなこと気にする必要はないのに。

			　どんなに俺がルシエに助けられているのか、どうすればそれを伝えることができるのだろうか。

			「シリル、一緒に行くことはいいんだけどね。今日みたいに、何も言わないのはやっぱりやめてほしい。わがまま言わないし、シリルを困らせないから、せめて私にだけは話して。じゃないと、シリルが目の前に居ない間、また危険なことをしてないかって、ずっと不安に思わないといけなくなるから。駄目？」

			　そう言って、上目遣いで見てくるルシエ。そんな彼女がたまらなく愛おしくて頬に手を添える。

			「ごめん、俺が悪かった。そうだね。なんにも言わないと心配させちゃうよね。今度からはちゃんと、ルシエには全部話すよ」

			「うん、そうしてくれると嬉しい。……シリルのことは何でも知っておきたいから」

			　どうしてこんなにルシエには笑顔が似合うんだろう。

			　それだけに、クウのことを切り出し辛い。

			　内心で冷や汗をかきながら、ルシエの頭を撫(な)でる。口では子供扱いするなと言うが、彼女の体は正直で、いつも喜んで受け入れてくれている。

			「それじゃ、ご飯にしようか、いっぱい動いたからお腹空いたんだ。すごい材料が入ったから楽しみにしていてね」

			　俺はルシエの頭から手を離し、厨房の石(いし)竃(かまど)に向かう。

			　さて、色んな意味で命がけの特別料理を作ろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はい、ルシエ出来たよ。作り立てが一番美味(おい)しいから食べて」

			「すっごく香ばしくて甘い匂い。これ何？」

			「ドーナッツっていうお菓子だよ。たまにはいいかなと思って」

			　今回作ったのは、こんがりとキツネ色に揚がったまるいお菓子だ。

			　作り方は簡単、小麦粉に水と砂糖を混ぜ合わせて作った固めの生地を適量にまとめてラードで揚げ、最後に表面に砂糖をまぶしたものだ。

			　ドーナッツというより、サーターアンダギーに近いが、呼びにくいのでドーナッツと言い切った。

			「甘い。こんなに甘いの初めて、幸せすぎて、ほっぺた落ちちゃいそう」

			　甘いものが大好きなルシエはいつも以上に幸せそうに、ドーナッツをパクリパクリと食べていた。
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			　俺からすれば、ベーキングパウダーも鶏卵も入っていない物足りない品だが、砂糖の強烈な甘さを経験したことがないルシエにとっては、人生初のごちそうだろう。

			「ルシエ、お替りを揚げるからもっと食べていいよ」

			「うう、お替りしたいけど、少しでも長く楽しみたいから我慢する。こんなに甘いのどうやって作ったの？」

			「砂糖をぶち込んだ」

			「砂糖!?　そんなのよく手に入ったね。本物を食べたの初めて」

			「うん、帝国の交渉に来た人がくれたんだ」

			「帝国にもいい人が居るのかな？」

			「そうだね。まともな帝国軍人は初めて見た気がする」

			　今までで、初めて会った優秀な軍人だ。彼が指揮を執(と)るなら、今度の戦闘は気を引き締めていかないといけない。

			　エルシエの皆の経験値なんて言っている場合じゃない。手段を選ばずに処理をする必要があるだろう。

			「みんなの分もある？」

			「残念だけど、皆に配るのはきついかな」

			　10キロの砂糖は、エルシエの一人一人に配るには少なすぎる。

			「私だけ贅(ぜい)沢(たく)しちゃった。ねえ、シリル、私はもういいよ。でも、どうしよう。残った分、どうやってわけよう。どうしても不公平になっちゃう」

			　ドーナッツを見つめながらルシエが頭を抱えている。どうしたって全員に行き渡ることはないとわかっていても、諦められないのだろう。

			　今日の感動を皆で分かち合いたいとルシエは考えているはずだ。

			「大丈夫だよ。砂糖は、そのまま配ることは難しいけどね。甘い汁物にして、いつか皆に振る舞うから。だから目の前にある分は気兼ねなく食べていいよ」

			「でも、なんかズルしたみたいで」

			「金貨のほうは、長としての仕事で獲得したけど、砂糖は俺が個人的にもらったものだから、本当は全部、俺のものだ。けどね、ルシエがそういうの嫌がると思って、みんなに振る舞うことにした。ルシエがそのドーナッツを食べてくれないなら、残りの砂糖は全部俺が一人占めしちゃうよ」

			「シリルっていつも、そういうずるいこと言うよね。そんなこと言われたら、食べるしかなくなるよ。……でも、ありがとう」

			　ルシエが笑顔でドーナッツを頬張る。

			　その笑顔を見るだけで頑張ったかいがあった。でも、これからその笑顔を凍りつかせることを言わないといけない。

			「その、ルシエ、謝らないといけないことがあるんだ」

			「何、かしこまって」

			「クウに好きだと言われたから、好きだと言って、抱いた」

			　その言葉を聞いた瞬間、ルシエがドーナッツを取り落とした。

			「シリル、クウちゃんを、好きになったの？」

			「ああ、クウの一生懸命に頑張るところに惹(ひ)かれていたし、俺が振ると自暴自棄になりそうだったから断れなかった」

			　ルシエが目に涙を溜めて、泣きそうな顔をした。胸が痛む。

			「ねえ、もしかして、私がさせてあげなかったから？　私だってしたかったけど、お祖母ちゃんと結婚するまでしないって約束したんだもん、でもシリル、結婚はエルシエが平和になるまでしないって言うから」

			「違うんだルシエ！」

			「何が違うの？　他に理由があるの？　私を好きじゃなくなったのはいつ？」

			「ルシエのことが嫌いになったわけじゃない。今でも世界で一番愛しているのは変わらない」

			「だったらどうして、クウちゃんとそういうことするの？」

			「クウのことも好きだからだ。ルシエを一番愛していて、二番目がクウなんだ」

			　俺の言葉を聞いてルシエが信じられないと言う顔をした。祖母が貞操観念に厳しい人だったので、愛する人が二人いると言う俺の言葉に驚いている様子だ。

			「……シリル、もしだけどね。私が、シリルのこと一番好きだけど、他の男の人も好きになったって言ったらどう思う？」

			　ルシエは、普段は見せない冷たい目で俺を見て、小さな声でつぶやいた。

			「すごく悲しいよ。それに、胸が苦しくなる」

			「私が、シリル以外の男の人と寝たらどう思う？」

			「気が狂いそうになるな。たぶん、俺はルシエも、その男も許せなくなる」

			「私は今、ちょうどそんな気持ち。ねえ、シリル。どうして隠してくれなかったの？　私は、こんなこと聞きたくなかった。大好きなシリルも、友達のクウちゃんも、嫌いになんかなりたくないよ。私の知らないところで、付き合ってればよかったのに」

			　それは、俺も考えた。だけど、

			「それは嫌だ。ルシエにも、クウにも不誠実だ。だから、全部話すことにした。勝手な話だが、それでも俺を好きでいてほしい。俺だけのルシエで居て欲しいんだ」

			　俺は自分の自己満足のためにルシエを傷つけている。それでも、ちゃんと話すべきだと決めた。

			「本当に私のこと愛してる？」

			「ああ、世界で一番愛している」

			「同じ言葉、クウちゃんにも言ってない？」

			「クウには、好きっていうときに世界で二番目に好きだ。それでいいなら付き合ってくれって言ったんだ」

			「……クウちゃん、よくそれを受け入れたね」

			　ルシエは押し黙って、色々と考えてからゆっくりと口を開いた。

			「私の理性はね、シリルのお父さんも、前の村長も、三人もお嫁さんが居て、血を残すためにはそういうことが必要で、長ってそういうものだし、男の人ってたくさんの女の人を愛する生き物だって言っているの」

			　ルシエは絞り出すようにそう言った。

			「でもね、私の感情はね。悲しくて、苦しくて、辛いって言ってる。だけど、それでも、シリルが好きだから、離れたくないの」

			　申し訳ない気持ちでいっぱいになってくる。

			「許してくれるのか」

			「一晩、考えさせて。急に、そんなこと言うから、もうぐちゃぐちゃだよ」

			　ルシエはそう言って食卓を後にする。

			　そして、部屋に入ると荷物をまとめて現れた。

			「ごめん、シリルの居ないところで考えたいの。コンナのところに泊まるから、今日は留守にするね」

			　その言葉を残して去ろうとするが、その手を取る。

			「シリル、止めないで」

			「一人になるのはいい。だけど、ここはルシエの家だよ。出て行くとしたら俺のほうだ。ごめん、明日の朝、また来るから。そのときに、一晩考えた結果を教えて欲しい。それとね、何度も言うけど、俺はルシエのことが世界で一番好きだから」

			「私も、シリルの言葉を信じたい」

			「ルシエ、愛してるから」

			　最後に心からの言葉を伝えて、俺は家を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　これから買い出しでエルシエを留守にするので、そのための根回しを終わらせた。

			　その後、火狐に貸している新工房に顔を出してクウに予定通り、明日から買い出しに行くことを伝え、旧工房に戻り横になる。

			　明日の買い出しにクウは必須だ。

			　火狐の服を買うのだが、俺には女の子の服なんて選べないし、なにより、火狐には尻尾(しつぽ)があり、服を選ぶ基準が異なる。彼女たちの代表であるクウに選んでもらうほかない。

			　ルシエに声をかけたのはクウの護衛と、彼女の手伝いだ。

			　滞在できる日数は一日ほどしかない。その間に家畜の選定と、食料の買い出しをするので、俺は服を選ぶクウに付き添うことができない。

			　かと言ってクウを一人にするのは危険だ。戦闘力があって、なおかつ服選びに協力できる女性。その条件に当てはまるのはルシエしかいない。

			　クウは俺の態度から何かを感じ取り、別れ際に、「ごめんなさい。頑張って」と言ってくれた。

			　彼女が負い目を感じる必要はない。全て俺の責任だ。

			「ルシエは許してくれるかな」

			　俺が甘かった、きっとルシエなら許してくれると楽観的に捉(とら)えてクウを受け入れた。ここまで悲しむとは思わなかった。

			　あんなルシエは初めて見る。でも、もし知っていれば、あの状況でクウの手を取らずにいられたか？

			「きっと、変わらないだろうな」

			　そう呟(つぶや)いて意識を閉ざした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日の朝、身支度を済ませた俺はルシエの家の前に来ていた。

			　クウも旅支度をして隣に居る。

			　しばらく待つと、ルシエが現れた。きちんと遠出をする準備はしてくれている。

			　だが、彼女の場合、どんな返事をしても、昨日頼んだ仕事はこなすだろう。不安はまだぬぐえない。

			「ルシエ、返事を聞かせてくれないか」

			　恐る恐る俺は声をかけた。

			「シリル、私は、やっぱりシリルのことが好き。だけどね、約束してほしいことがあるの」

			「言ってくれ」

			「もう、こんな辛くて、悲しい想いはしたくないの。だから、これ以上、他の女の子に手を出さないで、いくらシリルのことが大好きでも、二回目はきっと許せないと思う」

			「もちろん、そんなことはしない」

			　なにせ、クウにまで言われている。ルシエとクウの二人を裏切ってまで、他の女に手を出そうとは思わない。

			「あと、私を安心させて。春になったら結婚してほしいの。それ以上、もう待てないよ。シリルと本当の意味で一緒になりたい」

			「俺も早くルシエと一緒になりたい。春には色々と片が付く。雪が解けて二か月以内に結婚するって約束する」

			「うん、絶対だよ」

			「ああ、約束だ」

			　そう言って俺とルシエは手のひらを突き出し、そっと合わせて指を絡める。

			　こっちの世界の指切りげんまん。これで最大の懸(け)念(ねん)が消えた。

			　クウは、俺とルシエの仲が元通りになって、嬉しそうな顔をしている。でも、どこか、うらやましそうな顔をした。それから意を決し口を開く。

			「ルシエちゃん、ごめんなさい。私、ルシエちゃんの気持ち知ってたのに、シリルくんのこと好きになって」

			「いいよ。全然、怒ってないの。私もその気持ちはわかるから……ううん、嘘は駄目だね。本当言うと、最初はいっぱいクウちゃんのこと恨んだの。どうして、シリルに好きなんて言ったの？　って。でもね、クウちゃんは友達だし、決めたのはシリルだから、納得しようって。だからクウちゃん、これからもよろしく」

			「ルシエちゃん、ありがとう」

			　ルシエが右手を差出し、クウがその手をとり、握手した。

			　クウが空いた手で、涙の滲(にじ)んだ目をこする。

			「さて、行こうか」

			　俺はルシエとクウに微(ほほ)笑(え)みかける。

			　エルシエを二日空けるが、留守の間の根回しは十分にした。そして俺が居なくなることで、内通者が積極的に動くだろうから、信頼できる何人かに疑わしい連中をマークさせた。俺の留守という絶好の機会。それが餌(えさ)だと気付かずに捕らえられるだろう。

			「シリル、馬車の用意がないよ」

			「そんな遅いものを使えるわけがないだろう」

			　なにせ、もういつ雪が降り始めてもおかしくない。商業都市エリンまでの道のりはひどい悪路で、馬車を使えば五日はかかってしまう。

			「まさか、火狐の村に行ったときのあれをやるんですか？」

			「もちろん、その改良版だ」

			「でも、荷物をまったく持つ気がないですよね」

			「買ったものを全部保管する魔術があるから、それは気にしなくていい」

			「本当にシリルくんってなんでもありですよね」

			　俺は、まずクウをおんぶし、用意した紐(ひも)と布で固定して、重みを分散させる。

			　さらにルシエをお姫様抱っこし、三百枚の金貨（千八百万円）を入れた麻袋を彼女に持たせた。金貨は重いので必要以上にもっていけない。三百枚の時点で12キロもあるのだ。

			　そして、いつも通り【身体強化】と、風の魔術を併用した高速移動をする。

			　だが、今日はいつもより快適だった。

			「シリルくん、もう少し温めます？」

			「いや、いいよ」

			「シリル、息苦しくない？」

			「これぐらいでちょうどいいかな」

			　クウが火の魔術で周りをあたため、ルシエが風の魔術で向かい風を軽減させる。

			　それにより、ほぼ無風状態かつ、暖かい旅を満喫できる。そして、それ以上に密着した二人の柔らかさと体温、そして匂いが俺にやる気を出させた。

			　このペースなら１５０キロ程度しか離れていないエリンには三時間程度でつくだろう。

			　そうすれば、楽しい買い物がはじまる。

		

	
		
			第12話　商業都市エリン

			　

			　途中で休憩を挟みつつ、なんとか朝のうちにコリーネ王国の商業都市エリンにたどり着くことができた。俺はルシエとクウを優しくおろす。二人と金貨を合わせれば１００キロを超えていたので、一気に体が軽くなる。

			　俺たちはエリンから３００メートルほど離れた森で休憩することにした。

			「クウ、エリンに来る途中まで妙にそわそわしていたけど、この近くに何かあるのかな？」

			「……なんでもないです。それより、お買い物頑張らないといけません！」

			「何もないならいいんだけどね」

			　休憩しながら、俺はラードと砂糖を練り込みまくったカロリーの塊(かたまり)のようなクッキーを食べていた。筋肉の疲労や断裂は回復能力の強化で誤(ご)魔(ま)化(か)せても消費したカロリーを補給しないとガス欠で死にそうになる。

			「それにしても、シリル、エリンは大きい街だね」

			「このあたりでは、最大規模の商業都市だからね」

			　エリンには、東西南北ありとあらゆるところから商品が集まり、取引される。

			　安い関税と、人が集まりやすい立地、さらに大きな河が近くに流れているということもあり、安く荷物の輸送が可能だからだ。さらには、多種多様な種族を受け入れるという風土がそれを可能としていた。

			「馬車がすごい行列ですね。あそこに並ぶって考えただけで、ちょっぴり疲れちゃいます」

			　ルシエが感嘆の声をあげる。エリンの街は外敵に備えて、街全体を10メートルほどの石造りの外壁で囲い、四方にある巨大な門以外からは入れないようにしているのだが、その門に馬車の行列が出来ていた。五十台ぐらいは並んでいるだろうか。

			「関税の取り立てだね。大きい街だと、中に入るとき積み荷を確認して、それに応じた税金を取るんだ。そのチェックに時間がかかってるんだね」

			「街に入るときにお金を取るんだ」

			「それが一番便利なんだ。危険物を持ち込ませない対策にもなるし、外から安い商品が入って来て、街の中の人が作るものが売れなくなってしまわないように、高めの税金をかけたりもできる」

			　こういう仕組みはどこの世界も、いつの時代も一緒だ。最適化していくうちに、自然とこうなるのだろう。

			「並んでいるだけで一日が終わっちゃいそうです」

			　クウが、嫌そうな声を上げる。

			　その気持ちはわかる。俺も、そんなのは嫌だ。

			「大丈夫、積み荷がない人は関税のチェックがないから、通行証さえあれば、簡単に入れるよ。ほら、通行証」

			　馬車の横を、首にぶら下げた木の通行証を見せて次々と人が通っているのを指さしつつ、俺は上着のポケットから、自身の通行証を取り出す。

			「シリル、そんなの持ってたんだ」

			「昔は、父さんたちが買い出しに来ていたからね。ただ、有効期限は切れているから更新料は払わないといけない。二年に一回更新が必要なんだよ」

			　俺の記憶が確かなら、更新料は金貨五枚（三十万円）。結構な出費になるが、今日の予算として金貨三百枚（千八百万円）があるので問題なく払える。

			「すごいですね。荷物を持ち込んでもお金をとって、人が入るだけでもお金をとって、もうこの街、何もしなくてもどんどんお金が貯まっていくじゃないですか」

			「そうだよ。でも、大きな街は維持するのに、すっごくお金がかかるからね。あと、運営が大変だから羨ましいとは思わないかな」

			　過去に、百万人が居る都市の領主になったことがあるが、そのときは、ストレスで円形脱毛症と不眠症、拒食症を併発させた。

			　当時の俺はスーパーマン気取りで何でも一人でやろうとした。いや、他人に任せる勇気がなかった。そのせいで責任と仕事がどんどん積み重なり、やがて歪(ゆが)みが出て、最後には都市も俺も壊れてしまった。苦い思い出だ。

			「そんなものですか」

			「そんなものだよ。さあ、早く街へ入ろうか」

			　ルシエから金貨の入った麻袋を受け取り歩き出した。

			「そうだ、街に入る前にいくつか注意事項があるんだ。大前提として、街は危険だってことを認識してほしい」

			「わかったよ、シリル」

			「はい」

			　二人の元気のいい答え。

			「絶対に一人にならないこと。街に入れば、俺と離れて二人で服を見繕ってもらうけど、そのときは絶対に二人で一緒に行動してね。あと、二人で居るときも人気のないところには絶対に行かないこと」

			「それはいいけど、どうして？」

			「この街は色んな商品を取り扱っているって言ったけどね、人も商品として扱っているんだ。労働力としては、健康で力が強い男が好まれるけど、愛玩用だと、若くて可愛(かわい)い女性が好まれる」

			　ルシエとクウは、とびっきりの美少女だ。いい商品に見えるだろう。

			「歌がうまかったり、踊りがうまかったり、文字の読み書きが出来ると値段があがるんだ。そもそも、エルフや火狐自体が高い値段が付きやすい」

			　エルフも火狐も、一定の年齢を超えると老けにくくなる。寿命が長いわけではないが、美しい姿で居られる期間が長いので、愛玩用の奴(ど)隷(れい)に好まれる。

			　しかも、生まれた子供も金になるし、飽(あ)きれば殺して魔石を取り出してひと儲けもできるので、その価値ははかり知れない。その性質があったからこそ、隣人を信用できず、エルフや火狐は他種族との共生を諦め、自分達だけの村を作ったのだ。

			「だから、油断していると後ろから襲われて、魔術殺しの首輪を取りつけられて、そのまま攫(さら)われて、売り飛ばされるから注意するように」

			　俺の声音から、本気の度合いが伝わったのか、ルシエとクウは身を硬くした。

			「これで、耳を隠そうか」

			　ルシエには耳あてを、クウには帽子を被らせて、種族の特徴を消す。クウは尻尾(しつぽ)をスカートの中に隠した。

			　そして、三人で街の中に入る。一つの通行証で五人までは入れるようになっているので、更新料の金貨六枚（三十六万円）を払うだけで済んだ。

			　どうやら、更新料が若(じやつ)干(かん)値上がりしたらしい。

			　街に入ると、そこには人が溢れ、人込みに慣れていないルシエやクウが目を回していた。クウは、いろんな村を回ったことがあるが、それはせいぜい数百人単位の村ばかり。十万人が生活をするエリンに圧倒されるのも無理はない。

			「まずは宿を取ろうか、今日は泊まることになると思うし」

			　俺がそう言うと、きゅーと可愛(かわい)い音がなった。目を向けると、クウが顔を赤くしてお腹を押さえていた。

			「宿を取ったら、すぐにお昼ご飯にしよう」

			「その、うん、ごめんなさい」

			　クウが顔を真っ赤にしたまま謝ってくる。今は隠れていて見えないが、きっと帽子の中の耳はペタッと倒れているだろう。

			「シリル、いい考えだね。私も、お腹空いちゃったから、そうしてもらえると嬉しいかな」

			「クウ、大丈夫だよ。実は俺もかなりお腹が空いてたんだ、すぐに宿を見つけようか」

			　そうして、俺は街で一番防犯がしっかりしてそうな宿を取り、金貨を二枚（十二万円）支払った。一泊にしてはかなり高いが、今日の夕食と、明日の朝食付き、なにより、大量に買い込む食料を一時的に保管する倉庫を貸してくれるので、そこに決めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宿が決まったあと、商人たちが集まる通りへと向かった。

			「あんまり時間をかけられないから、屋台で何か買おうか」

			　エリンの街では多くの屋台が出ており、それぞれ自慢の料理を供していた。

			　各地から様々な食材が集まるので、バラエティ豊かで見ているだけで楽しくなる。

			「見たことない食べ物ばかりで、そもそも食べられるものかどうかがわからないです」

			「私も、ちょっと怖いかも」

			　二人とも、食べ物には保守的なようだ。信頼している人が作ったものならともかく、こういう場では尻込みしてしまうのだろう。

			「適当に俺が選んでいいかな？」

			「うん、シリルに任せるよ」

			　ルシエが答えてクウが頷(うなず)くので適当に食べ物を見つくろう。

			　胸ポケットの財布を取り出して、大麦のミルク粥とヤギの串焼きを三本ほど買った。

			　ミルク粥は三人分で銀貨一枚（千二百円）で、ヤギ肉の串焼きは一本につき銅貨八枚（三百二十円）と良心的な価格だ。

			　大麦は小麦と違い、粉にせずに皮をむいた身をそのまま食べる。大きさも使い方も米に近い。屋台で売っているのは、その大麦をヤギのミルクに入れて茹で、塩で味を調えてある。

			　ヤギの串焼きのほうは、単純に串に刺して焼いて塩を振っただけのシンプルな料理だ。

			「シリルって金貨以外も持ってたんだね」

			　財布を取り出した俺を見て、ルシエが驚いた顔をしていた。

			「まあね、屋台で金貨を出すとか、嫌がらせ以外のなにものでもないし」

			　何せ、金貨は一枚で銀貨五十枚の価値がある。そんなものを渡されてもお釣りを向こうが出せない。

			　ちなみに、この銀貨と銅貨は、戦争で死んだ帝国兵の懐から抜いたものだ。

			　死人のものを剥(は)ぎ取るのは戦争の基本であり、数百人分の死体から小まめに集めているので、それだけでかなりの金額になった。

			　もともと、帝国もコリーネ王国も一つの国が分かれたものなので、通貨は共通で使い勝手もいい。

			　身代金で獲得したお金は、エルシエのため以外に使うつもりはないが、集めた財布に入っていた金は俺のへそくりとして、好き勝手使わせてもらう予定だ。

			「ほら、熱いうちに食べて」

			　俺はそう言いながら、クウとルシエに木の皿に入った大麦のミルク粥とヤギの串焼きを渡す。

			「なんか、ちょっと嫌な匂いがしますが、美味(おい)しいです」

			「確かに美味(おい)しいけど、癖のある匂いだね。我慢できなくはないけど、ちょっと苦手かも」

			　クウとルシエは、ヤギ乳の独特の匂いに顔をしかめながらも、美味(おい)しそうに麦粥を口に含む。

			「その匂いには慣れてもらわないとね。これと同じのをしばらく食べることになると思うし」

			「どういうことなの？」

			「大麦は安くて日持ちするから、当面の食料として買い込むつもりだし、このミルクはヤギのミルクだ。ヤギを買って帰ると毎日飲むことになる」

			　だからこそ、大麦のミルク粥と、ヤギの串焼きを選んだ。自分たちが今日の買い出しで得るものを知っておいて欲しかったのだ。

			「そっか、これが毎日、エルシエで食べれるんだ。いいね。匂いは強いけど、いつか慣れるし、味は悪くないよ」

			「はい、お肉もちょっと硬いし、スジっぽいですが、食べられる味ですし、楽しみです」

			　クウとルシエは、それなりに舌が肥えているので、ヤギに対してはきつい意見が飛び出た。

			　実際、ヤギは乳も肉も、あまり美味(おい)しくない。羊のほうが両方とも上等な味がする。

			　それでもヤギを選ぶのは、その強(きよう)靭(じん)な生命力ゆえだ。

			　氷点下の中でも平然と歩き、そのまま眠れる。そして、真冬の森に餌(えさ)を与えずに放り出しても勝手に木の根を掘り出し、樹皮をはがして食べて、飢(う)え死にしない。

			　羊や牛で同じことをすれば、二日ほどで死んでしまうだろう。

			　放っておいても死なないヤギは貧乏人の最高のパートナーになりえる。乳も味はともかく、量と栄養は、羊のものよりも上だ。

			　それに、ヤギの毛は手間さえかければ質の良い糸になり、生地にできる。

			「そういえば、シリル。エリンって確かシュラノ様ゆかりの土地だよね」

			「そうだね。ここでかつて、ハイ・エルフのシュラノ様が戦ったんだ。七大封印の一つもこの街にあるって噂だよ。街の中央には、シュラノ様の仲間たちの像があったと思う」

			「シリルくん、一度見てみたいです」

			　クウが瞳を輝かせて身を乗り出す。

			「時間があったらね」

			「でも、不思議だね。シュラノ様の仲間って、猫人族とハイ・エルフ、それに鋼鉄の翼をもつ天使と人間だったよね？　人間が、英雄の中に居るのが不思議。種族的に人間は弱いはずなのに、どうして英雄になれたんだろう」

			　ルシエの疑問はもっともだ。猫人族は身体能力が桁外れ、土のマナの扱いにも優れているし、優れた固有能力を持つ。ハイ・エルフは全属性のマナの【完全支配】。鋼鉄の翼の天使は伝承によれば、飛行能力の他に、【神の鉄(てつ)槌(つい)】という、砲撃ができたらしい。

			　それに比べて人間は、若(じやつ)干(かん)、体内魔力(オド)の扱いがうまいぐらいしかアドバンテージがない。

			「人間でもいろいろいるからね。たとえば、勇者なんてものも生まれる。ほとんど不死身の再生力に、普通の人間の数万倍の潜在魔力と、瞬間放出量をもっているような連中がね」

			「……そんなのが居るんだ。そういう人が攻めてきたら怖いね」

			「そのときは、まあ、俺がなんとかするよ。たぶん、俺以外が前に出ても死体が増えるだけだしね」

			「シリルなら、勝てるの？」

			「正攻法で一対一なら、勝率は三割弱。禁じ手を使えばまず負けないってところだね」

			　実際、そんなものだ。シリルのままなら勝ち目は薄いが、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使用すれば、たかだか勇者ぐらいねじ伏せて見せる。

			　危険なことに変わりはないが、せめてもの救いは、勇者なんて存在は、一つの時代に片手に数えるぐらいしか現れないことだ。帝国には二人の勇者が確認されているが、エルシエに派遣される可能性は極めて低いだろう。

			「ということで、昼ごはんも済んだことだし、まずは服屋だな。街で一番大きな大衆向けの服屋を教えてもらったから、そこに行こうか」

			　時間もないので急ぎ足で俺たちは移動した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　たどり着いた服屋は、想像以上に大きかった。

			　村長宅二つ分ぐらいの大きさの店に所せましと服が並んでいる。宿の主人には、コストパフォーマンスと品質の良さを優先した店の紹介を頼んだが、ここまでとは思わなかった。

			「いらっしゃいませ」

			　愛想よく返事してくれた店員の顔が、俺たちを見て一瞬歪(ゆが)み、そしてすぐに笑顔を張り付けた。

			　ルシエもクウも見た目はいいが、店員から見ると、どうしても服装が野暮ったい。どこからどう見ても、村から出てきた田舎娘だ。

			　そう言った客はあまり金を落とさないので、渋い顔をするのもしょうがない。

			　俺は、まず服を二、三着確認し、縫製の確かさや、生地の質を確かめる。

			　金のなさそうな客が商品を手に取ったことで店員が嫌な顔をするが無視する。

			　変な服を買うわけにはいかない。

			「よし、丁寧ないい仕事だ。生地もいいのを使ってる。だけど、品質が良すぎるんだよな……」

			　ここの服に使っている生地の出来が良すぎて、これを火狐たちに贈ると、エルフたちのほうから不満が出そうだ。かと言って、エルフたち全員分の服を買うのは金銭的に厳しい。

			　しばらく考えていると、いい考えが浮かんだ。

			「店員さん、少しいいかな？」

			　俺が声をかけると、渋々と言った様子で店員が来てくれた。

			「なんでしょうかお客様」

			「金貨三十枚（百八十万円）を渡す。あの二人が服を五十着ほど見繕うから、その代金として受け取ってほしい、それで余った分で買えるだけ、服の生地を売ってくれないか？　生地の種類もあの二人に聞いてくれ」

			　五十着分の服として金貨三十枚は多すぎる支払いだ。

			　この時代、服は全て手作業で作るので一着、銀貨十枚（一万二千円）～銀貨二十枚（二万四千円）が相場だ。金貨二十枚（百二十万円）もあれば事足りる。

			　その言葉が嘘でないと思わせるために、ぎっしり金貨が入った麻袋を開いて見せる。

			「あの、五十着でしたら、かなり予算に余裕があるので、買う生地はかなり多くなりますよ？」

			「構わない。あと、連れから尻尾(しつぽ)を通す穴をあけるとか、加工の依頼をさせてもらう。明日には出発するから、急ぎでやって欲しい。その手間賃も込めている。売ってくれないのであれば、別の店をあたるが、どうする？」

			　俺が生地を買うのは、エルフのためだ。服ではなく生地なら、金額はかなり抑えられる。着替えのない火狐と違って時間的な余裕があるので、お土産(みやげ)として生地を渡せば冬の間の時間つぶしに自分たちで縫ってしまうだろう。

			「喜んでお引き受けしましょう。これだけ羽振りのいいお客様は中々いません。今後も贔(ひい)屓(き)にしていただきたく思います」

			「もちろん。いくつか見せてもらったが、丁寧で良い仕事をしている。今度は個人的に来よう。そのときは、一張羅を買わせてもらうよ」

			「はい、その際はオーダーメードで作ることをお勧めします。そういった要望にも本店は対応させていただいておりますので」

			「そのときは頼む。あと……、これはさっきとは別の会計にしてほしいんだが、あの二人に服を見繕ってくれ、プロとして一番彼女たちの魅(み)力(りよく)を引き出す服を選んで欲しいんだ。俺の個人的なプレゼントだから、彼女たちには秘密で頼む。予算は最大で金貨十枚（六十万円）。明日完成しだい、先の五十着と一緒に、俺の泊まっている宿に配達してほしい」

			　俺がそう言うと、店員は生温かい笑顔を浮かべた。

			　金貨十枚（六十万円）というのは、今日、俺の個人的な財布から取り出せる、最大の金でもある。

			「もちろん、可能です。サイズは私ほどになると、見てわかりますからね。明日までですと、完全なオーダーメイドは不可能なので、既製品を、彼女たちに合わせてカスタマイズするセミオーダーメイドとなりますが、よろしいでしょうか？」

			「それで頼むよ」

			　店員との話は済んだので、その場で金貨四十枚を渡して、二人のほうに戻る。

			「お待たせ、お金は払ってきたから後は服を選ぶだけでいいよ。クウ、尻尾(しつぽ)を通す穴とか手を加えたいところは全部、店員に指示してくれ、明日までにやってくれると約束してくれた」

			「すごくサービスがいいですね。服もとても上等ですし、高いんじゃないですか？」

			「そうでもないよ。全部合わせても、人質交換のときに手に入れたお金の五十分の一も使ってないから」

			「シリルくんの顔、嘘はついていないようですね。良かった、本当に安いんですね。安心しました」

			　昨日の取引で金貨四千枚（二億四千万円）もふんだくったのは俺だけが知っている秘密だ。エルシエの皆は桁一つ、下手すれば桁二つぐらい下方に予測しているだろう。

			　ルシエもクウも、まさかこの店で、金貨四十枚（二百四十万円）も使ったとは夢にも思っていないはずだ。

			「だから、気兼ねなく選んでいいよ。エルシエで待ってる火狐の皆を喜ばせるためだ、責任は重大だぞ」

			「はい！」

			　クウが嬉しそうに返事をした。火狐の仲間にいい服を持ち帰れることが嬉しいのだろう。

			「ルシエ、ルシエにはクウを手伝ってもらうのと、あとは、エルフの皆へのお土産(みやげ)に、ここで使っている服の生地を買うことにしたから選んで欲しいんだ。生地のほうも、お金は前払いしているんだけど、服を買ったあまりのお金で買うから、どれだけ買えるか店の人に相談してくれ」

			「本当!?　この店で使ってる生地綺(き)麗(れい)だから、これで色んな服を作ったら楽しいだろうなって思ってたの。冬の間、みんなで色々作るね」

			　ルシエもエルフの皆で服を作ることを想像して、楽しそうな声をあげる。

			　ここはもう二人に任せていいだろう。

			「俺は、家畜と食料の買い出しに行くよ。一応、帰り際にこの店をのぞくけど、一通り選び終わったら先に宿に帰ってくれて構わない。それと……」

			　俺はクウとルシエ、二人の手に銀貨を十枚（一万二千円）握らせた。

			「シリル、これは？」

			「二人へのお小遣い。これはエルシエのお金じゃなくて、俺のポケットマネーだから好きに使って」

			「そんなの悪いですよ」

			「いいから、せっかく街に来たんだから、二人も自分の好きなことにお金を使って。この街にはお酒も売ってるし、牛の肉だって売ってる。楽しまないと損だよ」

			　人が多い大通りを歩いているうちは安全だろう。不意を突かれなければ、ルシエもクウも戦闘力は高い。思う存分街を楽しんで欲しい。

			　唯一の懸(け)念(ねん)は迷子だが、俺なら絶対に見つけられる。

			「返すって言ってもシリルは受けとってくれないよね？」

			「さすが、ルシエはよくわかってる」

			「じゃあ、このお金は大事に使わせてもらうね。そう、私が好きなように」

			　そう言ってルシエは悪戯(いたずら)っぽく笑った。

			　クウも、そのルシエの顔を見て何かに気付いたのか、ルシエと目を合わせて二人で頷(うなず)きあう。

			　俺は二人の様子を見て首を傾げながらも、店を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、俺は街の郊外にある大規模なヤギ牧場に向かった。

			　ヤギを売って欲しいと言うと、牧場の主は快く頷(うなず)いてヤギの居るところに案内してくれた。

			　さすがに、十万都市であるエリンを支える大牧場だけあって、数千匹のヤギが居た。

			「それにしても、こんな時期にヤギを買うなんて、あんたも変わってるね」

			「こんな時期だから、買いに来たんだ」

			　普段は、なかなか妊娠済みで乳が出る状態のヤギは売ってもらえないし、買えても高い。だが、今は特別だ。冬直前の季節でヤギの間引きが行われるため、簡単に手放してくれる。

			　冬はヤギの食料が確保できないので、ため込んだ食料で養うのだが、それにも限界がある。そこで、養いきれないヤギは肉に変えて売る。

			　エルシエではヤギの食料問題は、森に放てば解決する。だが、この農場ではそんなことはできない。百匹、二百匹程度ならいいが、この規模のヤギを森に放つと、木々が枯れ落ちるまで根っこを食い漁り、森が死んでしまうのだ。

			「妊娠済の雌ヤギを金貨一枚で一匹、雄ヤギは金貨一枚で二頭で買わせてもらいたい。雌を九十匹、雄は十匹、合せて、金貨九十五枚（五百七十万円）でどうだ？」

			「ええよ。その値段だったらおお助かりやわ」

			　俺が提示したのは、相場の半額以下だ。

			　だが、この時期においては、牧場主にとってかなり美味(おい)しい取り引きになる。

			　ヤギの肉はあまり美味(おい)しくないので、肉にしても１００グラムにつき銅貨五枚で売れればいいほうだ。一匹のヤギは30キロで可食部は15キロ程度、そのため、一匹銀貨二十五枚程度（三万円）にしかならない。毛や皮を合わせてなんとか、銀貨三十五枚（四万二千円）に届くかどうかといったところだ。

			　肉の解体にも毛皮の加工にも手間がかかる。その手間なしに、それ以上の価格で買い取ってくれる俺の提案はありがたいはずだ。

			「ほんなら好きな子を選んでや」

			「お言葉に甘えて」

			　牧場主の許可を得たので、ヤギに一匹一匹触れて【解(かい)析(せき)】を使い、年齢、健康状態、肉付きを確認していく。

			　若く健康的なヤギをより分け、柵の外に誘(ゆう)導(どう)していく。柵が二重になっており、外側に移動したヤギを購入する。

			「あんた、プロやろ。最後の最後まで、肉にするか悩んだ子ばっかり選んでるわ」

			「プロではないですけど、元気があるかないかは、見ればわかるんですよ」

			　適当なことを言いながら作業を進めた。

			「約束の代金です。これで、このヤギはもう俺のものですね」

			「そうやけど、その子らどうやって運ぶつもり？」

			　俺から、代金を受け取った牧場主は不思議そうに尋ねてきた。

			「ちょっと、秘密の魔法があるんです。見られると困るので、少しだけ眠っていてください」

			　その言葉と同時に、顎(あご)を軽くかすめるようにフックをして脳を揺らす。

			　牧場主が崩れ落ちたのを確認してから、俺は魔術を起動させた。

			「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の起動に伴い、魂(たましい)が熱く燃える。

			「我が望むは、虚(きよ)栄(えい)の世界で高(こう)潔(けつ)であり続けた騎士、その名は……」

			　かつての名。懐かしい名前を朗(ろう)々(ろう)と読みあげる。

			「ディート！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　そして、全身を鎧(よろい)に包んだ騎士の姿になる。

			　俺がディートを呼び出したのは、もちろん【アイテムボックス】を使うためだ。

			　だが、アイテムボックスには二つの制限がある。一つは、４０００キロまでしか収容できないこと、もう一つは、生きているものは入れられないこと。

			　もちろん、ヤギは生きているので【アイテムボックス】に入れられない。

			　だが、一つ抜け道がある。

			「すまない。【体内電流強化】」

			　俺はヤギに触れた手から魔力を流し込み、ヤギの心臓に電流を流し込む。

			「メェェェェェ！」

			　すると、ヤギが白目をむいて倒れた。完全に心臓が止まっている。

			　そのヤギを【アイテムボックス】に収容する。

			「仮死状態なら、入るんだよな」

			　そう、これが【アイテムボックス】の抜け道だ。心臓が止まっていれば、問題なく収容できる。

			　そして、【アイテムボックス】は中に入れたものを入れたときのまま保つ。

			　取り出して、蘇(そ)生(せい)処置を施(ほどこ)して心臓を動かせば、取り出し後も問題ない。この手法を使えば生き物の運搬が可能なのだ。

			　俺は次々と、ヤギを仮死状態に追い込み、【アイテムボックス】に収容していく。

			　ヤギは一匹30キロ程度なので、百匹入れ終わっても、なんとかあと１０００キロ分の空き容量を残すことができた。

			　ただ、食料や服を入れる容量がないといけないので今夜、こっそりと宿を抜け出して、一度エルシエに戻り、ヤギを放って来ないといけない。

			　俺は、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を解除し、ディートからシリルに戻る。

			「おじさん、起きて」

			　気絶させた牧場主をゆすって起こす。

			「あっ、あれ、わしは何を？」

			「急に倒れたからびっくりしたよ」

			「そっか、悪かったな」

			　きょとんとした顔で牧場主はあたりを見回す。

			「あれ、あんたが買ったヤギはどこいったんだ？　あんたが買ったヤギだけ消えてる」

			「大丈夫です。私の仲間が運んでいきました」

			「そっか、それならええわ。今日はヤギをようさん買ってくれてありがとうな」

			「ええ、こちらこそ。いい買い物でした」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そうして、牧場主と別れてエリンに戻る。

			　思ったより時間がかかったので、食料の買い出しは明日にすると決めて、二人を迎えに行く。

			　まず、服屋を覗いたがルシエとクウは既に店を出た後のようなので、宿に向かう。店員さんが、あんな可愛(かわい)い子たちの服を選ばせてくれてありがとうと言っていた。さすが俺の嫁たち。

			　宿に到着し、部屋に入ると二人分の足音が聞こえた。

			　ルシエとクウだ。二人が無事で安心する。

			「シリル、お帰りなさい」

			「遅いですよ。ずっと待っていました」

			　上機嫌な二人の声。なにかいいことがあったのか？

			「悪い、いいヤギを探すのに手間取ってね」

			「そうだったんですか。お疲れ様です、シリルくん」

			　クウが俺に労いの言葉をかけてくれた。少し嬉しい。

			「それでね、シリル。服を選び終わった後、街に出て、シリルがくれたお金を使わせてもらったの」

			「それは良かった。いい買い物は出来た？」

			「わからない」

			「わからない？」

			「そう、わからない」

			　ルシエとクウは顔を見合せて笑う。

			「そうなんですよ。だって、シリルくんに見てもらわないと、いい買い物だったかわからないんです」

			　俺の頭の中にクエッションマークがいくつも増えていく。

			「シリル、受け取って、二人からのプレゼント」

			「本当は、別々に買おうと思ったんですけど、シリルくんにはこれがいいって二人同時にほれ込んだのに、お金が一人ずつだと足りなくて、一緒に買うことに決めたんです。それにきっと、私たちが仲良くしているところを見せるのが、一番いいって気もして」

			　そう言ってルシエから、ラッピングされた小箱を渡される。

			　それを開くと、中には時計が入っていた。

			　今の時代にはまだ珍しい、鎖(くさり)が付いた銀色の懐中時計。

			「いつもありがとう、シリル」

			「本当に感謝してます、シリルくん」

			　二人の感謝の言葉。それが胸にしみる。
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			　堂々と二股をかけていたので、嫌われていないか本当は不安だった。ルシエとクウの二人の友情を壊してしまっていないか、ずっと気にしていた。だけど、その不安が消えていく。

			「……好きなものを買ってくれて良かったのに」

			「私たちは、シリルに喜んで欲しかったの。だから、これは私たちのために買ったものだよ」

			「そうですよ。これでシリルくんが喜んでくれたら、いい買い物。喜んでくれなかったら、悪い買い物になります。どうですか？」

			　胸に熱い何かが込みあげてきた。涙で視界が霞(かす)む。

			「最高の買い物だよ。その、なんだ、すごく嬉しい。なんていうか、その、二人とも大好きだ！」

			　そう言いながら、二人同時に抱きしめてベッドにダイブした。

			「きゃっ、シリル、いきなり」

			「えっと、その、さすがに、シリルくん情熱的すぎます」

			　二人は抗議の声をあげるが、本気の拒絶ではない。

			　ギュッと抱きしめて彼女たちの温(ぬく)もりを楽しんだ。

		

	
		
			第13話　脅威

			　

			　深夜、一人宿を抜け出して夜道を走る。

			　暗くて視界はゼロに近いが、風で地形を感じ取っているので困らない。

			　こんな夜中に宿を抜け出したのは【アイテムボックス】の容量を確保するためだ。

			　アイテムボックスに収容したヤギが１００匹いて、一匹30キロ近い重さがあり、総重量が３０００キロを超えていた。これでは残り１０００キロ程度しか入らない。

			　ゆえに、明日購入する食料と服を収納する容量がないので、一度エルシエに戻りヤギを放しておく必要があるのだ。

			「それにしても、さすが商業都市エリン。美味(うま)い物が揃ってたな」

			　今日の夕食は素晴らしかった。トマトベースのデミグラスソースで作ったビーフシチューにバターたっぷりのパン。それにベーコンと卵入りの新鮮なサラダまでついて来た。

			　やはり、牛はうまい。肉はもちろん、乳もヤギよりうまい。エルシエでも育てたいが、あれはコストパフォーマンスが悪すぎる。一日に必要な餌(えさ)の量が半端ではなく、牛を食わせるだけの穀(こく)物(もつ)がエルシエでは確保できない。しかもストレスと寒さに弱く、病気にもなりやすいので、かなり手がかかる。とても、エルシエでは無理だろう。

			　パンのほうも、小麦の脱(だつ)穀(こく)が丁寧で質が良く、バターと卵を使っているおかげで、俺たちが焼いているものより美味(おい)しい。

			　新鮮なサラダもエルシエではまず食べられない贅(ぜい)沢(たく)品だ。

			　料理もさることながら、今日の夕食で何よりも良かったのが、シードル（リンゴで作ったお酒）が付いていたことだ。エルフも火狐も、遺伝子レベルでお酒が好きな種族なので、三人でわいわい盛り上がった。

			　もう少しすれば、エルシエで酒が造れるようになる。そうなれば、毎日の生活が豊かになるだろう。

			「個人用の財布に金を補充しておかないとな。あんまり気は進まないけど、ナイフでも売るかな。鉄の加工は帝国ぐらいしかできないみたいだし、高値で売れそうだ」

			　今回の宿以外の食費や遊興費は、全て自分の財布から出している。

			　公務と言えなくはないが、感情的な問題で徹底してエルシエの財布からは出さないようにしている。そういうのは少し気を許すとどんどん深みにはまっていくものだ。

			　言ってみたものの、鉄製の武器の販売はやりたくない。エルシエの特産品を開発して作るなんて面倒なことをせずに、俺が手元にある鉄を可能な限り、武器にして量産し、商業都市エリンで売り飛ばせば、数十年はエルシエの皆が遊んで暮らせる金ができるだろう。

			　だが、それをやれば最後、エルシエは俺が死んだ時点で全てが終わる脆弱な存在になり下がる。

			　そんなことを考えながら走っていると、エルシエの近くの森についた。

			　ここは、斜面がきつくエルフたちも狩りに使っていない場所で、普段は誰も近づかない。

			「ちゃんと、柵は機能しているな」

			　周囲の木には有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)を張り巡(めぐ)らしてある。半径50メートルを囲うことで、ただの森を手軽に巨大な檻のようにした。

			　ある程度知能のある生き物なら簡単に入れるが、ヤギやシカ、イノシシのような単純な生き物は、中から逃げ出すことも、外から入ることもできない。

			　あらかじめ、有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)で囲んだ中に居たヤギを傷つけるような動物は狩っているので、安心してヤギを放てる。

			　そして、その俺が囲った中には大きな煉(れん)瓦(が)の小屋が二つ作られており、そのうちの一つに入る。

			「【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】、ディート。【アイテムボックス】」

			　小屋の中に入り、素早くディートに【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】し、【アイテムボックス】を使用することで、仮死状態のヤギを片っ端から取り出す。

			　その作業が終わると、すぐにディートからシリルに戻る。

			　なにせ、すぐに商業都市エリンに戻らないといけない。少しでもディートである時間を減らして反動を減らさないと、後が辛い。

			　そして、心臓に電気信号を流し込み、無理やり蘇(そ)生(せい)していく。

			「メエー」

			「メエェエェ」

			　次々にヤギが起き上がり、困(こん)惑(わく)し鳴き声を上げて暴れる。しかし、扉が閉まっている小屋からは逃げられない。

			　ヤギを起こし終わると、隣の小屋に入る。

			　そこには、天(てん)日(ぴ)干(ぼ)しにして、腐らないようにした大量のカエデの葉っぱが入っていた。

			　俺が、クランベリーと並行してエルシエの女や子供にカエデの葉を集めさせていたのは、たい肥を作るためだけではなく、ヤギの餌(えさ)を確保するためでもあった。

			　確かに、ヤギは山に放置すれば、冬になって食べるものがなくなってからも、木の根を掘り起し、樹皮をはがして食べるので、飢(う)え死にすることは少ない。

			　だが、それによって木がダメージを受けて枯れてしまうことはありえる。そうさせないために、ある程度手持ちの食料は要るのだ。

			「小屋に戻って来させる習性もつけないとな」

			　俺は、干(ほ)したカエデの葉をヤギの居る小屋に用意した餌(えさ)入れに突っ込む。すると、ヤギたちがむしゃむしゃとカエデの葉を食べ始めた。

			　ヤギは、ああ見えてかしこい。食料のある場所を覚えるのだ。

			　この小屋が暖かくて眠るのに適して、なおかつ食べ物が容(よう)易(い)に得られると覚えれば、外に放しても簡単に戻ってくるようになるだろう。

			「明日からは火狐の仕事だから。ちゃんと教えないと」

			　まず、朝一番で小屋の中に居るヤギの乳搾(しぼ)り、それを終えればヤギを外に追い出して外で運動と食事をさせつつ、小屋の掃除と餌(えさ)と水の交換。その後、ふんを肥溜めに移す、そして夕方になれば外に散らばったヤギを小屋に集めて扉を閉めて逃げないようにする。

			　他にも、ヤギの乳を加熱殺菌したり、瓶詰して各家庭に配る。余った乳をチーズやバターに加工したり、ヤギの出産の補助や、種付け、乳の出が悪くなったヤギを絞めたり、毛を刈って集めたり、仕事は多岐に渡る。

			「やる気はあるみたいだし、大丈夫だろう」

			　今日のところは、餌(えさ)と水の補充をして、扉を閉めて立ち去る。これで火狐がニートから、エルシエの一員になれる。

			　今は、せいぜい山菜・キノコ採りと、ラード、ソース作りぐらいしかさせておらず、ラードやソースはエルフの家庭に配れるほどの数が用意できていないので、印象が薄い。

			　だが、毎日彼女たちにヤギのミルクをエルフの家庭に届けさせれば、エルフたちも彼女たちの頑張りを認めてくれるだろう。

			　そうして俺はエルシエをたって、エリンに戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おはよう。シリル」

			　目を擦りながら、ルシエが先に起きて身支度をしていた俺に挨(あい)拶(さつ)してくる。

			「おはよう。ルシエ。昨日はよく眠れたかい？」

			「うん、ベッドがフカフカで、ぐっすり眠れた。すごいね。都会だとベッドも全然違うんだ」

			　そう言いながらルシエはベッドに飛び込むと、彼女の小さなからだが柔らかいベッドに沈み込んだ。

			　まだ眠っているクウがその衝(しよう)撃(げき)で浮き上がり、空中で目を開けた。

			「むにゃ、ひゃう!?　なんですか!?」

			　そして、女の子座りになってキョロキョロと周りを見渡す。

			「あっ、クウちゃんごめん」

			「えっ、あ、はい。……あっ、今日は、そうだエリンに来て……おはようございます。シリルくん、ルシエちゃん」

			　エリンに来たことすら忘れているほど寝ぼけていたクウは、慌てて取り繕い、いつもの少しお姉さんぶった顔をする。

			「クウ、お姉さんぶるのはいいけど、寝癖で台無しだよ」

			「えっ、嘘？　あ、ほんとです。はぅ、恥ずかしい」

			　クウは尻尾(しつぽ)の毛を撫(な)でて必死に毛を寝かそうとする。

			「そっちが先か」

			「なにか？」

			「いや、なんでもない」

			　俺はそういうものだと納得し、クウが、よし！　と言って満足するまで尻尾(しつぽ)の手入れを待った。

			「それじゃ、二人とも着替えて。朝ご飯を食べたら食料の買い出し。量が多いから朝のうちに注文を済ませて、お昼すぎにこの宿に運んでもらう。その頃には昨日の服も届くと思うから、それを受け取ったらエルシエに戻るよ」

			「うん、わかったシリル」

			「なら、すぐに着替えて下に降りましょう。……シリルくん、着替えたいのですが」

			「ああ、早く着替えてくれ」

			　ルシエもクウも宿の人が貸してくれた薄手の可愛(かわい)いパジャマ姿だ。金貨二枚（十二万円）の宿だけあってサービスが行き届いており、昨晩預けた服を洗って畳んだものを、朝一番で届けてくれた。魔術で乾燥させたのだろうか。

			「どうしたのクウちゃん、着替えないの？」

			　ルシエは平然と全裸になり、淡々と自分の服に着替える。

			　兄妹同然に育っているので、今更、着替えを見られることに抵抗はない。

			　俺も、同様にして着替える。

			「あの、少しは照れたり、恥じらったりしないんですか？」

			「ただ着替えるだけだろ？」

			「だって、シリルだし」

			　俺とルシエがあまりにも平然とした態度を取るので、クウが混乱し始めた。

			「そうですよね。ただの着替えですよね」

			　そして、クウが恥じらいながらも、服を着替えはじめたので、さらっと視界にいれる。

			　焦点は合わせずに、視界の端に入れるのがポイントだ。あまり凝視すると警戒心を与えるし、何より嫌われる。

			　そうして、表面上は何も変わらない俺を見て、安心してせっせと着替えはじめた。

			　うん、眼福だ。ルシエとクウの肌を目に焼き付けながら、朝の時間は過ぎて行った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うわ、すっごい活気だね」

			「目が回っちゃいます」

			　三人で、市場に出る。そうすると、昨日とは比較にならないほどの熱気と人の数に圧倒される。

			　俺たちはサンドイッチを摘まみながら、ゆっくりと歩く。

			　朝食をゆっくりと取る時間がなかったので、宿の人に頼んでサンドイッチを作ってもらった。

			　マスタードとトマトピューレが効いた卵サンドは絶品だ。もう、ここに定住したくなる。

			　早朝の市場は、個人向けよりも商店などの仕入れ向けだ。少しでも安く大量に買い付けようと人が溢れている。俺も負けてはいられない。

			「さっきから、すごい勢いでメモを取っているけど、シリルは何を書いてるの？」

			「この街の相場表を作ってるんだよ」

			「それって、店ごとの値段をチェックして、少しでも安く買うためですか？」

			「それもあるけどね。チェックしているのは、どこの店が安いかっていうより、どんな商品がどんな値段で売られているかの平均値を知りたいからかな」

			　ルシエとクウが俺の返事に首を傾げる。

			　今日の買い出しにどう関わるかが想像できないのだろう。

			「今日は買う側だけど、今度来るときは売る側で参加したいんだ。だから、どんなものが、どんな値段で売れるか知っておかないとね。作るのにすっごく苦労するけど、安い値段でしか売れないものを用意しても仕方ないだろう？　簡単に作れて高く売れるものを用意しないと」

			　それが商売の大原則だ。市場の傾向も知らずに商売をはじめれば、待っているのは破(は)滅(めつ)だけだ。もっとも、今日一日の相場だけで判断するのもかなり危険だが、参考情報にはなるだろう。

			「高いものを持ってくるのはいいですけど、高いものは売れないんじゃないですか？」

			「物にもよるけど、みんなが欲しいけど、数が足らないものが高くなっている。だから高い値段がついているものほど欲しい人が多いから、売れやすい」

			　暴論だが、あながち外れてはいない。

			「ほら、見て。あれなんて最たる例だよ」

			　俺が指さすと、そこには恰(かつ)幅(ぷく)のいい商人が、皮袋を両手に持って声を張り上げていた。

			「本日の目玉。なんと、海を渡ってやってきた砂糖だ！　一袋、たったの金貨一枚、どこを探してもこれ以上、安く売る奴はいないだろうねえ。さあ、買った買った！」

			「三袋くれ！」

			「こっちは五袋よ！」

			　冗談のような値段設定なのに、飛ぶように砂糖が売れている。

			　一袋に入っているのはせいぜい５００グラムあればいいほうだろう。それもおそらく混ぜものをして、量を水増ししているはずだ。

			「というわけで、俺たちも砂糖を仕入れられれば、あんなふうにボロ儲けできる。砂糖は無理でも、高く売れるものは何か知っておくことが重要なんだよ。それとは逆に、安く買えるものを知っていると、エルシエに戻ったあとも、すぐに買いに来るって発想につながるしね」

			　俺はそう言いながら、ひたすらペンを走らせる。陳列された物品を片っ端から記憶、そしてデータ数が五件になった時点で平均額を書き残す。

			　砂糖のように高額で売れ、なおかつエルシエで簡単に用意できるものがないかを考える。

			　今のところ、一つしか該当はないが、なるべく手広くやりたいものだ。

			「あっ、シリルくん見てください塩とかどうです？　１キロ、銀貨一枚（千二百円）で売れていますよ。あの店だと小麦が１キロ銀貨一枚だから、同じ量の小麦が買えます！」

			　クウが嬉しそうに声をかけてくる。

			　褒(ほ)めて褒(ほ)めてと目で言っているのが、少し心苦しい。

			　確かに、エルシエで塩の入手は容(よう)易(い)になった。だけど、商売にはならない。

			「クウ、塩はね。確かにエルシエの周辺じゃ貴重なんだけど、色んな街から物資が集まる商業都市エリンじゃ、あまり価値があるものじゃないんだ。色んな場所で採れるし、エリンの近くにも確か採れる場所があるって聞いたことがある」

			「でも、銀貨一枚していますよ」

			「関税がすごく高いんだ。塩は絶対に売れるし、岩塩があるところだと少し掘るだけでいくらでも簡単に手に入る。だから、国や貴族、大商人あたりが岩塩の採掘権を独占して、高く売って財源にする。外から入ってくる塩は、その高くした塩と同じ値段でしか売れないように高い税金をかけられちゃう」

			「ううう、ずるいです」

			「そういうずるいことも知って商売をしないとね。でも、クウ。色々考えてくれてありがとう」

			　そう言って頭を撫(な)でると、クウは目を細めて俺の腕に自分の腕を絡める。さらに、スカートから尻尾(しつぽ)がひょっこり飛び出し、俺の尻のあたりに擦り付けてくる。最近、気が付いたのだが、クウは嬉しいことがあると無意識に尻尾(しつぽ)を擦り付けてくる癖があるようだ。

			　ちなみに動物のほうのキツネは、尻尾(しつぽ)の下に匂い袋があり、自分の縄張りを主張したり、気に入った異性に匂いをつけて、所有権を主張し、他の異性を近づけないようにする。……きっと、その習性とクウの行動は関係ない。

			「クウ、尻尾(しつぽ)出てる。隠して」

			「ひゃう、ごっ、ごめんなさい」

			　クウがスカートの中に尻尾(しつぽ)を慌てて隠した。

			　せっかく狐耳を隠して火狐であることを隠しているのに、立派な尻尾(しつぽ)が出ていると台無しだ。幸い、周りは自分の買い物に夢中で注目されている気配はない。

			「関税が問題なら、シリルの魔術なら誤(ご)魔(ま)化(か)せるよね」

			「まあね。ルシエの言うとおり、俺の魔術なら関税を誤(ご)魔(ま)化(か)せる」

			　関税を徴(ちよう)収(しゆう)されるのは街の中に入るときだけだ。【アイテムボックス】に収容しているものは、ばれない。高い税金を取られることなく塩を持ち込み、売りさばくことは可能だ。

			「でも、たくさん塩を売れば、どうしても目をつけられて脱税で捕まっちゃうと思う、それに商売でそういうずるいことはしたくないな」

			「ごめん、シリル。考えが足りなかった」

			「謝ることないよ。さっきも言ったけど、ルシエやクウが考えてくれることが嬉しいんだ。ありがとうルシエ」

			　そして今度はルシエの頭を撫(な)でる。ルシエも俺の反対の腕に密着してきた。いつもよりも大胆だ。たぶんルシエはクウに嫉妬をして対抗意識を出しているんだろう。

			　両方の腕で美少女と手を組んでいる。きっと、こんな幸せ者はそうはいないだろう。

			　おかげで、メモを書けなくなったが、全て暗記して後で書き起こせば事足りる。今はこの時間を楽しもう。

			　何一つ購入しないまま、市場の隅から隅まで目を通す。来た道を引き返しながら購入するものを検討する。

			「まず、大麦を２トンは欲しいよな。それだけあれば、手持ちの芋と親睦会で交換した小麦で火狐たちも冬を越せる。村の備蓄用には、小麦を買い足しで１トン。これも鉄板か。相場からすると、大麦は３キロで銀貨二枚（二千四百円）だから、金貨二十六枚（百五十六万円）、小麦は１キロ銀貨一枚（千二百円）だから、金貨二十枚（百二十万）。合せても四十六枚（二百七十六万円）で、うん、手持ちで足りる」

			　今回持ってきた金貨は全部で三百枚（千八百万円）。

			　通行証に六枚、宿に二枚、服屋に三十枚（俺のポケットマネーを入れれば四十枚）、牧場で九十五枚で、百三十三枚を使用済み。

			　穀(こく)物(もつ)を合計しても金貨百七十九枚（千七十四万円）しか使っていないので、あと百二十一枚（七百二十六万円）分買える。

			　重量的にも余裕がある、服の枠を１００キロ取って、９００キロが自由に使える。

			「ルシエ、クウ。酢(す)は欲しいよな？」

			「そうだね、調味料があると嬉しいかも。料理のバリエーションが増やせるし、あった方が美味(おい)しいものが食べれるよ」

			「あっ、私も欲しいです。食卓が寂(さび)しいので、調味料は必要です」

			　調味料は欲しい、酢(す)はここでなら簡単に買える。一リットル入るビンで、銅貨20枚（八百円）。これを三百本買って金貨四枚（二十四万円）。ビン込みで、３６０キロほど容量を食うが仕方ない。

			「酢(す)は確定として、悩むな、ハーブ類も買い込みたいよな。セージも、ローズマリーも、タイムまである。これ全部あれば、色んな香りや味を楽しめる」

			「シリルがすごく興奮してた草のこと？　あれってお腹膨(ふく)れるの？　味は？」

			「いや、お腹は膨(ふく)れないし、これと言って味はないね。香り付けが主かな？」

			「それなら没、そんな贅(ぜい)沢(たく)している余裕はないし、すごく高かったし、売ってたのは乾燥させた葉っぱだから増やせないし」

			「うっ、それを言われると辛いな」

			　確かにハーブはお腹に溜まらない。完全に俺の趣味だ。たしかに今のエルシエにはそんな余裕がないし、俺以外あれをうまく使えないので、皆から総スカンを食らいかねない。その点、酢(す)は皆が使えて、栄養もしっかりあるし、殺菌も可能だ。

			　仕方ない、ハーブはポケットマネーのほうで、個人的な購入にとどめておこう。

			「お腹に溜まるものなら、食用に玉ねぎとニンジンを買って帰ろう。保存が利くからね。他にも、エルシエで育てるためにカブの種を買おうか。カブは今から種を撒(ま)けば、冬に育って春に収穫できるから、保険にもなるしね」

			　本当はトマトを育てたい。あれがあるだけで料理のバリエーションが一気に豊かになる。

			　だが、トマトを育てるのは非常に難しい、苗を買っても全て枯れてしまうのが落ちだ。収穫シーズンになったら大量に買いに来ようと胸に誓う。

			　その点、カブは一度発芽すれば、むしろ枯らすほうが難しいぐらいだ。ジャガイモと並んで初心者向けの野菜と言える。

			　今は種植えのシーズンのせいか、店頭に種が並んでいるので入手も容易(たやす)そうだ。

			「うん、それでいいと思う。服の生地と酢(す)のお土産(みやげ)があったらエルフの皆、きっと喜ぶよ」

			「火狐の皆もです。本当に、あんないい服をありがとうございます。大麦も帰ったら、ミルク粥にして皆にごちそうしてみます」

			　二人とも、エルシエに残した仲間の喜ぶ顔を浮かべて笑顔を見せてくれた。

			　もっと我がままに、もう少し自分の要求を言ってくれてもいいのに。

			　あれ買ってとか、これ買ってとか、そういう普通の少女らしさがあってもおかしくない年齢だ。

			「急いで注文して回ろうか」

			　俺は、買うと決めたものを注文して回り、彼女たちの視線から欲しそうなものを推測して購入し、宿に戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宿に戻り注文した品全てを受け取ったのは、夕日が沈みはじめた頃だった。

			　服屋も一晩でクウの指定した仕立て、そして俺が二人に内緒で作ってもらったセミオーダーメイドの服を持って来てくれた。

			　前払いしていたお金のお釣りも持って来てくれたが、二人の服があまりにも可愛(かわい)かったので、それはチップとして渡した。

			　この服は戻ってからプレゼントしよう。最高に可愛(かわい)いので、二人とも喜んでくれるだろう。

			　俺は【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の部分解放で【アイテムボックス】を使い、荷物を全て収容すると、商業都市エリンを後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　来たときと同じようにルシエをお姫様抱っこし、クウを背中に担いで疾(しつ)走(そう)する。

			　40キロ走ったところで、背中のクウが急に落ち着きを無くす。

			　そう言えば、エリンに来る時も、このあたりでそわそわしていたことを思い出す。

			「クウ、妙にそわそわしてるな。来るときもそうだったけど、何かあるのか？」

			　クウは俺の問いかけにピクリと震える。

			「なんでもないですよ」

			「クウ、嘘はいい。クウの不安そうな仕草、来るときは時間がないから無視したけど、今は俺にも聞く余裕がある」

			　可能な限り、クウの不安は取り除いておきたい。

			「……その、大したことじゃないんです。兄様たちが逃げこんだ村が、この近くにあるんです。色んな種族が一緒に住んでる小さな村が」

			　なるほど、それは確かに気になるだろう。

			「クウはお兄ちゃん達の無事を確認したいんだな」

			「ええ、そうです。でも、遠回りになっちゃうので、やっぱりいいです」

			　クウの顔は見えないが、今までの経験から無理に作った笑顔が想像できてしまった。

			　そんなものを頭に浮かべたら、もう見て見ぬふりはできない。

			「クウ、案内してくれ。一度、挨(あい)拶(さつ)しておきたい。帝国との戦争になったとき、縁があると助かるかもしれない。他にも、なにか特産があるなら買いたい。エルシエの長として顔を出すのが必要だと判断した」

			「本当に、いいんですか？」

			「もちろん。だから、進行方向を指さしてくれ」

			「シリルくん、ありがとう。こっちです」

			　クウの案内で、主街道からそれ、どんどん森の中に入っていく。

			　そして木々の間を抜けると、開けた空間に集落が見えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここが、兄様たちが逃げ込む予定だった村です。昔から親交があったし。エリンからも近いので、村でこつこつ溜めてたお金があれば、食料が買えるから困らないって、父様と兄様が決めたんです」

			　クウの説明を聞きながら、二人をおろして周りを観察する。

			　おかしい、静かすぎる。人の気配がない。何かがある。

			　念のため【知覚拡張】を使う、すると……

			「なんだ、これは」

			　ここからは死角になっているが、そこには心臓をくり抜かれた火狐の女性の死体があった。しかも、新しい死体だ。殺されてから一日も経っていない。

			　そして、【知覚拡張】の範囲を広げると、死体の数が一つ、二つどころではないことがわかった。

			　いったい誰がやった。帝国の仕業なら女は殺さずに攫(さら)うはずだ。

			　そう考えていると……、恐ろしい速度で迫ってくる存在を感じ取った。

			　風の魔術を使ったときの俺すらも凌(りよう)駕(が)する速度。

			「ハッ！」

			　後ろから迫ってくる何かが、大剣を振りかぶっている。

			　不意打ちのつもりだろうが、俺には見えている。

			　余裕を持ってかわ……せない。剣を振りかぶってからの再加速が速すぎて、回避はどう足(あ)掻(が)いても不可能。受けるしかない。

			「チッ！」

			　俺は逆手で持ったナイフを斜めにして受け、相手の斬撃を滑らせる。

			　完全に、相手の力を流した。これ以上はない理想的な受け。逸らされた相手の剣が地面に叩きつけられ、轟音をあげ地面に深々と突き刺さる。

			　なのに、ゴキッと音が鳴り、俺の腕が折れた。

			　完(かん)璧(ぺき)に受け流したとしても、数％の衝(しよう)撃(げき)を受ける。

			　信じられないことに、相手の斬撃はその数％で俺の腕をへし折ったのだ。

			　だが、そんなことはどうでもいい、奴は隙を見せた。

			　無防備な側頭部をハイキックで狙う。ブーツから仕込みナイフが飛び出る。【身体強化】を行(こう)使(し)したうえで、完(かん)璧(ぺき)に体重が乗った一撃。

			　その蹴(け)りは当たった。相手の体がわずかに揺れる。だが、ナイフは敵に突き刺さることはなく砕け散り、足首に鈍(どん)痛(つう)が走った。

			【身体硬化】の魔術か？　いや、マナの反応はない。純粋に体内魔力(オド)のみの防壁。

			　俺は自分の目を疑う。体内魔力(オド)の直接的な物理干(かん)渉(しよう)能力は極めて弱い。俺の全力をもってしても、今の蹴(け)りを防ぎナイフをへし折るなんてことはできない。

			　それを可能にするには、最低で俺の三十二倍の最大魔力放出量が必要だ。そんな生き物は、この世界でたった一種類しかいない。

			「へえ、僕が斬りかかったのにまだ生きてるんだ。生意気に反撃までして」

			　地面に突き刺さった剣を軽々と引き抜きながら、俺に斬りかかった剣士、少女は不敵な笑みを浮かべてこちらを見た。

			　華奢な少女だった。身長は１５０センチにも満たない。セミロングの黒髪を無造作に流している。鎧(よろい)は着ておらず、そこらの村娘と言われても信じそうな服装。

			　首には、暖かそうなマフラーを巻いていた。どこかで見覚えがある美しい黄金色でふさふさの……

			「兄様、兄様の尻尾(しつぽ)です。そんな、嘘です。いやぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　クウが震える指先で、少女の巻いたマフラー……兄の尻尾(しつぽ)を指さし、悲鳴を上げた。

		

	
		
			第14話　勇者

			　

			　クウの絶(ぜつ)叫(きよう)が響く、それを聞いて目の前の黒髪の少女は首を傾げる。

			「兄様の尻尾(しつぽ)？　ああ、これ君のお兄さんのだったんだ。最近、寒いでしょ？　暖かそうだったから切り落としてマフラーにしたんだ。みてみて、ほら、ふさふさして可愛(かわい)いでしょ？」

			　屈(くつ)託(たく)のない笑みを浮かべて尻尾(しつぽ)に顔をうずめる。だからこそおぞましい。

			「兄様は？　兄様は？　生きてるんですか？」

			「死んでるよ。最初に心臓を抉(えぐ)って、殺した後に尻尾(しつぽ)を拝借したんだ。これ一本じゃないよ。貴族の間で火狐の尻尾(しつぽ)って、アクセサリー用にすごく重宝されてるんだって。滅多にとれないらしくて、馬鹿みたいに高いって噂だから、苦労して、全部の死体から切り落として集めたの。君のお兄さんのは、一番綺(き)麗(れい)だから僕用にして、あとは帰ったら売るんだ。わざわざ、管轄外だったのに遠出した甲(か)斐(い)があったよ。最高の臨時ボーナスだ」

			「……そんなくだらないことで、殺すだけじゃなく、辱(はずかし)めて」

			　クウが尻尾(しつぽ)を逆立て、黒髪の少女を睨(にら)み付ける。

			　火のマナが、すごい勢いでクウの周辺に集まる。

			「クウ、落ち着け。もう少し話がしたい」

			「でも！」

			「忘れたのか？」

			　その一言でクウはシュンとなる。俺と交わした族長として振る舞うという約束を思い出してくれたはずだ。

			　それでも、憎しみの炎はクウの胸を焦がし、少女を睨(にら)み付け続ける。

			「君が帝国の勇者か？」

			　単刀直入に聞く。彼女ほどの異常な存在が、勇者以外であるはずがない。

			　勇者とは、十年に一人ほど生まれる人間の突然変異種だ。

			　本来人間は弱い。あらゆる属性のマナと相性が中途半端で、身体能力も他の種族に比べるとこれと言って優れた点はない。強いて言うなら、体内魔力(オド)の扱いが多少うまいぐらいだ。

			　だが、稀に全属性のマナをまったく扱えない代わりに、桁外れの魔力容量と、魔力放出量を持ち、とある固有魔術を持った人間が生まれる。

			　マナがある世界なら不思議と、どこにでもそんな存在は産まれる。こことは別の世界の研究では、マナの反作用として現れ、全てを破壊するエルナ。それに対する星の防御機能として世界が作り出した存在という説があった。そのため、エルナと対になるマナは一切使えずに圧倒的な体内魔力(オド)だけで戦うのだと。

			「勇者？　ああ、そう言われているね。けど、僕は傭兵だって名乗ってる。僕の暴力で、お客様の要望を叶(かな)えて、お金をもらうんだ。勇者なんて偽善臭くて曖(あい)昧(まい)なものより、そっちのほうがしっくりくるんだよね」

			　そう言って少女は肩をすくめた。どこまでも軽い印象を与えてくる。

			「今回のクライアントは帝国だろう？　なら、なぜ殺した。少なくとも帝国から女は生かして攫(さら)う指示が出てたんじゃないか？」

			「よく知ってるね。そうだよ。僕が受けた指示は、帝国の村が火狐の暴徒によって支配された。火狐を殺して村人たちを助けて欲しい。可能な限り、女は生け捕りにしろ。勇者らしいお仕事だよね。でもね、まあ僕も女の子なわけで、捕まった彼女たちのことを考えると、同情しちゃってね、ここで死んだほうが楽かなぁと思って、激しい抵抗にあって止む無く殺しちゃったことにしたわけ。帝国のお目付け役も遅すぎて置いてけぼりにしたから、着くまであと二日ぐらいかかるし」

			　そして最後に「どう、優しいでしょう？」と付け加えてきた。

			「それなら、一つ疑問があるんだが、どうして火狐以外の種族も死んでいる」

			「ああ、それはね。もう一つ依頼を受けていてね、逆(ぎやく)賊(ぞく)の火狐を匿う村に制裁を加えろって」

			「一つ目の依頼と矛盾しないか？」

			　一つ目の依頼は、火狐に征服された村人を救うものになっているのに、二つ目の依頼でその村人を討(とう)伐(ばつ)の対象にしている。どう考えても辻褄が合わない。

			「そんなこと気にしてたら、こんな仕事やってられないよ。とにかく全部殺せーってことでしょ？　だいたい、自分たちでやったら殺す前に自爆されてお宝が手に入らないからって、わざわざ管轄外から僕を呼んで、生け捕りにしろってひどくない？　いつ自爆されるかわかったもんじゃないよ」

			「さっきと言っていることが変わってるぞ。女として、同情したんじゃなかったのか」

			「ああ、あれ良い人アピール。ほんとはね、めんどくさいからさっさと殺しちゃった。あと生きてると流石(さすが)に尻尾(しつぽ)切り落とせないし、臨時収入が減っちゃう」

			　その態度が、一度は思いとどまったクウの激情に再び火をつけた。

			「もう、我慢できません。……殺してやる」

			「その台詞(せりふ)、今日は百回ぐらい聞いたな。まあ、やってみるといいよ。それに君の尻尾(しつぽ)、これより綺(き)麗(れい)だ。そっちを僕のにしよう。これはもう、いらなーいと」

			　少女が首に巻いていた尻尾(しつぽ)を無造作に投げ捨てる。

			　投げ捨てた先には布を覆(おお)いかぶせたリヤカーがおいてあり、尻尾(しつぽ)がぶつかり、布が剥(は)がれ落ちた。あらわになったリヤカーの荷台には、無数の火狐の尻尾(しつぽ)が並べられていた。売るために刈り取られたのだろう。

			　その横に無造作に赤い宝石が山積みにされている。火狐たちの心臓を抉(えぐ)りとった火の魔石。

			　クウが、目を見開き両手を前に掲げ炎を生み出す。

			　その炎は、あまりの高温で白色になっていた。炎は温度が高くなると赤から白に変わる。それが逃げ場なんてのこさないとばかりに放射状に広がる。

			　誰がどう見ても回避は不可能、なおかつ骨も残さず焼き尽くす熱量。それでも少女は笑って真っすぐに突っ込み、炎に触れる直前で大きく飛び上がり、炎を飛び越した。

			　空中で一回転してそのまま、剣を振りかぶる。

			「きゃあ」

			　俺はクウを横から蹴(け)り飛ばす。彼女には悪いが、優しく抱き寄せる暇(ひま)なんてない。

			　すると、クウが居た場所を目掛けて振りかぶった少女の剣が空を切った。

			「炎は避けるんだな」

			　俺は、少女がどんな魔術を使うか横目で見ていた。使ったのは【身体強化】のみ。

			　もし、俺の蹴(け)りを防いだのが魔術的な防壁の展開であれば、その魔術を頼りに真っ直ぐに炎の中を突っ込んでくればよかった。彼女の魔力量ならそれが可能だろう。

			　そうしなかったのは、単純に硬さを付与する【身体硬化】である可能性が高い。それであれば炎は防げない。魔術の難易度は、【身体硬化】のほうが圧倒的に低い。

			「女の子を蹴(け)り飛ばすなんてひどいんだー。その子が傷物になったらどうするつもり？」

			「そのときは、俺が責任を取るさ」

			「こんな場でのろけるなんて余裕だね。会話を引き延ばして、治(ち)癒(ゆ)する時間を稼(かせ)ごうとする姑息な男のくせに」

			「おかげ様で、足首のほうは良くなったよ。ついでに折れた腕を治す時間もくれないか？　あと二分あれば治せたんだが」

			「それはだめ。なんか、君、弱いのに嫌な感じがするんだよね」

			　その言葉が終わる前に、もう少女はこっちに向かって飛び掛かってきていた。

			　今までの少女の動きを見てわかったことがある。彼女は俺より数段強い。保有魔力の量、魔力放出量の桁が二つは違う上に、純粋な身体能力も話にならないレベルで差がある。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使用すれば、少女よりも強い俺は呼べる。だが、街を出る前に使った部分解放から十二時間が経っていない。これでは魂(たましい)に傷がつくだろう。

			　それに、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使用するには二十秒間、術式の構築だけに集中し無防備になる必要がある。

			　この少女の前で二十秒も無防備になれば、十回は死ねる。

			　第一、俺は二人の前ではシリル以外の姿を見せるつもりはない。

			　必然的にシリルのままで戦わざるを得ない。しかも利き腕が折れた状態で、この化け物相手に。

			　自問自答する。勝てるか？　……勝てる。

			「ケチなことを言うなよ。俺を恐れてくれるのか？」

			　軽口をたたきながら、起動する魔術に変更を加える。

			【知覚拡張】の対象範囲を半径３００メートルから５メートルに限定することで、脳処理の負担を軽減、ただし取得する情報の項目・精度を強化する。

			【身体強化】を低燃費モードから、体の耐久値限界まで引きあげる。

			【プログラム】を汎(はん)用(よう)モードから、対人モードへ変更、さらに自己学習・効率化を有効にする。

			　そして【風の鎧(よろい)】を起動。風を常に纏(まと)い、動きに合わせて風向きを変化、全ての動作を追い風で高速化するとともに、状況次第で敵への妨害。気休め程度の防御を実施する。

			「僕が怖がる？　まさか、ただ、めんどくさいなぁって」

			　少女が俺に向かって剣を振り下ろす。

			　しかし、今度は半身をずらして躱(かわ)す。

			　取得する情報範囲を狭めたかわりに密度を上げることで、予備動作の取得の精度が上がり、身体能力が強化された。さらに、風の後押しまである。

			　回避程度なら、なんとか追いつくようになった。

			　できれば、【自己治(ち)癒(ゆ)能力強化】も併用したいが、俺の演算能力ではどう頑張っても四つが限界だった。

			「おっかしいな。さっきより、速くしてるんだけどね。なんで死なないのかな？」

			「さあ、どうしてだろうな」

			　さきほどから、直撃どころか受けた時点で俺を壊しうる致死の攻撃が連続して繰り出される。

			　魔術の変更で、なんとか対応はできるようにしたが、あくまで躱(かわ)し続けることしかできない状況だ。反撃する余裕がない。

			「ああ、もう、うっとうしい。どうせ、いつかは殺されるんだから、さっさと死んでよ。君、僕を殺す手段がないでしょ。初めから詰んでるんだって」

			「そうとも限らない。俺にも君を傷つける武器ぐらいある」

			「じゃあ、その武器とやらをさっさと出してよ」

			　仕留められないことに苛(いら)立(だ)ちを感じて、極端に大きな振りになった。思った通り、少女は短気だ。彼女の剣技は未熟というよりも、本当に子供が振り回しているだけのひどいものだ。

			　今までは、その圧倒的な身体能力のおかげで苦戦したことがなかったのだろう。故にまともな剣術を身につける必要もなかった。

			　そんな剣が俺を捉(とら)えられるはずはなく、当然のように空を切り、大剣が地面に叩きつけられる。

			　さきほどのリプレイ。

			「シッ！」

			　だが、今度は得物が違う、高速振動で切れ味が増し、さらに硬度まで魔術によって強化された炭素ナイフ。それを折れていない左手を使い、最短距離で少女の頬に向かって突き出す。

			　甲高い音とともに固いものが削れる音が響き、火花が散る。

			　しかし、削れたのは少女の肌ではなく、高振動炭素ナイフのほう、あまりの固さにナイフの刀身が粉になってあたりに飛び散る。

			　だが、全身の力を使ってナイフを押し込む。少女の首がわずかに曲がる。一瞬だけナイフが硬い壁を抜いたような感触があった。

			　少女が体勢を立て直し、攻撃体勢に入ったので一度距離を取る。

			「それが、君の切り札？　期待外れなんだけど」

			「そうでもないさ。十分だ。三つ勝利への布(ふ)石(せき)を打った。一つ目は、君の頬に、かすり傷程度だが確かに傷をつけた」

			　ほんの一滴だが、わずかに血が出た。全力の【身体強化】と高振動炭素ナイフでも、たかが血を一滴流しただけ……と考えると苦いものがあるが、それでも、概(がい)念(ねん)的な防御ではなく、ただ単に固いだけだということが露見した。

			「得意気に言ってるけどさ、こんな傷……ほら、もう治った」

			【自己治(ち)癒(ゆ)能力強化】の力だろう。傷がふさがった。

			「二つ目、ナイフを押し込んだとき、君が首を曲げたことを確認した」

			　それも重要な情報だ。もし魔術的な壁を用意しているのであれば、壁自体が空間に固定されているため、いくらナイフで押しても首が曲がることはなかった。

			　これで、本当にただ単純に体の強度を上げているだけだと確証が取れた。

			「そんな些(さ)細(さい)なこと、わかったからどうだって言うんだよ！」

			　そして、これが一番大切な三つ目。今の攻撃をすることで、最強の武器を手に入れることが出来た。丁寧に、飛び散った高振動炭素ナイフの粉を風で集めてポケットに入れる。

			　さっき以上に、荒く速い連打が俺を襲う。剣に混じって拳や蹴(け)りが飛び交う。

			　だが、だんだんと俺は余裕を持って躱(かわ)せるようになってきた。どれだけ少女が攻撃を繰り返してきても、危なげなく躱(かわ)す。

			　自己進化を有効にしたことで、【プログラム】が進化している。本来、【プログラム】はあくまで相手の体の予備動作からの最適行動が通常の動きだ。だが、自己進化により、直接的な動きに関係ない癖、パターン。そう言ったもののデータを蓄積し、その対策をうつことで、動きだしを早くする。

			　相手の対応に対する反応から、限りなく精度の高い予測への変化。

			　少女は俺相手に長く戦いすぎた。時間が経てば経つほど、俺が有利になっていく。

			　俺は先ほどから【風の鎧(よろい)】を解除している。もう、その助けを借りずとも捌けるほどに【プログラム】は最適化されているからだ。

			　また、隙が出来た。今度は折れているはずの右手、その手のひらを広げ前に突き出した。そして、少女の心臓を打ち抜く。

			「かはっ」

			「気持ち悪いだろう？　表面が硬いだけだから、衝(しよう)撃(げき)は通る」

			　俺が使ったのは鎧通しという技術だ。固い外側を伝って、衝(しよう)撃(げき)を内側に通す。それを心臓目掛けて放った。どんな化け物でも数瞬は動きが止まる。

			【風の鎧(よろい)】が必要なくなったことで、【自己治(ち)癒(ゆ)能力強化】を使う余裕が出来ていた。

			　これで利き手は完治させられる。

			「それにな、固いだけってことはこんなこともできる」

			　しゃがみ込みつつ、少女が硬直した一瞬のうちに足払いをかける。彼女の体が地面から離れ倒れ込む。

			　宙に浮いた体を風で思い切り打ち上げた。

			　地面に接していない少女は、当然踏ん張ることもできず高々と宙に舞う。その体を風で拘(こう)束(そく)し釘付けにする。

			「ルシエ、クウ！」

			「わかってます」

			「任せて」

			　俺に蹴(け)り飛ばされた後のクウは、〝狐視眈々〟と確実に炎をあてるチャンスを窺いつつ、力を溜めていた。

			　最初の一撃で、自分一人の力で少女を捕らえるのは不可能だと判断し、必ず俺がチャンスを作ると信じて、そのときを待っていた。

			　そしてその隣にルシエが居る。彼女は知っている。俺たちの風は炎をより激しく燃え上がらせると。

			　クウが手を前に突出し、ルシエがその手に自分の手を這わせる。

			「私達の痛みと怒りを思い知れ！　【狐火】」

			「【突風】」

			　クウの白い炎をルシエの風が包み込むことで、いっそう激しく燃え上がり、勢いを増して少女に殺到する。その炎は温度の上昇により、白から青に変わる。クウが一人で放った時とは比べものにならない威力。それが身動きの取れない少女を完(かん)璧(ぺき)に捉(とら)えた。

			　今の炎で俺の風が制御を離れた。

			　炎にあぶられた少女が地面に墜落する。表面が炭化し黒く染まっている。

			　死んだ。そう思ったが、その黒い塊(かたまり)がゆっくりと立ち上がる。

			「油断したなぁ、死んじゃった」

			　炭化した肌がボロボロと崩れ落ち、そこから美しい肌が現れた。

			　剣も防具も全て焼き尽くされたが、全裸になった少女の肌には火傷(やけど)の跡一つない。

			「炎はね。一応、ある程度の耐性はあるんだけど、他ほど強くないんだ。本当、痛かった。こんなに痛かったのは産まれて初めてだ」

			　殺意の視線をこちらに向けてくるので、嘲(ちよう)笑(しよう)の笑みで返す。

			「そうか、ならもう一度食らってみるか？　何度でも空に舞いあげて炙(あぶ)ってやるよ」

			　少女の動きは早いが稚拙だ。俺なら何度だって今と同じことをやってみせる。

			「ううん、もういいよ。飽(あ)きた。一歩も動かずに君を殺してあげる。僕の切り札で」

			　魔力が高まるのを感じる。全身のうぶ毛が逆立つ。

			　勇者共通の固有魔術の前兆だ。

			「安心して、痛みを感じる暇(ひま)もないから。さよなら」

			　少女はそう言い放ち、手から雷が放たれた。

			　雷の速度は秒速２００キロ、その出力は９００Ｇ(ギガ)Ｗ(ワツト)にも到達する。

			　通常なら回避どころか反応すらできず、その威力は俺を千回殺しても余りある。

			　だが、その雷は俺に届くことはなかった。

			「さっきのセリフを返そうか。『それが、君の切り札？　期待外れなんだけど』」

			「そんな、嘘だ！」

			　再びの雷、目の前で起きていることが信じられないというふうに、何度も雷を呼び出す。

			　雷に絶対の自信を持っているのだろう。何度防がれても、威力をあげ、発射間隔を縮めて、何度も雷撃を繰り返してくる。だが、結果は変わらない。俺には傷一つつけられない。

			　勇者の体内魔力(オド)がいくら凄まじくても、俺たちのようにマナを借りるのではなく、自分の力だけでこれだけの破壊力を出し続ければ、やがて底が見えてくる。

			「無駄だ。その程度の威力では、俺の防壁を破ることはできない」

			　俺は真顔で嘘をついた。

			　そう、俺が魔術で防壁を作っており、通じないのは、あくまで威力の問題だと。

			　実際は違う、本来空気は絶縁体で電気を通さない。雷等が空気を伝うのは、超高電圧により、絶縁状態が破壊されるという現象が起こるからに他ならない。

			　だが、空気が高気圧であればあるほど、絶縁破壊は発生し辛くなる。俺の周囲の空気は絶縁破壊が起こらないように、高気圧になるように気圧操作されており、強力な雷だろうが通さない。

			「僕の、僕の雷が効かない？　そんなわけないだろう!?　なら、これでどうだ！」

			　あっさりと、俺の挑発にのって、超特大の雷を呼び出す。

			　無傷で防ぐことは容易(たやす)い。だが、あえて防壁が破られてわずかなダメージを負ったような演技をする。頬に軽いやけどを作る。

			「くっ！」

			「ははは、これが僕の力だ！　思い知れ！　まだだ、もっと強くできるぞ！」

			　威力さえあげれば、俺を消し炭にできる。そんな馬鹿な嘘を信じた少女は、より力を込め、盛大に魔力の無駄遣いを続ける。
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			　十発を越えたとき、全身に汗を流して息を切らせながら、ようやく違和感に気付いた。

			「な、ん、で？」

			　心底不思議そうに首を傾げる。だが、それには返事をせず、無言で距離を詰めて斬りつける。

			　油断と、疲れ。その両方のせいで、無造作に突き出した俺のナイフに少女は反応できない。

			　いつものように、【身体硬化】した肌に阻(はば)まれるが、一秒ほどで肉を切り裂き、血が噴(ふ)き出した。

			「どうした？　守りが弱くなっているぞ」

			　雷の連発による魔力の浪費により、無意識下に自分を守っていた【身体硬化】に回す魔力が減っていた。

			「こっ、このお、なんで、弱いくせに、どうして？」

			「自分より強い奴と戦うのは初めてか？　覚えておくといい。自分より強い相手を倒す方法は、常に複数用意しておくものだ」

			「うるさい！　死ね」

			　意識して【身体硬化】に力を注ぎだしたが、今度は【身体強化】のほうがおろそかになり、動きが鈍くなる。

			　軽く力を抜いて何度もまとわりつくようにして、浅く斬りつけ、相手の【身体硬化】が緩(ゆる)んだときだけ、本気で攻撃し切り裂く。

			　そうして、魔力の回復のために消費量を抑えようとしていた少女に、常に全力で【身体硬化】と【身体強化】を使用せざるを得なくする。

			　少女は魔力が欠乏してどんどん顔色が悪くなってきている。それでも決して地面からは離れまいと、必死に足元を警戒している。

			　そこで、俺は一歩引いた。これまでのことを警戒して、少女はその場で硬直する。

			　この一瞬が欲しかった。

			　俺が用意していた本当の切り札。それを使うのに必要な隙。それは、何も考えずに少女が一方的にこちらを攻めていたときは存在しなかったものだ。

			「【水圧操作】」

			　腰にぶら下げていた水筒をひっくり返して水をぶちまけ、それを魔術で操作して手のひらで集め、加圧する。

			　エルフは、風の相性値の90が目につくが、水の相性値の70もかなり高い。

			　そして集めた水に、高振動炭素ナイフを少女に突きつけたときに生じた、金属粉を混ぜ込む。あのときの勝利の布(ふ)石(せき)の三つ目はこの金属粉を確保することだった。

			「【気圧操作】」

			　水魔術で限界まで高めた水圧。それを外から風魔術でさらに高める。

			　そして、生まれるのは、

			「合成魔術【水刃】」

			　風魔術と水魔術で極限まで圧力を加えられた水は、音速の三倍以上の速さで飛び出す超高速の刃となる。

			　水刃と名付けたが、その実態はもはやレーザーに近い。一本の極小の点での攻撃が連なっているものだ。

			　水は加圧とそれにより得た速度で凶器と化す。さらに水に混ぜ込んだ金属粉が切断力を暴力的なまでに高める。

			　今のシリルに出来る最速、最強の魔術。

			　複合魔術故に、俺が常に常駐させている【身体強化】、【プログラム】、【知覚拡張】のいずれかを封じた状態でしか使えないという問題があるが、それを補ってあまりある威力だ。

			「ガハッ」

			　水刃は少女の肌を切り裂き、血に染める。

			　骨に達するほどの巨大な裂傷が袈裟懸けにはしる。誰がどう見ても致(ち)命(めい)傷(しよう)。だが、勇者という生き物は油断できない。

			「【水刃】」

			　さらに相手の頭の天辺から股下を通すように振り下ろす。既に致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けており、【身体硬化】を展開していない少女の体は、抵抗なく切れた。

			　勇者は生存に対する執着が遺伝子レベルで刻まれており、体の細胞が生きていれば無意識下の生存本能をキーに、有り余る体内魔力(オド)で自らを蘇(そ)生(せい)する。

			「クウ、焼き払え」

			「……わかりました」

			　これでも、まだ安心できないのでクウの炎で燃やす。

			　細胞の一片まで焼き尽くす。

			　ここまでやって、はじめて『おそらく大丈夫だろう』と言えるのが勇者という存在だ。

			「クウ、ごめん」

			「何を謝るんですか？」

			「クウを蹴(け)ったことと、クウのお兄ちゃん達を守れなかったこと」

			「それは、シリルくんのせいじゃないですから」

			　クウは、顔を伏せて否定する。

			　本当は、帰りではなく、来るときに寄っていれば助けられたのではないか？　そう考えているはずだ。

			　俺でもそう思っているぐらいだ。クウがそう思わないはずがない。

			「シリルくん、お願いがあります」

			　クウが神妙な顔をして口を開いた。

			「言ってみて」

			「切り落とされた火狐の尻尾(しつぽ)、あれをお金に換えないでください。ちゃんと、埋葬してあげたいんです」

			　クウが必死に懇(こん)願(がん)する。

			「確かに、私たちの尻尾(しつぽ)はお金になります。尻尾(しつぽ)と魔石目当てに村を襲う人が毎年いたぐらいです。エルシエにお金が要るのもわかってます！　でも、火狐にとって尻尾(しつぽ)は特別なんです。奪われたまま眠るなんて、かわいそうで、嫌なんです。私に出来ることなら、なんでもしますから、お願いします」

			「わかった。尻尾(しつぽ)は売らない。でも、もうすぐ帝国兵がこっちに来るから、持ち帰ってエルシエで埋葬してあげよう。それでいいかい？」

			「ありがとうございます。これで死んだ仲間も浮かばれます」

			　目に涙を浮かべるクウを抱き寄せる。

			「ねえ、クウ、帝国が憎いかい？」

			「……憎いです。故郷も、家族も、友達も、全部奪ったあいつらが憎いです」

			「そうか、皆にはまだ言ってないんだけど、雪が解けたら本格的な戦争になる。帝国の兵士が三千人以上攻めてくる」

			　俺の言葉にクウとルシエは息をのむ。

			　エルシエの総人口の十倍以上の人数であり、俺がかつて、絶対に勝てないといった人数。

			「俺には勝つための策がある。だけど、その策にはクウの力と、火の魔石が必要だ。それが奴らに致(ち)命(めい)傷(しよう)を与える。だけど危険が伴うし、何より、魔石を使うということは、火狐たちの命を利用するっていうことだ。クウは許してくれるか？」

			「許すも何も、嬉しいです。私の力であいつらを倒せることが……、それに」

			　クウは尻尾(しつぽ)の横に並べられた魔石の中から、一際大きく、濃い赤色のものを取り出す。

			「兄様も一緒に戦えるから」

			「期待しているよ」

			　もともと考えていた作戦だが、今のタイミングで口に出したのは、どんな理由でもいいから、クウに前を向かせたかったからだ。悲しみに飲み込まれることなく、歩けるように。

			「よし、クウとルシエは、村の中を探して生きている人が居ないか探してきてくれないか。ただし、危ないから二人で行動すること」

			「わかりました、行ってきます」

			「すぐに戻って来るね」

			　二人が駆け足で立ち去って行く。それを見届けて、ゆっくりと口を開く。

			「これでも死なないか」

			　少女の気配は、まだあたりに漂っている。

			　勇者と言えど、ここまでされて生きている個体は久しぶりに見た。やがて時間をおいて、少女は復活するだろう。

			「お前は、俺に自分は殺せないと思っているだろう」

			　何せ、死体を焼き尽くしてもなお、消滅しない。もう打つ手がない。

			「だがな、俺じゃない、俺にはそれができる」

			　そのために、二人を追い払った。

			　魂(たましい)の傷なんて知ったことか、ここでこの化け物を見逃すほうがよほど怖い。

			「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」

			　自らのうちに強く語りかけるように詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　歪(ゆが)んでいく魂(たましい)が悲鳴をあげる。その痛みを無視してかつての俺を思い描く。

			「我が望むは、闇(やみ)夜(よ)の世界を支配した強欲な王、その名は……」

			　かつての名。懐かしい名前を朗(ろう)々(ろう)と読みあげる。

			「グラムディール！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　体が光に包まれる。

			　固有魔術である【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が起動する。

			　光が収まった俺の身体は、漆黒のコートに包まれ、髪も目も黒く染まる。

			　口には長い牙。
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			「さあ、食らいつくそうか、【捕食】」

			　今の姿は、かつて吸血鬼と呼ばれていた頃の俺だ。

			　血を吸うというイメージがあるが、その本質は存在の略(りやく)奪(だつ)。

			　魔力も、魂(たましい)も、何もかもを食いつくし、時には支配する。それが吸血鬼の本質だ。

			「貴様の全てを奪ってやる」

			　固有魔術【捕食】を起動したことで、場に残っていたわずかな少女の残滓、魔力や魂(たましい)はおろか、その残留思念すら食い尽くす。

			　それは、完全な消滅を意味する。

			　力が溢れる。ディートとして奪った数百人の有象無象とは違う圧倒的な存在感。

			　やがて、少女の存在、それが全て消滅した。

			　文字通り完全な消滅。

			　いや、些(さ)細(さい)な違和感。まるで消化不良、俺の中で生きているような……

			「【解除】、グラムディール」

			　それを確認して【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を解く。

			　思わず胸を掻き毟る。制限を無視して実施した【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の反動が俺を苦しめる。

			　立っていることすらできずに、その場に崩れ落ちる。

			「ごふっ」

			　せきをすると、血があふれ出た。

			　しばらくは立てず、魔術の行(こう)使(し)もできないだろう。

			　一度目から五時間経っていたおかげでこの程度で済んだ。

			　もう少し、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を実施した間隔が短かければ、グラムディールで居た時間が長ければ、下手をすれば記憶の欠(けつ)損(そん)、魔術回路に治療不可の障害が残っていただろう。

			　必死に頑張るルシエとクウには悪いが、少し休ませてもらおう。

			　そして空を見上げながら、二人が戻ってくるのを待つ。

			　彼女達が来た頃にはなんとか回復し、三人で村をたった。

		

	
		
			エピローグ　誓い

			　

			　エルシエに帰還するために、ルシエとクウを抱えて走るが、視界が歪(ゆが)む、体の震えが止まらない。

			　それほどまでに十二時間の制限を無視した【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の副作用が辛い。

			　このままでは……

			「すまない。限界だ。後は頼む」

			　俺は最後の力を振り絞って、横道に逸れたところで、二人を優しくおろす。

			　その後、ふらふらと、たたらを踏んで、太いカエデの木にもたれかかり、そのまま崩れ落ちた。

			「シリル！」

			「シリルくん！」

			　二人が慌てて駆け寄ってくる。俺の名前を呼んでいるが、その声が遠く感じる。

			　意識が落ちていく。

			　かなり距離を稼(かせ)いだ。ここからエルシエまで30キロほどだろう。帝国兵と遭遇する確率も少ない。最悪、ルシエとクウだけでも帰ることができるはずだ。

			「一晩、隠れて、それで、俺が起きなければ、二人で、逃げ」

			　そこまで口に出したところで、俺の意識は暗(くら)闇(やみ)に飲み込まれた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　真っ白な何もない部屋。いつもの俺の心象世界。

			　夢の中だと気付く。

			　だが、妙に寒い。意識を集中し、自分の姿を思い浮かべることで、実体化し、自分の体を抱く。

			「なんだ、これは」

			　がたがたと震える。寒いだけでもなく、妙に疲れる。

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の副作用もあるが、それだけではない。

			「やあ、また会ったね」

			　白い部屋に俺と【俺】以外の存在が居た。

			　黒い髪のまだ幼い少女。

			　彼女は悪戯(いたずら)っぽい笑みを浮かべている。

			「いやー驚いたよ。殺されたこともそうだけど、その後のことはもっとだね。僕を全部食べつくすなんて、ほんとびっくり。食べられて、僕の存在が君の一部になっちゃった。さすがの僕もここまでされたら、生き返れないよ。まさか、この世界に僕を殺せる奴が居るなんて本当にびっくりだ」

			「なぜ、おまえの意識がある？」

			「変なことを言うね。君が噛まずに丸ごと飲み込んだからだよ。普通の人なら、消化されてなくなっちゃうんだろうけど、僕は強いからね」

			　黒い髪の少女の笑みが、より深まる。

			「それこそ、君を食べちゃうぐらいに」

			　全身の倦(けん)怠(たい)感(かん)が強くなる。視界が歪(ゆが)む。気持ち悪い。なんだこれは。

			「君と僕の魂(たましい)が一つになったんだ。なら、強い人格、強い意志が主導権を握るに決まってるよね。それに食べられるときに、主導権を握りやすいように僕の心を守る秘術を施(ほどこ)した。つまりね。僕は死んだけど、これからは君として生きる。僕を殺すほどの体と、知識、全部もらうよ。これでもっと稼(かせ)げそうだ」

			　崩れゆく意識を必死につなぎとめる。ここで意識を手放せば、二度と俺はシリルに戻れない。嫌だ。俺は、シリルとして生きて、ルシエと一緒に居たい。

			「恨むなら、僕みたいな強(きよう)靭(じん)な魂(たましい)と、鮮烈な人格を自らに招きいれた自分を恨んで消えて、さよなら」

			　少女の勝利宣言。

			　しかし……

			『あははははははははは』

			『その程度の浅知恵な小技で秘術って』

			『強(きよう)靭(じん)な魂(たましい)？　その安っぽい作り物の魂(たましい)が？』

			『鮮烈な人格？　おいおい冗談だろ!?　そんな信念も、情熱も何もない、空虚な存在のくせに、ああ笑いすぎて腹痛い』

			『あひゃひゃひゃ、そもそも、模造品のお人形のくせに、その自覚すらないのか』

			　部屋の全方位から、隠す気のない何人もの嘲(ちよう)笑(しよう)が響き渡る。

			　気づけば、体温が戻り、倦(けん)怠(たい)感(かん)も消えていた。

			「なに、これ、おかしい。僕が、なくなっていく。そんな、僕は奪う側だ。ずっとそうだった。これからも、なのに、違う、こんな」

			　少女は慌てたようすで、出来の悪いダンスのように、手さぐりで何かを探す動きをする。

			『ばあ』

			　突如、少女の足元に黒い大きな穴が出来たかと思えば、そこから大きな、それこそライオンほどのサイズの犬が大きな口を開けて現れた。そして、一口でその少女の体を飲み込む。

			『わんわん』

			　子供の鳴きマネのような、ふざけた鳴き声をする犬。

			　犬は咀(そ)嚼(しやく)をしない。ただ大口を開けているだけで、少女の体がどんどん飲み込まれる。

			「嫌だ、消えたくない！　死にたくない！　こんなの聞いていない。ありえない。どうして、一つの魂(たましい)に、二人も！　違う、何十人もいる？　ちがっ、結局は一人？　ならどうしてこんな、こんな奴が存在するはずない」

			『居るんだなーそれが。うん、あれが作った玩具にしては良くできている。固有魔術はっと、へえ、意外に簡単な仕組みだ。この程度なら、汎(はん)用(よう)で再現できるか、でも発想が面白い。まさかここに来て、新たな発見があるとは、でも不味いな。味が薄い。なんて面白味のない魂(たましい)』

			「助けて、なんでも、なんでもするから」

			『嫌だよ。気持ち悪い。他人が俺の部屋に居るのって我慢できないんだよね』

			　その言葉を最後に、少女は完全に飲み込まれて消えた。犬は穴から飛び出し全身を晒(さら)す。

			　漆黒の毛並みが美しい。顔立ちは鋭利で牙は鋭く、よく見れば犬と言うよりも狼のように感じる。

			　ただ、全長３メートルもある生き物を犬や狼と言っていいのかは悩みどころだが。

			　黒い狼は、ペロペロと舌を出して毛繕いをはじめた。

			　俺の知らない俺。少なくとも五人の俺は、【俺】によって思い出せないようにされている。おそらく、そのうちの一人の姿。

			『やあ俺、久しぶりだね。元気にやっているようじゃないか』

			　全ての記憶を持つ、集合意識の【俺】が親しげに声をかけてくる。

			「見た目以外は、この前会ったときよりも、ずいぶんと人間らしくなったな」

			『君から流れ出る感情を受けているからね。君が俺を知覚したときから、俺はどんどん人間性というものを思い出しているんだよ。もっとも、今は無理してまともな人間をエミュレートしているけどね』

			　その声はまるで、普通の人間のようだ。

			「ありがとう。助かった」

			『まあ、他でもない俺のためだ。シリルの人格は娯楽として優れているから、あまり壊れて欲しくなかったんだよ。注意しないと駄目だぞ。ディートの【魂喰い】は壊れた残滓を集めるけど、グラムディールの【捕食】は全てを丸ごと貪(むさぼ)るから消化に悪いんだ』

			　他でもない俺のため。それはシリルを指しているのか、【俺】を指しているのか、理解できなかった。

			「知っているさ。それこそ、他でもない俺のことだから」

			『そういう意味じゃないんだけどね。グラムディールは、強(きよう)靭(じん)な意志と人格を持っていて、どんな相手を食っても、存在が揺らぐことはなかった。だから、【捕食】が危険だという認識すらなかったんだろうね』

			　そう、ゆえに俺は何のためらいもなく【捕食】をした。少し考えればそのリスクがわかったが、グラムディールの記憶の中に危険を示すものが何もなく、安全だと思ってしまったのだ。

			「弱くて悪かったな」

			『だけど、そこが不思議なんだ。シリルの意志は弱い、存在としての格が低い。なのに、どうしてそこまでシリルのままで居られる』

			「記憶と経験を与えるだけで、人格は弄(いじ)らないように【俺】がしたんだろう？」

			『そうだよ。でも、人格に手を加えなくても記憶と経験は人格を壊すんだ。例えば君の食の好みは、エルフのシリルのものじゃない、地球の日本人というものに近くなっている。例えば人を殺すことに躊躇(ためら)いが無くなった。例えば、頑張っている女の子に好意を抱きやすい。これは全部、記憶と経験を得て、変化した部分だ』

			　俺は言葉を失った。確かに言われてみれば、俺は変わっている。

			『だけどね。その程度なんだ。根本的な部分は、どこまで行ってもシリルのままだ。例外はあるけど、俺は記憶と経験を取り戻すと、その圧倒的な量と質によって歪(ゆが)め、潰され、【俺】の模造品になるか、壊れる。そうして、【俺】が表に出ることになるんだよ』

			　心底不思議そうに、黒い狼の姿になった【俺】がつぶらな瞳で聞いてくる。

			『グラムディールやシュジナのような圧倒的な格があればわかる。ムルシュや、ソアラのように精神の在り方が人とかけ離れているような生き物でも納得する。でもね、シリルだけがわからない。どうか教えてくれないか？』

			　その問いの答え、それはすぐに見つかった。

			「俺は、ルシエとクウ、二人が好きな俺で居たい。そんな俺は、【俺】じゃないんだよ。だから俺は【俺】にはならない」

			　それを聞いた黒い狼は、きょとんとしてから、大口を開けて笑った。

			　まるで、遠吠えのようだ。

			『まさかね、そんな些(さ)細(さい)なことが俺を守っているとは。ありがとう。助けた甲(か)斐(い)があった。まあ、せいぜい【俺】を楽しませてくれ』

			　黒い狼の足元に、少女の足元に出来たものと同じ大きな穴が再びうまれ、吸い込まれていく。

			『警告をするなら、そのめんどくさい女ばかり選ぶ癖は直したほうがいい。いや、これも【俺】の影響か……、翡翠のエルフ、その次は、黄金の火狐か、次にあの子が来ると、もうそれは必然の……』

			　声が遠くなる。

			　いつも【俺】は何かを言いかけて消える。

			　俺のことだからわかる。言いたいけど言いたくない。だから、こんな中途半端をする。

			「女を見る目はあるつもりだ。【俺】よりもな」

			　最後に言い返して、この夢は終わった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル、おはよう」

			　目を開けると、ルシエと目があった。

			　ルシエは木に腰かけながらあたりを警戒している。

			　そして、右手には暖かくて柔らかい感触。クウが俺に抱き着いて眠っていた。

			「おはよう、ルシエ。俺はどれくらい眠っていた？」

			「昨日の夕方に倒れて、今がちょうどお昼かな」

			　そんなに眠っていたのか、黒髪の少女のせいもあるが、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の制限無視のダメージは想像を超えている。禁じ手にしないといけないだろう。

			「見張ってくれているのか？　悪かった。眠っていないだろう？」

			「ううん、さっきまでクウちゃんが見張っててくれて、私はぐっすり眠ってたから」

			「そうかありがとう。ルシエ、それにクウ」

			　ルシエには口で礼を言って、俺に抱き着いているクウの頭を撫(な)でる。

			　それにしてもクウの寝顔は可愛(かわい)い。

			　クウの目には涙の跡があった。きっと眠りにつくまで泣いていたのだろう。

			「シリル、体は大丈夫？　怪(け)我(が)はなかったけど、いきなり倒れて心配したんだよ」

			「心配しないで良いよ。あの勇者様との戦いで魔術を使いすぎて、疲れちゃっただけだから」

			　良かったと言って、ルシエは胸を撫(な)で下ろした。

			「ルシエにはいつも心配をかけていて、ごめん」

			「ううん、シリルが頑張らないといけないのは、私たちが弱いせいだから。これからは、ちゃんと力になれるようになる」

			「俺はその気持ちだけで嬉しいよ」

			「私は気持ちだけじゃ嫌だよ」

			　ルシエとは何気ない会話をしているだけで癒(いや)される。彼女が居るから、俺は俺のままで居られるのだろう。

			「クウを起こすのはかわいそうだから、今度はクウをお姫様抱っこして、ルシエを背負って帰ろうか。早く帰らないとまずい」

			　もう、いつ雪が降り出してもおかしくないし、ヤギの餌(えさ)は小屋に大量のカエデの葉を用意してはいるが、さすがにもう食い尽くしているだろうし、密閉された状態なので衛生環境もどんどん悪くなっているだろう。

			　せっかく買ったヤギを死なせてしまうわけにはいかない。

			「わかった。けど、本当にもういいの？　辛いんだったら、背負ってもらわなくても、自分で歩くよ」

			「大丈夫だ。俺に任せて。むしろ、いつもより調子がいいぐらいだ」

			　そう言いながら起こさないように気を付けながらクウを抱きあげる。

			　涙の跡は消えていないが、幸せそうな寝顔だ。起きればまた悲しむことになる。せめて今だけは優しい夢に包まれて欲しい。

			　そんなことを考えていると、クウが寝ぼけながら口を開いた。

			「シリルくん、元気な赤ちゃん産みますね」

			　ルシエがぎょっとなる。

			「ねえ、シリル、シリルはクウちゃんと子供が出来るようなことしたんだよね」

			「……はい、しました」

			「ちょっと、うらやましいかも、私も子供とか……ううん、なんでもない」

			　そう言うと、ルシエが赤くなった顔を隠しながら俺の背中に回り込んできた。

			　俺は何も言わずに彼女を背負う。

			　二人の温(ぬく)もりを感じながら、俺は一歩踏み出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　エルシエに帰ってから、まず積み荷を倉庫に入れ、ルシエに服の生地をエルフたちにわけるようにお願いした。俺が戻ってきたことを知ると、自警団の長であり、エルシエのナンバー２でもあるロレウが駆けつけてきた。

			「長の言う通り、長の不在中に裏切り者が動いた。長が疑っていた連中の中で、一番可能性が低いと言っていた奴が犯人だ」

			「そうか、あの人が裏切り者か……残念だ。ありがとう、ロレウ。だけど、まだしばらく泳がしておこう。期がきたら、取り押さえる。それまでは静観しておけ。利用できる」

			「了解した、長」

			　ロレウは短く告げて消えていった。裏切り者は、ロレウの友人でもある。彼にも気持ちの整理が必要だ。

			　俺とルシエの家で身支度を整えているうちに、クウが目を覚ましたので、二人で火狐たちの家に向かう。

			　彼女の手には、同(どう)胞(ほう)の尻尾(しつぽ)が入った袋がある。

			　まず、俺が服を全員に配ると、皆すごく喜んでくれた。

			　服自体が可愛(かわい)くて丈夫なものだったし、着替えがないのはずっと不便だったので大好評だ。

			　そして、その興奮が落ち着いてから、クウが、火狐の村から逃げるときに別れた仲間の末路を話して、尻尾(しつぽ)が入った袋を広げた。

			　火狐の皆が泣きだす。

			　中には、尻尾(しつぽ)を抱きしめて、お母さんと叫んだ子もいた。

			　火狐たちは尻尾(しつぽ)で誰かがわかるし、クウに聞いた話だと、可能な限り家族は、ばらばらに別れて逃げたそうだ。だから、ここにある尻尾(しつぽ)のほとんどは、この場に居るだれかの肉親のものらしい。きっと彼女たちは、お互いの無事を祈っていたのだろう。

			　家族を引き裂いたのは、血の多様性を残すために、クウの父親が決めた。

			　どこまでも合理的で、残(ざん)酷(こく)な判断。

			　そのおかげで、目的通り多くの血を残せたが、家族とばらばらになった寂(さび)しさ、さらに失う悲しみまで味わわせることになった。

			「みんな、一日だけ、思いっきり泣きましょう。それで、明日から頑張ろう。皆が繋いでくれた命です。私たちは生きていかないといけない。生きるためには、泣いているだけじゃダメなんです」

			　クウが気(き)丈(じよう)な声をあげる。火狐たちの前では何があっても泣かない。

			　それは今日も変わらなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、宣言通り火狐たちは働いてくれた。

			　ヤギの世話と、カブの栽(さい)培(ばい)。どちらも積極的にやってくれている。

			　まるで、忙しさで悲しみを忘れようとしているみたいに。

			　そして、エルシエに戻ってから二日後、気持ちがやっと落ち着き、火狐たちの葬式が行われた。

			「どうか、安らかに眠ってください」

			　クウが取り仕切り、粛々と葬儀が執(と)り行われる。

			　火狐たちの村では火葬が一般的らしく、今回はそれに倣(なら)った。

			　魔術で生み出した大きな炎。その中に、死んだ火狐の尻尾(しつぽ)を、その肉親が最後の言葉と共に放り込む。

			　二日経って落ち着いた火狐たちも、この場では取り乱し、再び涙を流し始めた。

			「いや！　クロのお母さんを燃やさないで！」

			　そんな中、火狐の中でも一際幼い女の子が母親の尻尾(しつぽ)を抱きしめて離さなかった。

			　彼女にとって、それは最後に残った母親との絆なのだろう。

			　そこにクウがやってきて、しゃがんで目線を合わせて、頭にそっと手を置いた。

			「ねえ、クロネ。お母さんを、もう休ませてあげましょう」

			「やだ、ずっと一緒に居るの」

			「クロネが尻尾(しつぽ)を離さないと、クロネのお母さん、天国で尻尾(しつぽ)がなくてかわいそうですよ」

			「でも、でも、クロ、一人になっちゃう」

			「大丈夫、クロネのお母さんは、尻尾(しつぽ)がなくてもちゃんと、クロネのことを見てくれていますよ。それに、クロネは一人になんかなりません。私も、皆もクロネの傍(そば)に居ます」

			　クウはぎゅっと少女を抱きしめる。

			　まだ俺と変わらない年齢なのに、確かに彼女の母性を感じた。

			「クウ姉様、わかったの」

			「クロネは偉いね。最後にお別れの言葉を言おうか」

			「うん、お母さん、さよなら、天国で幸せになって」

			　そして、最後の尻尾(しつぽ)も炎に包まれ消えて行った。クロネと呼ばれた小さな女の子がクウから離れると、友達らしき、幼い黄色い火狐と銀色の火狐の女の子が駆け寄ってきて、三人で抱き合った。

			　全ての尻尾(しつぽ)を燃やし終わると、灰を川に流して終了だ。

			　だが、ここで火狐たちが騒ぎ始めた。

			「私たちも、殺されちゃうのかな」

			「怖い、怖いわ」

			「あっちは私たちよりずっと安全だって聞いてたのに」

			　死んだのは、護衛もつけ、金も食料も多く持ち、安全だと言われていた本命の集団だ。当然、保険であり、助かる見込みがないと言われていた自分たちが今後どうなるか、不安になるだろう。

			「絶対に許さない」

			「死んでもいいから、一人でも殺してやる」

			「お姉ちゃんの無念を晴らしたい」

			　また、怒りに身を焦がすものも居た。

			　故郷を焼かれ、家族を奪われ、そのうえ尻尾(しつぽ)を切り落とすという、火狐の尊(そん)厳(げん)を踏みにじる行為までされた。当然、こういった感情も出てくる。

			「もう、こんなのたくさんだわ、疲れた」

			「そうね。なんでもいいよ」

			　そして、諦め。悲しみも怒りも通り過ぎた後の絶望。

			　この三つの負の感情に周りが支配される。

			　クウも、必死に空気を変えようとするが、どうにもできないようだ。どうつくろっても、クウには、彼女たちに共感してしまう感情がある。

			　だから、ここは俺の出番だ。

			　エルシエの長として、クウの恋人として、そしてルシエがかっこいいと思うシリルとして、行動しなければならない。

			「皆、聞いてくれ」

			　声を張り上げる。

			　こういったことを繰り返してきたおかげで、だんだん慣れてきた。

			「皆はもう、エルシエの民だ。俺が、そしてエルシエの皆が守る。だから、帝国なんて恐れなくていい。俺たちは負けない」

			　火狐たちから、疑いの目が向けられる。それも仕方がない。帝国はそれほど巨大で、彼女たちは直接このまえの戦いを見たわけではない。エルシエの強さが実感できていないのだ。

			「エルシエは、帝国に勝った。エルフだけでも勝てたんだ。これからは皆の力も借りる。これで負けるはずがない」

			　強く言い切る。絶対の自信をもって、少しの不安も出さずに。

			　すると、ひとりの火狐が声をあげた。クウを姉様と呼び慕うケミンという元気のいい少女だ。

			「私たちも、戦うの？」

			「無理強いはしない。でも、戦うつもりがあるなら、一緒に戦ってほしい。エルシエはエルフだけの国じゃない。君たちもエルシエの民だ」

			「なら、私は戦いたい。仇(かたき)を取りたい。クロネのお母さんを殺したあいつらが憎い。もう、奪われるだけは、いや。なんでもする、死んでもいい。だから、お願い」

			　動機は憎しみだが、少しは生きる気力をもってくれた。

			「ありがとう。でも、死んでもいいというのは訂正してくれ。俺がエルシエを率いている限り、決して誰も死なせない。死なせない上で勝って、仇(かたき)を取らせてやる。俺にはそれが出来るし、これまでそうやってきた」

			　とんだ理想論。次の戦争に比べれば今までの戦いは遊びだ。なにせ、三千人近い数の兵士が押し寄せてくる。こっちが出せる戦力は百数十人。三十倍近い兵力差。その状況で、死傷者ゼロで勝つ。

			　誰が聞いても夢物語と言うだろう。それでも俺はできると確信をもって口を開いた。

			「信じられない」

			「俺を信じられないか？　なら今までのことを思い出してほしい。俺は一度でも君たちに嘘をついたことがあるか？」

			　火狐たちの目に、信頼の光が少しだけ宿る。なら、あと一押しだ。

			「それに俺は、エルシエの長というだけじゃない」

			　そう言いながら、クウのところに行き、抱き寄せる。

			「えっと、シリル、くん」

			　クウが、動揺して戸(と)惑(まど)いの声をあげる。

			「俺はクウをいずれ娶(めと)る。つまり、火狐の族長になる男だ！　君たちの族長を、そして俺を選んだクウのことを信じて欲しい」

			　ルシエと婚姻を結んだあと、俺はクウとも結婚するつもりだ。

			　俺だけでも、クウだけでも信じてもらえないなら、二人の今まで積み上げてきたものを合わせて信じてもらうしかない。

			「もう一度言う、君たちは、俺が守る、俺が勝たせて仇(かたき)を取らせてやる。だから、力を貸してほしい。悲しむのはいい、だが、生きるために前を向いてくれ。それが、俺からのお願い……いや、エルシエの長として、火狐の族長としての最初の命令だ」

			　あたりに動揺が走る。

			　彼女たちにとっては寝耳に水の話だろう。

			　それでも、それは否定的に受け入れられることはなかった。短い期間だが、俺は彼女たちの信頼を得ている。

			　火狐たちが、ぎこちなく微(ほほ)笑(え)み、周りと目を合わせて、そして……

			「「「はい」」」

			　力強く頷(うなず)いた。

			　その目には、まだ小さい、ほんの小さな、希望の光が宿っていた。

		

	
		
			番外編　妹ができた日

			　

			　火狐たちの葬儀からしばらく経った。俺は毎日、火狐たちに仕事を教えていた。火狐たちの仕事として、ヤギの飼育とカブの栽(さい)培(ばい)を割り振ってはいるが、みんな経験がないので、何かとサポートが必要だったのだ。

			　今日も、早朝から畑仕事を教えるために火狐の工房の近くまで来ていた。

			　エルシエに遊んでいる畑地なんてないので、まず畑を耕(たがや)すところから始めないといけない。

			　村の外にある火狐たちの住む工房。その近くにある土地に囲いをつくり、畑にすると決めた。

			　畑の広さは３００メートル四方とそれなりに大きいので、耕(たがや)すのも一苦労だ。

			「みんな、今日も一日がんばろう！　明日までになんとか種まきを終わらせることが目標だ。雪が降る前に終わらせないと、冬明けに収穫ができなくなっちゃうからね」

			「「「はい、シリル様」」」

			　元気のいい声が返ってくる。葬式のあとから少しずつだが前向きになってきてくれているのがうれしい。

			「それじゃ、昨日と同じ手順で耕(たがや)そうか」

			　ここ数日、ずっと畑を耕(たがや)す作業をしてきたので、火狐たちもだいぶ慣れてきたようだ。試行錯誤のすえ、やっと最適と思われる方法が見つかった。

			「任せてください。シリル様」

			「ユキノ、がんばる」

			「クロもクロも、いっぱい耕(たがや)すの」

			　俺によく懐いてくれている幼い火狐三人組が、手をあげ大きな声をあげた。

			　この三人が畑を耕(たがや)す際の中心となる。

			　一人目は、黄色のウェーブした髪を肩まで伸ばした、活発な十一才の黄狐、ケミン。

			　二人目は、ストレートの銀髪を持つ、無表情でクールな十二才の銀狐、ユキノ。

			　三人目は、黒くて長い髪を後ろで括った、おっとりした甘えん坊で、十才の黒狐、クロネだ。

			　三人は、幼いながらもクウに次ぐ魔力を持っている。

			　火狐の村に居た時から、ある種の特別扱いをされていた子たちで、この子たちはクウを姉様と呼び、姉のように慕っていた。

			「三人とも、いい返事だね。今日もよろしく頼むよ」

			　俺がそういうなり、三人が囲いの中に入り。等間隔に距離を取る。

			　手には農具は何もない。この子たちにはそんなもの必要ないのだ。

			「ユキノ、クロネ、誰が一番はやく端まで耕(たがや)せるか競争しよう」

			「ケミン、ユキノに勝てるつもりなの？　お昼ごはんのおかずを賭(か)けるなら、勝負を受けてもいい」

			「ユキノちゃん。今日はソーセージの日なのに、いい度胸なの。でも、クロもその勝負受ける。ぜったいに負けないの」

			「二人とも、本気のようね。勝負は成立。準備はいいわね？　よーい、スタート！」

			　ケミンの大きな声を合図に、三人が走りだす。

			　三人の軌(き)跡(せき)を目で追うと、地面がえぐれ、掘り返されていた。

			　あの三人は、ただ走っているわけではない。地属性の魔術で、足元を抉(えぐ)りながら走っているのだ。

			　エルフが、風の次に水の魔術が得意なように、火狐は火の次に地の魔術が得意だ。エルフたちが鍬(くわ)をもって地道にやらないといけないことを、この子たちは一瞬で成し遂げる。この光景を見たら、ロレウあたりは卒倒するかもしれない。

			　この裏技があるから、３００メートル四方もの畑を数日で耕(たがや)すことができるのだ。普通なら数か月はかかる。

			　レースは佳境に入っている。残りは１００メートルほど。

			　先頭は黄色のケミンで、わずかに遅れて黒色のクロネ。そして、最後尾に銀色のユキノだ。

			　俺はとある理由から、しっかりと彼女たちが耕(たがや)した畑を見ていた。

			「ケミン、５メートル前、掘りが浅い。戻ってやり直し」

			「シリル様、そんなぁ」

			　俺の声を聞いてケミンが泣きそうな声をあげ、キツネ耳がペタンと倒れた。実はこのレースは初めてではない。過去のレースで、急ぐあまりに仕事が雑になったことがあったので、ちゃんと掘れてないとやり直しというルールを設定したのだ。

			「ケミンちゃん。詰めが甘いの。この勝負、クロの勝ち」

			「そういうクロネも、やり直し。ケミンが失敗したからって気が緩(ゆる)んだね」

			「……ううう、クロも油断したの」

			　クロネは尻尾(しつぽ)を力なく垂らしながら、引き返す。

			　そして、前二人がやり直す中、一人きっちりとした仕事ぶりでマイペースに走っていたユキノが、囲いの端までたどり着く。

			　彼女の走ったあとは、きれいな直線を描き、丁寧に掘り返されていた。いい仕事だ。

			「優勝はユキノのようだね」

			　俺がそう言うと、銀色の火狐のユキノは胸を張り、誇(ほこ)らしそうな表情を浮かべてＶサインを出した。

			「ユキノの勝ち。ケミン、クロネ。お昼ごはんのソーセージ、一本もらう」

			「途中まで私がトップだったのに。……悔しい」

			「ユキノちゃん、せめて一本の半分にしてほしいの。クロの分のキノコあげるから」

			「だめ。悔しかったら次勝てばいい。ユキノは勝者としての権利を要求する。一本まるまるもらう」

			「そんなぁ、クロ、一本じゃ足りないの」

			　よほど嬉しいのか、ユキノの尻尾(しつぽ)がぶんぶんと揺れている。俺は三人のところにいき、ユキノの頭を撫(な)でる。

			「頑張ったね。ユキノ」

			「……シリル様」

			　ユキノは恥ずかしいのか、顔を赤くした。

			「ああ！　ユキノちゃん、勝った上にシリル様に撫(な)でてもらうなんてずるいの。シリル様、クロもクロも」

			「そういうクロネも抜け駆けして」

			　二人が俺に抱き付いてくる。しかし、

			「二人とも、今日撫(な)でてあげるのはユキノだけだよ」

			「ううう、ユキノちゃんが一番早かったから？　でも、クロも頑張ったの」

			「違うよ、クロネ。ユキノが一番丁寧に仕事をしたからだ。きっちりと地面を掘り返して、しかも深さも幅も一定。三人の中でユキノだけが、レースより、仕事に本気だった。だから、今日撫(な)でてあげるのはユキノだけなんだ」

			「それなら納得なの。クロ、今からしっかりお仕事するから、そしたらシリル様、撫(な)でてくれる？」

			「うん、しっかりとした仕事をすればね」

			「クロ、がんばる」

			　黒い火狐のクロネは握りこぶしを作って気合を入れた。

			　その仕草があまりにかわいくて、思わず頭を撫(な)でたくなるが、自制する。ちゃんと仕事をしてからほめてあげないと。

			「シリル様、そろそろ離して。ユキノ、恥ずかしい」

			　気がつけば髪と耳の感触が気持ちよくて、ずっとユキノを撫(な)でっぱなしだった。慌てて手を離す。

			「ごめん。それじゃ、引き続きがんばろうか」

			　俺の言葉で三人が畑に戻る。

			　畑では、残った火狐たちが、三人が掘り起した場所から、小石や木の根等を取り除き、土を盛って畝(うね)を作る作業をしていた。

			　これは手作業が必要な工程だ。

			　そして、この作業が終わったら、いよいよ種まき。

			　三人組のほうは、二セット目に入った。こんどは賭(か)けをせずに普通に走っている。

			　この調子なら、今日中に種まきまで終わりそうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昼食後、予定より早く種まきが終わったので、俺は丘で昼寝をすることにした。

			　エルシエに戻れば医者としての仕事、それが終われば冬越えの計画を立てなければならない。

			　最近、かなり無理をしているが、もう少しして火狐のみんなが仕事に慣れてくれば、ヤギの世話もカブの世話も任せられるようになるので、余裕が出てくるだろう。

			　それにしても、今日は太陽が気持ちいい。近頃めっきり寒くなってきたので、こうして気持ちよく昼寝ができるような日は貴重だ。

			　

			「シリル様、かっこいいよね。大好きになっちゃった。もう、尻尾(しつぽ)ぎゅーだよ」

			「クロも、シリル様のこと好き」

			　しばらく経ったころ、例の三人組の声が聞こえてきて、目を覚ます。

			　どうやら、今日の仕事が終わり、森に山菜を摘みに行っていたらしい。三人とも籠(かご)をもっており、山菜やキノコが入っていた。

			　俺は三人に見つからないよう、とっさに隠れた。こういう話を本人に聞かれたと分かったら、彼女たちも嫌だろう。

			「ユキノちゃんはどう？」

			「ユキノは、わからない」

			　銀色の火狐のユキノは、浮かない表情でボソリとつぶやいた。俺はその言葉に少し傷つく。

			「えええ、シリル様かっこいいし、強いし、恩人だし、優しいのに。どこが気にいらないの？」

			「クロも気になる。ユキノちゃん、シリル様のこと嫌い？」

			　ケミンとクロネが、ユキノに詰め寄る。

			「シリル様はかっこいいし、優しいとも思う。嫌いってわけじゃない。でも、シリル様と会ってから、クウ姉様がシリル様ばっかり気にしていて寂(さび)しい。クウ姉様をとられたみたいな気持ちになる」

			　その言葉を聞いて、少し胸が痛んだ。

			　確かに、クウには火狐の代表としていろいろ仕事を頼み、相談もしているので、クウがあの三人と過ごす時間は少なくなっている。

			　幼い三人にとっては、クウをとられたと感じられるかもしれない。

			「ユキノちゃん、意外に子供なの」

			「そうよ。クウ姉様だって、いつまでも私たちに構ってられないわ。クウ姉様が、シリル様と仲良くなるなら、むしろ祝わないと」

			「そうなの。クウ姉様はシリル様と結婚して、かわいい赤ちゃんを産むの。じゃないと、火狐が滅びちゃう」

			　一番子供だと思っていたクロネから飛び出した言葉に、驚く。

			　確かに今は、火狐たちにとって滅亡の危機だ。一番小さい子が十歳のクロネ。新しい子供が生まれないと、火狐という存在そのものがなくなってしまう。

			「レラさんも言ってた。素敵な人と結婚して、子供を作って命をつなげるのが、私たちを生かすために犠(ぎ)牲(せい)になった人たちへの恩返しだって。クロも、素敵な旦那様を見つけるの！」

			「クロネって意外と耳年増よね。一番年下なのに。私もシリル様になら、クウ姉様を任せてもいいって思ってる。シリル様以外には、任せられない。ってわけだから、妹の私たちはクウ姉様を祝ってあげないと」

			　ケミンとクロネに畳みかけられるように言葉を浴びせられたユキノは、うつむいて、こぶしを握り締めた。

			「そんなこと、ユキノだってわかってる」

			「ユキノ、わかってるなら、我慢しなさいよ」

			「……でも、寂(さび)しい。クウ姉様をとられたくない！　今のユキノの家族はクウ姉様だけ。クウ姉様を取られたら、一人になっちゃう！」

			　大人しいユキノが、珍しく感情をあらわにして大声をあげる。

			「ユキノ、少しへんよ」

			「そうなの。ユキノちゃん。おかしい」

			「もう、いい！」

			　ユキノは、そう叫ぶなり背中を翻して、森の中に走っていった。

			「あっ、待って。ユキノちゃん！」

			　残された二人は追いかけていいのか、それとも一人にしたほうがいいのか、判断がつかずにその場で固まっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、昼寝をする気分ではなくなったので、エルシエに戻りすぐに診察をはじめた。

			　最近になって、ようやく患(かん)者(じや)の数が落ち着いてきた。

			　希望者は全員、一度診察を受けることができたので、エルフたちの持病は改善に向かっているか、俺でも治せないと匙(さじ)を投げたものばかりになってきたからだ。

			　診察をしながらも、ずっと昼のことが気になっていた。

			　クウをとらないで、か。クウが火狐たちの支えになっていたことはわかっていたのに、配慮が足りなかった。

			　少し、ユキノと話をしよう。彼女の気持ちはわかる。俺もかつて、両親を失い一人になったとき、ルシエと、ルシエの家族に寂(さび)しさを埋めてもらった。家族と呼べる人がいる。それがどれだけ心の支えになるか、俺は知っている。そして、奪われたときの悲しみも。

			　だからこそ、力になってやりたいと思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　診察が終わった頃には、太陽が完全に沈んでいた。

			　俺は火狐たちが住む工房に向かう。

			　本当なら、長としての仕事がまだあったが、そちらは明日に回すことにした。

			　工房の前に着くと、ケミンとクロネの声が聞こえた。

			「離して、ユキノを探しにいかないと」

			「クロもユキノちゃんを探しにいく！　絶対迷子になってるの！」

			　工房の中に入ると、ケミンとクロネが大人たちに羽交い絞めにされていた。

			　火狐の輪の中には、クウの姿もあった。

			「何があったんだ。クウ」

			　俺はクウに声をかける。

			「シリルくん」

			　クウが俺を見て、ほっとした顔を向ける。

			「それが、ユキノが山菜を摘みに行ったまま帰ってこないんです」

			「なんだと!?」

			　ユキノはケミンとクロネと喧(けん)嘩(か)をしたあと森に入っていったが、まさかそれから戻っていないのか。

			　もう、かなり暗くなっていて、足元も見えない。

			　まだ、エルシエに来てから日が浅く、森に慣れていないユキノなら、迷ってもおかしくない。

			「クウ姉様、離してください。行かないと」

			　ケミンたちもそれがわかっているから必死なのだろう。

			　だが、この子たちを行かせるわけにはいかない。

			「ケミン、クロネ。お前たちは留守番だ」

			「でもっ」

			「二人が行っても、迷子になるか怪(け)我(が)をするかだよ。だから、俺に任せてくれ」

			「シリルくん。エルフのみなさんに負担をかけるわけにはいきません。夜が明けたら、火狐全員で探しに行きます。あの子も一晩なら耐えられるはずです」

			　一見冷たい意見だが、それが一番合理的だ。

			　クウは唇を噛んでいる。本当は彼女自身、すぐにでもユキノを探しに行きたいのだろう。

			　だが、二重遭難を避けるためには、朝から行動するしかない。夜の森に入って動き回るのは、エルフであっても危険だ。

			「だめだよクウ。きっと、ユキノは今すっごく心細いはずだ。すぐに行ってあげないと」

			「それはわかってます。だけど、ユキノのために、みんなを危険な目に遭わせるわけにはいかないです」

			「安心して、俺なら暗い森でも迷わないから。風が目になってくれる」

			「でも……」

			「大丈夫、必ず見つけるから」

			「……本当に、任せてもいいのですか？　ユキノを……妹を助けてください。あの子、優秀だけど、まだ子供だからきっと泣いてます。ごめんなさい。シリルくんはすっごく大変なのに、また負担をかけてしまって。……この恩は、何をしてでも返します」

			「気にしないでいいよ。それにね。一つ決めたことがあるんだ。クウは、この子たちを妹だと思っているんだろう？」

			　俺はケミンとクロネを見る。

			「はい、私の自慢の妹たちです」

			「そうか。なら、今日から俺もこの子たちを妹と思うことにする。クウと一緒になるんだから、おかしくないはずだ。ケミン、クロネ。君たちが嫌ならやめるよ。俺が兄貴でもかまわないか？」

			「シリル様なら嬉しい」

			「クロもクロも、シリル様みたいなお兄ちゃんが欲しい」

			「なら、シリル様じゃないだろう」

			　俺がにやりと笑うと、二人は目を輝かせる。

			「「シリル兄様！」」

			　二人は声を合わせて、俺を兄様と呼んだ。少しだけくすぐったい。

			「クウ。兄貴が妹のために頑張るのは当然だろう。だから対価はいらないし、遠慮はするな。俺は可愛(かわい)い妹のために頑張るだけだよ」

			　そういうと、クウは微苦笑した。

			　そして、新しくできた妹たちが口を開く。

			「「シリル兄様、ユキノ（ちゃん）を助けて」」

			「任された」

			　そして、俺は夜の森に向かって駆け出した。

		

	
		
			～ユキノ視点～

			　

			　犬の遠吠えが聞こえる。

			　体が震える。

			　怖い。寂(さび)しい。寒い。

			　ぐーっとお腹が鳴った。ひもじい。

			　いったい森に入ってどれだけの時間が経ったんだろう。

			　私はバカだ。

			　森に入って、当てもなく走っているうちに足を滑らせて崖から落ちた。

			　命は助かったけど、足首を挫いて、崖を上るどころか、歩くことすらできなくなった。

			　擦りむいた膝と、捻(ねん)挫(ざ)した足首がじんじん痛む。

			「ケミン！　クロネ！」

			　必死に叫ぶが、返事はない。

			　余計にお腹がすいた。いつもなら、勝手に火のマナが温めてくれるのに。疲れて魔術も使えなくなっていた。

			　このまま、飢(う)え死にしちゃうのかな。それとも凍死？

			　いやだ、そんなの！　誰か、誰でもいい、だから……

			「助けてー！」

			　最後の力を振り絞って叫ぶ。何をやっているんだろう。

			　こんな夜中に森に入る人なんて、誰も居ないのに。

			「ひぐっ、うぐっ」

			　情けなくて涙が出てきた。

			　一人はやだ。また犬の鳴き声が聞こえた、体が震える。

			　もうやだ。みんな心配してくれてるかな？

			「ケミン、クロネ……クウ姉様ぁ」

			　大好きなみんなのことを考えると、余計に涙が出てきた。

			　みんな、私を探してくれてるかな……でも、こんなところに居たら見つけてもらえるわけがない。このまま、死ぬまでずっと一人なんだ。

			　冷たい地面に寝転がって、私は静かに目を閉じる。もう、涙を拭(ぬぐ)う気力もない。

			　だけど、どれぐらいたった時だろうか。私の涙を誰かの手が拭(ぬぐ)ってくれた。私は顔を上げる。

			「来たよ。助けに」

			　そこにいたのは、全身泥だらけで優しい顔をしたエルフの男の人だった。

			　よほど走りまわったのか、靴もボロボロ、息を切らして、汗で髪が張り付いていた。

			　いつも余裕たっぷりで、どこか気品があるシリル様の、初めて見る泥臭い姿。

			「な、ん、で」

			「ユキノがお腹を空かせて寂(さび)しがってると思って、迎えに来たんだ。余計なお世話だった？」

			「ううん、来てくれて、嬉しい」

			「それじゃあ、帰ろう。エルシエに」

			「しっ、シリル様ぁ」

			　安心した途端、また涙が次々に溢れてくる。

			　そんな私をシリル様は優しく抱きしめて、頭をぽんぽんと撫(な)でてくれた。

		

	
		
			[image: p_334.jpg]
		

	
		
			「なんで、他人の、エルフのシリル様が、ユキノのために、こんなにボロボロになるまで探してくれたの」

			「他人なんて言われると悲しいかな。エルフのとか、そんな言い方をされるのも寂(さび)しいね。エルフも、火狐も、みんなエルシエの大事な仲間だよ。それより、ごめん。本当は、もっと早く見つけられるはずだったんだけど、俺もまだまだ未熟だ。まさか、崖から落ちているとは思ってなくて。【知覚拡張】の範囲に下を含めなかった。そのせいで、走り回って時間がかかった。ユキノが声を出してくれなかったら、見つけられなかったよ。遅くなってごめん」

			「ううん、そんなこと、ユキノは言ってない。どうして、あきらめなかったの。そんな、泥と、汗塗れになってまで、探してくれたの？　ユキノ、一人になったから、誰も助けに来てくれないって思ってた」

			　自分で言っていて嫌になる。

			　もう、私に家族はいない。クウ姉様が家族になってくれたけど、クウ姉様は私よりシリル様が大事になって、また一人になった。

			「それはね。俺がユキノの家族だから」

			「えっ？」

			「ユキノ、ごめんね。実はお昼に三人の話を聞いちゃったんだ。クウを俺にとられると思ったんだろう？」

			　その言葉を聞いて、恥ずかしくて顔がかっとなった。

			　そんな姿を見られるのが嫌で、シリル様の胸に顔をうずめる。シリル様の心音が聞こえた。穏やかな音色。不思議と安心する。

			「恥ずかしがることはないよ。俺も家族を失ったときがあったから、その気持ちはわかる。でも、ユキノは勘違いしているよ。俺はクウをとったりしない」

			　そんなのきれいごとだ。もう、クウ姉様は私じゃなくて、シリル様を見ている。

			「ユキノは知らないだろうけど、ユキノが居なくなってからのクウは見ていられなかったよ。クウはちゃんと、ユキノのことを心配してる。仕事がいっぱい増えて、ユキノだけを見ているわけにはいかなくなった。でも、ユキノを愛しているのは変わらないよ」

			「そんなこと、ユキノもわかってる。でも、寂(さび)しかった。クウ姉様と一緒の時間が減るのが、嫌だった」

			　シリル様に言っても迷惑になっちゃうだけなのに。自然と言葉が溢れた。

			「そっか、ならユキノからクウをとっちゃった分。俺の時間をあげよう。クウが君たちを妹と呼ぶなら、俺にとっても君たちは妹だ」

			「シリル様、何を言ってるの？」

			「ケミンとクロネには話したけど、俺がいずれクウと結婚したら、クウの妹のユキノたちは俺の妹になるだろ？　おかしいかな？　俺は、ユキノたちみたいな素直で可愛(かわい)い頑張りやさんが妹になってくれると嬉しいよ」

			「シリル様が、ユキノの、兄様になるの？」

			「うん。あくまでユキノが良ければだけどね。こんな頼りない兄貴はいやかな？　兄貴としては未熟だけど、寂(さび)しい思いをさせないように頑張るよ」

			　シリル様がお兄ちゃんで、嫌か？　そんなの、そんなこと、決まってる。

			　まだ、照れくさいけど。

			「……よろしく、シリル兄様」

			　私は小さな声でそう言った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シリル兄様は私をおんぶして夜の森を歩く。

			　シリル兄様は、本当はここで捻(ねん)挫(ざ)を治してあげたいけど、自己治(ち)癒(ゆ)力の強化を膝の擦り傷にばい菌が入ったままやると危ないから、戻って殺菌してからだ。なんて言ってた。

			　よくわからないけど、今はうれしい気持ちでいっぱいだった。

			　だって、シリル兄様の背中を独り占めできるから。

			　大きな背中。シリル兄様は男の人にしては細身だけど、誰よりも立派な背中を持っている。

			　シリル兄様は、さっきからずっと私を気遣って、面白い話をしてくれる。

			「シリル兄様、シリル兄様はどうして、お嫁さんが二人もいるの？」

			　素(そ)朴(ぼく)な疑問を聞いてみる。シリル兄様の背中が、ぴくりと震える。

			「そっ、それはね。長だからかな」

			「長だと、お嫁さんは一人じゃなくていいの」

			「うん、まあ、子供を絶対に残さないといけないからね。特別に許されるんだ」

			　そうなんだ。私はシリル兄様に抱き付いている手に力をこめる。

			「どうしたんだ？　ユキノ」

			「なんでもない」

			　なんでもない。

			「シリル兄様、お願いがあるの。帰ったら、一緒にケミンたちに謝って」

			「いっぱい心配かけたからね」

			「それだけじゃない。二人に、クウ姉様をとられたら、一人になっちゃうって言っちゃったことを謝りたい」

			　クウ姉様をとられることばかり気にして、一番近くに居る二人をないがしろにしていた。そのことに、やっと気がついた。

			「そっか、じゃあ一緒に謝ろう。二人ともユキノのことが好きだから許してくれるよ」

			「ん」

			　そうして、火狐の家に戻るまでいっぱいシリル兄様と話をした。

			　そして、ただ憧れていただけのシリル兄様のことが、好きになった。

			　家に着くと、いつもなら眠っているはずの時間なのに、みんな起きていた。

			　クウ姉様は、いっぱい私を怒って、それから、抱きしめてくれた。

			　ちゃんとクウ姉様は私のことを愛してくれてるってわかって、わんわん泣いた。

			　そしたら、なぜかケミンとクロネも一緒になって泣きはじめた。みんなでわんわん泣いて、それから一緒に眠った。

			　私はたぶん、今日という日を一生忘れない。シリル様が兄様になってくれた、今日の日を。

			　シリル様は私たちが泣き止むまで居てくれて、それからルシエが心配するからって帰っていった。私はその背中に向かって精一杯叫んだ。

			「また、明日。シリル兄様！」

			　私の声を聞いたシリル兄様は振り向いて、にっこりと笑った。その笑顔があまりにも綺(き)麗(れい)で、心臓がどくんと高鳴った。

		

	
		
			あとがき

			　

			『エルフ転生からのチート建国記（２）』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜 涙です。

			　一巻でエルシエという国を建国した主人公のシリルくんですが、この巻から国の運営を開始します。

			　今回の巻では、エルフ以外の種族……火狐を受け入れることによって、仲間が増えた喜びと同時に様々な困難にぶつかります。その困難を乗り越えて、より生活を豊かに、楽しくしていくシリルくんたちを温かい気持ちで見守っていただけると嬉しいです。

			　

			宣伝

			　

			　エルフ転生の三巻は、来年の春頃に出版される予定です。巻末でほのめかしたシリーズ史上最大の規模の戦いを描きます。シリーズで最初の大きな山場となるので、楽しみにしておいてください。

			　また、来月の一二月に新シリーズ『チート魔術で運命をねじ伏せる』が、エルフ転生と同じモンスター文庫様から発売されます。

			　ゲームだと思っていた世界は、実在した異世界だったというお話で、異世界にゲームの知識をもって主人公が転生します、主人公はゲーム時代に開発した数百年進歩した魔術と、未来の情報を駆使してヒロインたちを救っていきます。エルフ転生より明るめで、楽しいを前面に推したお話です。是非こちらも楽しんでいただければと思います。

			　

			謝辞
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